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　◇　１　◇







　本当に大切なものや大切なことは目に見えなかったりするんだよ、天てんちゃん。だから覚えておいて。天ちゃんが困ったとき、ママはちゃんと傍そばにいるから。







　少しだけ苦しい。少しだけつらい。少しだけ。

　でもそのひとつひとつが消化されないまま溜たまっていくと、いつか詰つまって淀よどんでしまう。心にも血はかよっているから、きっと。

「……こんなのばっか食べてたらどろどろ血になる」

　テレビの健康番組で「どろどろ血からやがて血けつ栓せんができ、脳のう梗こう塞そくや脳のう溢いつ血けつといった重い病気を引き起こす」との解説を聞いたことがある。まだ若さ溢あふれる男子高校生とはいえ、この食生活を続けるのは健康上よろしくないはずだ。

　そんなの分かってるけど──坂さか木き志し真まは手元を見てため息をついた。

　右手にスーパーで買った弁当、からあげ、おにぎり。左手に紙パックのオレンジジュース。そのパッケージにはオレンジの写真がプリントされている。この果物の画えが写真ではなくデフォルメされたイラストになると、果か汁じゆう５パーセント未満や無果汁ということらしい。

「リアル写真でも果汁10パーセント……こんなのちっちゃい子に飲ませていいのか？」

「しまー、ちょーだい」

　紙パックのジュースを催さい促そくしているのは、志真の姉・坂木夏か南なんの息子むすこである四歳の天だ。

　十七歳の志真と違ちがい、まだ幼い甥おいっ子は欲よく望ぼうのまま生きている。志真が麦茶をさして「こっちなら虫歯にならないよ」なんて理性的なアドバイスをしても、おまけでついている『ようかいマン』シールがだめ押しになり、その小さなハートにはちっとも響ひびかなかった。

「飲むぅー」

　つま先立ちで両手をめいっぱい伸のばしてくる姿を見ると、「あーもう、かわいいなぁ」と志真の心の鬼おにはあっという間に負けてしまう。戦隊ヒーローだったら最弱だ。

　紙パックにストローをさしてやり、「ぎゅって持ったらだめだよ」と手て渡わたすと、天は即そく座ざにちゅーちゅーとオレンジジュースを吸ってごくんとして、「ぷはぁ～」と声を上げた。ビールを飲んだときの夏南の真似をしているらしい。

　まぁいっか、と笑えみをこぼし、志真は横長のベンチに腰こし掛かけた。「天ちゃんもここに座って」と隣となりをさすと、むっちりお尻しりをちょんとのせる。志真は天の腋わきに手を入れて抱かかえ、深く座らせてやった。

　五月下げ旬じゆん、心地ここちよい気候の土曜正午過ぎの公園には、志真たちと同じようにベンチで弁当を広げている親子の姿がちらほら見える。でもみんなはママお手製の弁当だ。

「天ちゃん、あんまりよそ見してたら落とすよ」

　ぽかんと口を開けたまま、隣のベンチのカラフルな弁当に気を取られていた天がはっとして、ツナマヨネーズのおにぎりにかじりつく。追加で買ったからあげ、弁当に入っていただし巻き玉子とケチャップ味のスパゲティーも天に食べさせた。

「なんかさ、こんなのばっかで飽あきるよな。冷たいし。味濃こいし。金かかるし」

　志真に調子を合わせて「だね～」と大人びた返事をする天に、ちょっと笑ってしまう。

「天ちゃん、グラタンとかオムライスとか食べたいよな？」

「でもこれもまーまーおいしいよ？　ママが作るごはんには負けるけどねっ」

　からあげをむしゃむしゃ食べながら力強く言い切る姿は勇ましい。

「俺が料理できたらいいんだけどさ……。夏南が作るからあげっていくつかレパートリーがあって、どれもマジでおいしかったもんな」

　夏南は潑はつ剌らつとした話し方と雰ふん囲い気きで奔ほん放ぽうそうに見られがちだけれど、手が込んだものも厭いとわず作る料理好きだった。オーソドックスなからあげはもちろん、油ユー淋リン鶏チー風だったり、レモン風味の醬しよう油ゆだれ、胡ご麻ま塩しおだれの味付けなどなど。子どもが喜ぶように盛り付けも工く夫ふうしていた。

「ママのからあげ食べたぁい。てんちゃんはね、玉子の白いやつかけるのが好きー」

「スイートピクルスが入ったタルタルソースのやつな。あ～、食べたい！」

　思い出話に花が咲さく。五月の陽気な風に吹ふかれて目を閉じれば、夏南の笑顔が瞼まぶたの裏に浮うかんだ。だけどもう二度と見られない。会いたくても、会えない。

「てんちゃんがね、ママにおてがみ書いてあげるよ。ママのからあげ食べたいって書くよ」

　そう言ってにっと笑う天に志真は胸をずきんとさせながら、明るく「うん」と頷うなずいた。

　天がいつも赤いポストに入れるその手紙は、どこにも届かない。でも、いつかそれを天が理解する日までは、切手を貼はって出してやろうと思う。

「本当に大切なものは、目に見えない……」

　空を仰あおげばそのずっと上の方から、夏南が見守ってくれている気がする。あたたかく優やさしいまなざしで、天と志真に「だいじょうぶよ」と微笑ほほえんでいるはずだ。

　夏南は三カ月前に、まだ幼い天を残してこの世を去った。

　二十六歳という若さで人が病気で死ぬなんて、志真は思いもしなかった。しかし若かったはずの天の父親もまた、天が産まれる前に亡なくなっているというし、志真自身も小学四年生のときに両親を交通事故でいっぺんに失っている。だからあり得ないことではなかったのに、あまりにも身近な人の死はなぜか、何度経験してもまったく想像できないものだった。

　ときどき考える。不幸の星が、また不幸の星を呼び寄せたのだろうか、と。

　負の連れん鎖さがあるなら、この先いったいどこまで繫つながっているのか。目に見えない鎖くさりが自分の足首にも絡からまっていたら……などと想像するから、夢見が悪い日もある。

　──不安は不安を呼ぶんだ。楽しいこと考えなきゃ。

　親もきょうだいもいないという似た境きよう遇ぐうの天とふたりで、身を寄せ合って生きていかなければならないのだから。

　とはいえ、志真の両親が遺のこしてくれたお金があるから困こん窮きゆうを嘆なげくほどではないし、いざとなれば助けてくれる親しん戚せきもいる。だから天を児じ童どう養よう護ご施し設せつに預けずに可能な限り自分で面めん倒どうをみたいと志真のほうから懇こん望もうした。

　だって、天がまだミルクを飲んでいるころから傍でずっと見てきたのだ。夏南が作った離り乳にゆう食しよくを志真がスプーンでひと口ずつ、天に食べさせた。志真がおむつを替かえることもあったし、ベビーカーを押して歩くこともあった。童どう謡ようをうたってあげたり、お風ふ呂ろで十までの数を教えたりした。年の離はなれた弟の面倒をみるような気持ちで、姉とふたりで天を育ててきたのだ。

　それに志真自身ひとりぼっちになりたくなかったし、母親の死を理解しきれていない幼い天をひとりにしたくなかった。残された者同士が身を寄せ合うためだけじゃなく、こうして護まもるべき存在が身近にいることで、自分ひとりでいるよりむしろがんばれるとも考えた。実際、明るく無む邪じや気きな天に助けられ、あのとき離れず傍にいてよかったと心から思う。

「天ちゃん。今から暇ひまだし、これ食べたら『ようかいマン』ショップに行ってみる？」

「行くーっ！」

　元気よく手を挙げて残りのおにぎりを急いで食べ始めた天に、志真は「ようかいマンは逃にげないからゆっくり食べて」と笑った。







　弁当を食べていた公園を出て、『ようかいマン』ショップが期間限定でオープンしているという渋しぶ谷やへ。親子連れの熱気溢れる店内を小一時間ほど見て回り、キャラクターカードを一袋ふくろだけ天に買ってやった。

「店の中、暑かったなー」

　新しん陳ちん代たい謝しやが活発な天は頭から汗あせをかいている。歩道の脇わきに立ちどまり、ハンドタオルで拭ぬぐってやって、志真も制服のシャツの襟えり元もとを摘つまんでぱたぱたと扇あおいだ。

　横にあったショーウィンドウを鏡代わりに、乱れたショートヘアーの前まえ髪がみやサイドを手ぐしで軽く整えた。伸びっぱなしで、いいかげんどうにかしたいなと思う。その顔を天が懸けん命めいに下から覗のぞこうとしていて、志真は思わず笑った。

「しま、かっこいいよー。おめめはぱっちりだしー、お口もお鼻も、えっとね、素す敵てきー」

「ほんと？　かっこいいなんて言ってくれんの、天ちゃんだけだよ」

　同級生の友だちからはいつも「かーわいいなぁ」と愛あい玩がん動物を愛めでるがごとく髪かみや顔を撫なでまわされ、通学電車の中でそれをやられた日には女子高生にクスクス笑いされて恥はずかしい思いをしている。

　志真は天と手を繫いで道どう玄げん坂ざかを歩いた。同じクラスの友だちが松しよう濤とうに住んでいて、『暇だったらうちに来いよ』と誘さそってくれたのでそっちへ向かうつもりだ。

　スキップを始めた天のぴょこぴょこと跳はねる頭に、若葉色の街路樹から落ちる春の木こ漏もれ日が水玉模様を描えがいている。

「天ちゃん違う違う。それスキップじゃない。こうやってー、こうやって……」

　今日の午前中に天が通っている保育園で行われた家族参観で、天はスキップがうまくできなかった。実際やってみると、小さな子に教えるのは意外とむずかしい。

　志真が足の運び方をレクチャーしていると、天が急に立ちどまった。

「パパっ！」

　そう叫さけんで天が指をさした先は、ガラス張りの外観とコンクリート打ちっ放しの内装がクールな料理教室だ。志真たちがいる歩道のすぐ脇に立つ建物で、階段を数段上がったところが入り口になっている。

「しまっ、ほら、あそこっ！」

　天に言われるまま建物に近寄り端はしのほうから中を覗くと、中央に備え付けられた白いアイランドキッチンの周りを、男性がひとりと、女性が十人ほどで囲んでいた。

「えっ……？」

　白シャツにカフェエプロンが似合っている男性がこの料理教室の先生のようで、天とともに志真も彼に目を奪うばわれた。

　百八十センチくらいはありそうな上背で華はなやかな雰囲気があり、整った顔立ちに似合うアップバングは清潔感もある。男性がひとりだからというだけでなく、集団の中にいてもぱっと目を惹ひく容姿以上に志真を驚おどろかせたのは、彼が天の父親──居間の仏ぶつ壇だんにある遺い影えいの人物にとても似ていたからだ。

　天は仏壇に「おはよう」「おやすみ」のあいさつを欠かさない。物心ついたころからそこにあるパパの遺影を見て育ったのだ。

　天もその人に釘くぎ付づけで、「パパ」と繰くり返した。

　しかし、そんなはずはない。夏南から「天の父親は天が産まれる前に仕事中の事故で亡くなった」と聞いている。

「天ちゃん、あの人はパパじゃないよ」

「パパ！　あれパパー！」

「ちょっと天ちゃん、しーっ」

　手で天の口を塞ふさいでひとまず静かにさせつつも、志真も気になって横目で確かく認にんした。

　目鼻立ちは割合にはっきりしているけれど濃こいわけじゃなく、かといって地味でもない。志真は遺影を見て、朝の連ドラに出てきそうな美男だな、と思っていた。

　どこかの川かわ縁べりで撮とられた写真は、彼の穏おだやかで柔やわらかな笑え顔がおが淡あわいクリーム色の陽ひの光に溶とけそうで。亡くなったと聞かされたからか儚はかなげにも感じられた。

　今、志真の視線の先にいる料理教室の先生は、ときおり笑みを浮かべ、生徒ひとりひとりの目を見つめて話している。そんな彼に女性たちはみなうっとりと心しん酔すいしているようだ。

「……たしかに、まぁ……顔は似てるけど……」

　彼が手元の包丁に落としていた目線をちらりと上げただけで、まるで胸を射られたみたいに瞬まばたいている女性もいれば、顔を見合わせて嬉うれしそうに微笑みあう人たちもいる。

　野菜の水を切る、高い位置に置いてある調理器具を取る、調味料を振ふりかける──その動作がいちいちパフォーマンス的で、女性たちはときに「きゃあ」とはしゃいだ声を上げ、純じゆん粋すいに料理を習っているというより、料理をするイケメン鑑かん賞しよう会といった様相だ。

　動いている人物をじっと見ていると今度は、それほど似てない、と思えてくる。爽さわやかな連ドラ俳優のイメージとはちょっと違ちがって、ハーレムで女性をはべらせているように映るからだろうか。

「あの先生も、この料理教室も、なんか……。天ちゃんのパパはあんな人じゃないって」

　幼い天の手前、言葉は濁にごしたものの「うさんくさい」と思ったからつい、あんな人じゃない、なんて言い方をしてしまった。

　天の父親、つまり夏南の夫に志真は一度も会ったことがない。夏南はしばらく会わない間に妊にん娠しん、出産、そして夫と死に別れていたからだ。

　両親が交通事故で亡くなった当時まだ小学四年生だった志真は親戚に引き取られたが、十九歳だった夏南は負担をかけまいとして独り暮らしを始めた。「ふたりで暮らせるようにお金を貯ためて、志真を迎むかえに来るからね」と約束をして。

　志真は親戚の家で六年生まですごし、その二年ちょっとの間に天が生まれていた。夏南とは電話やメールでときどき連れん絡らくを取りあっていたものの、妊娠の報告もなくいきなりできた『甥おいっ子』、乳ち飲のみ子の天を目の前にして志真としても当時はかなり面めん食くらった。今は、年の離れた弟みたいな気持ちで天をかわいがっているが。

　志真の中学進学を機に親戚の家を出て夏南たちと三人で暮らすことになり、そこで天の父親だという遺影の写真をたった一枚見ただけだ。

　夏南が「彼のことを思い出すとつらいから」とあまり話したがらなかったので、どんな人物だったのかなどあまり詳くわしく聞いていない。だから志真は、『穏やかで優やさしそうな人』と天の父親像に勝手なイメージを持っていて、「あんなチャラくない」と感じるのだ。

　志真に違うと言われても、天はガラスの向こうに立つその人を目で追っている。志真が「もう行こう」と天の手を引っ張るけれど、天の足がなかなか進まない。

「天ちゃんもパパは写真でしか見たことないもんな」

　他人の空似。だけど頭でそう否定しつつ志真も天と同様に、なんだか後ろ髪がみを引かれた。

　彼が少し横へ移動して、それまで見えていた顔の向きが変わる。

　志真は「あっ」と小さく声を上げた。

　左の頰ほお骨ぼねのいちばん高い位置に、ほくろがふたつ並んでいる。遺影と同じだ。

「──……」

　身体的特とく徴ちようが一いつ致ちした途と端たん、やっぱりすごく似ているような気がしてきた。見み間ま違ちがいかと思って、もう一度建物の端のほうから穴が開くほど凝ぎよう視しする。

「兄弟……双ふた子ごとか……いや、違うな」

　夏南は「ご両親を事故で亡なくされて、ほかに身寄りのない人だった」と言っていた。珍めずらしくそう話してくれたとき、同じ境きよう遇ぐうの者同士で分かり合えることが多かったのかも、と志真なりに察したから覚えている。

　でも、あまりつきあいのない遠い親しん戚せき、互たがいを知らないままの腹はら違ちがいの兄弟かもしれない。世の中には自分にそっくりな人が三人いるなんていう俗ぞく説せつまで頭に浮うかぶ。

　とにかく天の父親であるはずがない。しかしほくろの位置や数まで同じとは、奇き跡せきの確率じゃないだろうか。

「パパー……」

「天ちゃんのパパの名前……たしか、夏南は『ヨウくん』って言ってたよな？」

　天は志真の問いかけもぜんぜん耳に入らない様子だ。

　名字も、その名前の漢字も分からない。手がかりはバストアップ写真しかなくて、背せ丈たけも不明。ほかに知っているのは、夏南と同じ年ねん齢れいだったということくらい。

　料理教室の先生の名前がどこかに表示されていないか探して建物入り口まで戻もどると、案内板の下のラックに二つ折りのちらしがあった。おもてと裏、中を開いてみる。

　右端の下に先生の簡単なプロフィールが記き載さいされていた。

「……ヨウ……二十六歳……」

　名字がないし、あえてカタカナ表記にしてるのかもしれないが、年齢も合う。同時に、胸がいやな強さでどくどくと鳴りはじめた。

　気のせいでもただ似ているだけでもなく、彼は天の父親じゃないのだろうか。

「しまー？」

「ごめん天ちゃん、ちょっと待ってね、考えさせて」

　頭の中を整理しよう。

　ただの偶ぐう然ぜん、という可能性はまだ残っている。だけど、こんなにいくつもの事こと柄がらが一致するなんて、そうそうあるだろうか。

　じゃあ、天の父親は本当は死んでなくて、生きているとしたら。

　子どもを認知してもらえない事情──たとえば不ふ倫りんとか、もう決まっている相手がほかにいて、夏南は結果的に捨てられたから「死んだ」と偽いつわった、とかだ。詐さ欺ぎまがい、もしくは夏南とはただの遊びで、あっちに結けつ婚こんする気が毛頭なかったから捨てられ……。

「……だめだ……騙だまされた、裏切られた、捨てられた方向にしかいかない」

　子どもに対して「お父さんは死んだ」と偽ったほうがマシだとすると、どれだけひどい人間だったのか、という結論に行きつく。

　死んだと偽るのもしかたないと納なつ得とくできるような、抜ぬき差しならない事情があったのかもしれない。でも。

「ないよ……後ろめたいとか、夏南と天ちゃんを幸せにできない何かがあったとしか思えない」

　志真はもう一度、料理教室の中をそっと覗のぞいた。

　こんなふうに建物の端のほうから垣かい間ま見みただけ。彼の内面なんて分からない。でもチャラ男とまではいかないけれど、自分自身がレベルの高いイイ男で、女性たちからちやほやされていると分かっているのが透すけて見えるあのふるまいから、相当な遊び人に思えてしかたない。

　夏南は天のために、「あなたのパパはひどい男なのよ」とは話したくなかったから、死んだことにしたのではないだろうか。

　でもこれもすべて憶おく測そくでしかない。彼は夏南と天とは無関係の人物かもしれないのだ。

「……天ちゃん……あの人に、直接訊きいて確認してみようか」

　このままここから去っても、きっともやもやしてしまう。確認したくなる。もし違っていたら「人違いでした！」で逃にげればいいのだ。







　料理教室が終わるのを待つ間に、遊ぶ約束をしていた松濤の友だちに「行けなくなった」とお詫わびの連絡をした。

　天に菓か子しを食べさせながら、隣となりのビルの陰かげに潜ひそんで待つこと一時間余り。生徒の女性たちが帰ったあと、料理教室から最後に出てきた黒くろ縁ぶちめがねの男を見て、この建物の管理人？　事務の人？　あのイケメン先生のほかにも男性がいたのかなと思った。

　男は出入り口になっているドアの前に屈かがみ、施せ錠じようして立ち上がると、大きなため息をついて数段ある階段をややダルそうに下りてくる。

　オーバーサイズのキナリのＴシャツ、裾すそをロールアップさせた麻あさのパンツに、足もとは履はきつぶされたサンダル。寝ね起おきで近所のコンビニに行ってきます、というような、だいぶくたびれたかんじだ。

　志真は啞あ然ぜんとした。黒縁めがねをかけているけれど、ふたつ並んだほくろが見えたからだ。

　ぴしっと清潔感のあるアップバングはどこへ行った、と訊きたくなるほどの、ノーブローのぼさぼさヘアー。さっきまでパリッとした白シャツでキラキラオーラを放っていた料理教室の先生ととても同一人物には思えないが、このもっさりした男性はヨウということになる。

「まさかの三つ子ってことはないよな。それか……変装……？」

　アイドルばりにモテすぎて、追われるのは面めん倒どうくさいからわざとイケてないふうを装っているとか。

　あまりにも風ふう貌ぼうが変わり果てているせいで声をかけられないでいると、ヨウはさっさと道路を横切って反対の歩道へ行ってしまう。

　それまでスナック菓子に夢中だった天の手を引いて立ち上がらせた。

「天ちゃん、追いかけよう」

「らじゃ！」

　小走りであとを追う。探たん偵てい気分の天は目をぱっちりと開いた真しん剣けんな顔つきだ。

「あの人、やっぱりてんちゃんのパパ？」

「いや、まだ分かんない。ていうか歩くの速っ」

　急いでいるのだろうか。早足の男は、道玄坂のラブホテル街とおぼしき小道に入っていく。

　こんなところを歩いたこともない純じゆん朴ぼくな志真は足がとまった。小さな子を連れて通るのは憚はばかられるけれど、見失うわけにいかない。

　志真は意を決し、天を抱だっこしてひたすら追いかけた。

　細い路地を抜けて大通りに出ると、百貨店の脇わき道みちへ。身長百センチ、十五キログラムの天を抱かかえて、さらに四ブロックほど進めば男子高校生といえどもへとへとになる。

『奥おく渋しぶ』とプリントされた黄色のフラッグが通りの先のほうまではためくのが目についた。

　奥渋谷は若者で賑にぎわう渋谷の中心部から少し離はなれており、落ち着いた雰ふん囲い気きのカフェやショップが軒のきを連ねている。この辺りは宇う田だ川がわ町、松濤、神かみ山やま町のちょうど町境だ。

　蔦つたが這はう二階建ての古い家屋の前で男がようやくとまり、志真は抱いていた天をやっと地面に下ろした。傍そばの街区表示板は『渋谷区神山』となっている。

　道みち幅はばが広めの一方通行で、周囲にはパン屋、開いていない様子の商店、洒落しやれたマンションもある。夕方からの営業となる寿す司し店のシャッターにそぐわないスプレーのグラフィティー。渋谷っぽい雑多な雰囲気に気を取られていたら、男が解かい錠じようして家屋に入っていった。

「……カフェ……？」

　遠目からだけど、立て看板が見える。パンケーキっぽい絵がチョークで描えがかれているようだ。

　十字路の角にあるので、店の入り口とは別の壁かべ側から中の様子を覗こうとするけれど、蔦に阻はばまれてよく見えない。結局入り口側に回った。

　立て看板には『ＨｏｔＣａｋｅ』と書かれてあり、端はじっこに雑誌の切り抜きらしいものが貼はり付けてある。そちらは写真付きだ。

「『古民家風カフェ・月耀』……げつ、よう？」

　月曜日の月曜と一いつ瞬しゆん読み間ま違ちがった。

　料理教室の先生がカフェを経営──それがよくあることなのか志真には分からない。別人と入れ替かわったのかというほど変へん貌ぼうした謎なぞ多き人の様子も気になるところだ。

「パンケーキじゃなくてホットケーキなの……どう違う……」

　ふと天を見ると今にもよだれを垂らしそうな顔で、ホットケーキの写真に目を奪うばわれている。

　艶つややかなメープルシロップがホットケーキの天てつ辺ぺんからふんわりと厚みのある断面に滴したたり、バターがとろりと溶とけだす様は、志真から見ても垂すい涎ぜんもののビジュアルだ。

「……天ちゃん？」

　ごくっと大きく喉のどを鳴らし、そっと志真を見つめる目が「おいしそう……」と泣きそうに潤うるんでいる。

　そういえば夏南が亡なくなってから、市し販はんの菓子を食べさせても、手作りの菓子類は与あたえたことがない。志真が普ふ通つうの料理すらまともに作れないのだから当然だ。

　夏南は日常の料理はもちろん、お菓子もまめに手作りしていた。幼い天のために甘さ控ひかえめのクッキーやバナナのパウンドケーキ、夏には果物が入ったババロアやゼリーを作ったり、くまさんの型でホットケーキもよく焼いていた。

「……天ちゃん、ホットケーキ食べたい？」

　志真が訊くと天は、ううん、と首を横に振ふる。でもその目はホットケーキに釘くぎ付づけだ。

「ようかいマンのカード買ったし。おかしも食べたし……」

　さっき食べたスナック菓子なんて小こ袋ぶくろで大した量じゃない。日ひ頃ごろ、あまり無む駄だ遣づかいできないと志真が言うから、きっと遠えん慮りよしているのだ。

　天は「いらないよ」と言いながら、ぎゅっと志真のズボンのポケットを摑つかんでいる。

　本当は食べたいのを無理しているのは明らかで、だからこそ志真はとてつもなく胸が痛んだ。こんな小さな子どもなのに、「わがままを言っちゃいけない」と、自分が我が慢まんさせてしまっている──そう思うとますます切なくなる。

「あ～俺は食べたいなぁ。天ちゃん、仲良く半分こする？」

　天は、ぱあぁっと表情を明るくして「するっ！」と元気に右手を挙げた。







　意を決して店内に入ると、店主となった彼はカウンター席と対面の厨ちゆう房ぼうにいた。

　あとをつけたことに気付かれていないようで、「お好きな席に……広いほうにどうぞ」と愛あい想そがいいとはいえないトーンの声だけで案内される。五人ほど座れるカウンター席と、テーブルは四人にん掛がけが四つ、二人掛けがひとつだ。

「子ども用クッションはうしろの荷物置きのところに」

　見み渡わたしていたので、子ども用の椅い子すを探しているのだろうと気を利きかせてくれたのかもしれない。志真は「ありがとうございます」とおずおずと会え釈しやくした。

　厨房が見える四人掛けのテーブルにして、クッションで嵩かさ上あげした椅子に天を座らせる。

　壁かべ掛かけの時計を見ると十五時過ぎだ。志真たち以外に客はいない。アルバイトなどのほかの店員もいないようだ。

　もともと漢方薬局だったのを改装し、古民家風カフェとして営業。オープンは十一時、クローズは十九時──とメニューに書かれている。そこに括かつ弧こ書きで「営業時間中に数時間クローズすることがありますので、ツイッターでご確かく認にんください」と添そえてあった。つまりあの料理教室で先生をしている間、このカフェを閉めているのだろう。

　カウンターと厨房の間に黒格ごう子しの仕切り棚だながあり、そこに皿や器うつわ、カップなどが並ぶ。黒茶の梁はりや柱は存在感があり、重くて渋い色が目につくが、床ゆか板いたが明るい飴あめ色いろだから落ち着いた空間に感じた。会話を邪じや魔ましない程度に音を絞しぼったジャズが流れていて、こんな『大人の隠かくれ家』と表現されるようなカフェに志真ははじめて入った。

　高校の友だちと行くのはいつもファストフード店で、注文するのはソフトドリンク。喫きつ茶さ店てんやカフェの本格的なブラックコーヒーはあとからミルクを注いでも苦く感じる。

　天には「お店の中では、パパ、って呼んじゃだめ」というミッションを与えておいた。

　志真たちがいる席に彼がオーダーを取りに来るのが見えて、志真は咄とつ嗟さに目線をテーブルに落とした。いまさらのようにどきどきどきと胸が高鳴る。

「お決まりでしょうか」

　落ち着いた大人の声だ。間近で鼓こ膜まくを擽くすぐる声に、心しん拍ぱく数すうがさらに上がる。

「あの、ホットケーキを。おもての看板の、ちらしの写真に載のってたやつ」

　言いながら志真が表情を窺うかがうと、彼は天に目を向けていて、両方の口角を少し引き上げる笑い方をした。見み逃のがしてしまいそうなほどほんの一瞬のことだ。

　彼が天に気付いたのかとどきっとしたものの、それ以上の反応はなく、すぐに目線は志真のほうへ向けられた。目が合った途と端たんに、あとをつけてきた気まずさで志真のほうから逸そらす。

　髪かみ形がたも服装も雰囲気も最初に見たときとぜんぜん違う。本当にあの料理教室で見たイケメン先生なのかとさっきまで疑問をいだいていたけれど、うっすら浮うかんだ笑えみを見て、やっぱり同一人物だと感じた。

「ホットケーキは焼き上がりに二十分ほどかかりますが。クッキーならすぐにお出しできます」

　低い声で極きわめてローテンション。でも小さな子どもが一いつ緒しよだから広めの席に案内されたり、いろいろと気を遣つかってくれている、というのはなんとなく伝わる。

　天が「ホットケーキ！」と声を上げたので、「待てます。ひとつ、お願いします。ここで分けるので取り皿も」と志真が付け加えた。

　彼が厨房に戻もどると、新たに男性客がカウンター席に、そして女性ふたり組が二人掛けテーブルに座った。

　メニューに書いてあったツイッターのアカウントにスマホでアクセスしてみると、『戻りました。オープンしてます』とツイートされている。見ればそのひとつ前も、もうひとつ前も『戻りました。オープンしてます』とコピペみたいなツイート。もっとホットケーキの写真とか店内の様子とかアップすればいいのにと、お節せつ介かいなことを考えてしまうくらいそっけない。

　しかし、ツイートして間もなく客がやってきているし、とびきり繁はん昌じようしているふうでもないけど閑かん古こ鳥どりが鳴いているかんじでもなさそうだ。

「しまー、買ったカード見てもいーい？」

「えっ、あ、ごめん。いいよ」

　ツイッターにもカフェのメニューのどこにも、あの料理教室について書かれていない……と、つい詮せん索さくするのに夢中になって天のことを忘れていた。

　スマホはテーブルに伏ふせ、天が買った『ようかいマン』カードのキャラクター解説につきあってやる。

「しま、見て！　キラキラのカード！」

「やったな。レアじゃん」

　天は「レアー」と満面の笑みだ。四歳の天はカードゲームをするのはまだ難しく、バトルポイントの数字が大きいほうが勝ち、という簡単な独自ルールで日頃遊んでいる。

　だいぶ経たって、やっとお待ちかねのホットケーキが運ばれてきた。

　天は「うわぁ～っ」と喜びの声を上げ、一方志真は「えっ？」と困こん惑わくした。

　本来なら二段重ねのホットケーキが、一段ずつ、ふたつの皿に分けて盛られていたからだ。しかも天のほうは、耳に見立てた小さな丸がふたつくっついた、くまさんの顔のかたちになっている。　>>>♥

「分けると言われてたので」

　厚みがあるホットケーキを取り分ける手間を考えてくれたのだろうか。お好みでどうぞ、と添えられたメープルシロップのポット、バターもちゃんと二きれ。よくあることなのか分からないけれど、こういうサービスははじめてだ。

「くまさん！　ママもくまさんのにしてくれるよっ。くまさんのフライパン！」

　興奮で声が大きくなり、彼に無む邪じや気きに喋しやべりかける天に「しー」と合図をする。

「あの……ありがとうございます」

　志真がおっかなびっくりで礼を言うと、ヨウは透とう明めいアクリルの筒つつに伝票を入れ、終始同じテンションで「ごゆっくり」と踵きびすを返した。あまりのそっけなさで、特別に優やさしくしているわけじゃない、とちょっと突つき放された感すらある。

　志真は気を取り直して、ホットケーキに気を向けた。

　焼き色が絶ぜつ妙みような天辺をフォークで押さえナイフを入れると、メープルシロップがふかふかの生き地じにじゅわりと染しみて、バターが琥こ珀はく色いろと絡からまりながら断面に滴る。そのビジュアルと立ち上がる香かおりだけで口内は唾だ液えきがいっぱいだ。食べやすい大きさに切ってやる間、天も半開きの口からよだれを垂らしそうになっていた。

　ふたりで一緒に「いただきまーす」と手を合わせて、さっそくひとくち食べる。生地は空気をたっぷり含ふくんでいるだけじゃなく、嚙かむともっちり感もあって、メープルとバターの香りが優しく広がった。

「何これ、めっちゃおいしい……。天ちゃん、ゆっくり食べな」

「お～いしーねー。ねーっ」

　嬉うれしそうにそう言って口を大きく開けてまたぱくり。天はほっぺたが落っこちそう、とばかりに頰ほおを押さえている。

　天の食しよく欲よくを満たすためだけじゃなく何をするためにこのカフェに入ったのか当初の目的をすっかり忘れ、ふたりともあっという間に食べ終わってしまった。

「ホットケーキ、毎日食べたぁい」

　よほどおいしかったのだろう。幸せな気分で満たされて、天の素す直なおな思いが口に出たようだ。

　だけどこれからもきっと、たくさん我慢をさせてしまう。

「あれが欲しい」「あれが食べたい」「いやだ」──そんなわがままを、夏南が亡なくなってから天は一度も言っていない。それにあらためて思い返してみると「寂さみしい」とすら口に出していない。けれど、それはイコール「平気」ということではないはずだ。もともと周囲を困らせる言動が目立つ子ではないが、小さいながらも現状や志真のたいへんさを感じ取っていたのだろう。

　頼たよりになる大人、父親が傍そばにいてくれたら、天も素直に甘えられるだろうか、とふと考える。

　彼が天の本当の父親なら、今の状じよう況きようを知れば相談くらいのってくれるんじゃないか──そんな淡あわい期待が頭をよぎるが、期待したところでこちらが傷つくだけかもしれないという不安感のほうが強い。料理教室での軟なん派ぱな雰ふん囲い気きの彼も、今のどこか冷たいかんじがする彼も、どちらにしても「面めん倒どうなことに巻き込まれた」と顔に出しそうだからだ。

　──天の父親かどうか確認して、そのあとは……？

　想像どおり「死んだことにした」のなら、認めない可能性もある。しかしここまで追いかけて来て、訊たずねもしないで帰りたくない。「知らない」と彼が言うなら本当に知らないのかもしれないし、認めてくれない場合も、今志真の胸の中にある疑問がなかったことになるだけだ。

　志真は天のほうに身をのりだしてひそひそと話した。

「レジで、あの人にまず、夏南を知ってるか訊きいてみようと思う。天ちゃんは、しーっ、ね」

「次のみっしょんね！　らじゃ！」

　眸ひとみを輝かせている天の頭をよしよしと撫なでて、志真は決意とともに力強く頷うなずいた。

　ところがレジで支し払はらいをする段階になって、志真はざあっと青ざめた。財さい布ふがないのだ。

「えっ、わ、ちょ、ちょっと待ってください」

　リュックの中、制服のポケット、どこを探しても何度漁あさっても出てこない。そこでようやく思い出した。料理教室が終わるのを待つとき、すぐ近くのコンビニで天のためにお菓か子しを買ったのだ。その支払いをした直後に天が「おしっこもれるぅ！」と言いだし、財布を手に持ったままトイレに一緒に入って……。

「……トイレの棚……」

　思い出して顔を上げると、ヨウに探さぐるような目つきでじっと見られていた。

　冷や汗あせをかき、胸がいやな強さで軋きしめく。

　志真が「財布を、置き忘れて」と告げると、ふう、とため息をつかれた。

「……ようするに、無銭飲食？」

　低い声で問われて、慌あわてて首を横に振ふる。もう彼にこちらの疑問をぶつけるどころじゃない。

「そんなつもりは」

　ほかの客がいるからどちらも小声だけど、カウンター席の男性の目線がこちらに向くのを感じる。

「……目立つから、外出て」

　これ以上ないほど血の気が引いた。

　学校に連れん絡らく？　警察に通報？

　不安そうな天の手を引いて、彼のあとについて店の外に出る。

　学校も警察も勘かん弁べんしてほしい。ふたりでちゃんと生活できていない、任せられないと大人たちに判断されるようなことになったら、こんな小さな子どもの世話をしながら高校生がまともに生活を続けていけるわけがないだろう、と言われてしまう。そうなれば、唯ゆい一いつ血の繫つながりがある天と引き離はなされ、幼い天は児じ童どう養よう護ご施し設せつに預けられるか里子に出されるかもしれない。

「あ、のっ……すみません。財布、コンビニのトイレに置き忘れてきたんです」

「いつ、どこのコンビニ」

　黒くろ縁ぶちめがねの奥の冷たい目。腕うで組ぐみした不ふ機き嫌げん顔で低い声。上から見下ろされれば威い圧あつ的でもある。

「ど、道玄坂の……ここに来る前」

「道玄坂？」

　彼の眉み間けんにきつく皺しわが寄っている。料理教室からつけて来たのがバレただろうか──志真は身を竦すくめた。思わずぎゅっと天の手を握にぎってしまい、「しまー、いたいよぅ」と天がもがく。それを見た男がますます顔を顰しかめた。

「とにかく……親おや御ごさんに電話して」

　俯うつむいて志真がぶるぶると首を振ると、「それじゃうちも困るんだけどな……」と困惑の声で返される。

「ごめんなさい。コンビニに探しに行っていいですか」

　しかし彼からしたら、それは逃にげるための口実でしかないだろう。

「じゃあ、そのコンビニに電話してみたら。店員さんが預かってくれてるかもしれないし」

「あ……はい」

　彼に言われたとおりスマホで調べて電話をかけ、確かく認にんするのに五分ほどかかった。

「……落とし物の届けもないし、トイレにもなかった、って……」

　肩かたを落としてそう報告すると、彼は口を引き結んで黙もくしている。結局、「なくしたなんて噓うそなんじゃないか」という疑ぎ惑わくを膨ふくらませただけ──と思ったけれど、それは少し違ちがっていた。

「クレジットカードとか、そのなくした財布の中に貴重品は？」

　予想外に気き遣づかわれている。なくしたというのを信じてくれたのだろうか。少しほっとした気持ちで、志真は「現金だけ……三千円くらい」と答えた。

「代金払ってくれる友だちでもいいから、呼んで。とにかくこのまま『そうですか』って帰すわけにいかないんだよ。こんな小さな子連れて……兄弟？　親呼ぶほうがいいと思うけどな」

　店主としての彼の言い分はもっともだ。しかし追つい及きゆうしつつも、彼がさきほどから天のことを気にしているのが分かった。

「……天ちゃんは、……甥おいっ子です」

「じゃあ、その子の親御さんとか」

「…………」

　切り札を出す瞬しゆん間かん、どくどくどく、と胸が尋じん常じようじゃない速さで脈を打っている。

「坂木夏南を、知ってますか」

　男の目がひときわ大きく見開かれたとき、志真の疑ぎ惑わくはほぼ確信になった。

「夏南……。えっ？」

「天ちゃんは、俺の姉……夏南の子どもです」

　今度は息を吞のみ、言葉をなくしている。志真の顔を見て、天を見下ろし、瞬まばたいている。

「え……と……どういうことかな」

　事態を吞み込めずに、彼の態度は志真の目にうろたえているように映った。つまり、彼の意志で、死んだことにしていたからじゃないだろうか。

「夏南を知ってるんですよね。知ってるっていうか……あなたは天の父親なんだ。違いますか？　家に遺い影えいがあって、それにあなたが写ってるんです」

「ちっ……父親……。ちょっと待てよ。……夏南は？」

　都合が悪い問いを投げられて質問返し。ますます言葉の勢いが弱まっていく。

　狼ろう狽ばいする男を前にして、志真は蟀谷こめかみが痛み、とてつもなく悲しい気持ちになった。

　天の父親は、姉の恋こい人びとは、想像どおり最低な男なのか。

　いったいどんな事情があって彼が正式に天の父親になってくれなかったというのだろう。それは志真が同情でき、納なつ得とくできる内容と理由だろうか。

　志真は彼の顔をまっすぐに見み据すえた。なんだか悔くやしいような、悲しいような、憤いきどおりにも似た感情がどっと溢あふれてくるのを、奥歯を嚙かみしめてこらえる。

「夏南は三カ月前に亡くなりました」

　ひと息に言うと、男はみるみるうちに蒼そう白はくになった。

「…………え、……死んだって…………」

「天を出産する前に病気が分かったらしくて……俺がそのことを知ったのは、天が産まれて一年くらい経たってからです」

　男は険しい顔つきで俯いている。いまさら「そんな人知らない」とも言えずに黙だまっているだけに見えた。

　天に聞かせたくなくて、志真は天の両耳を塞ふさいだ。

「どうしてあなたは……天の父親になってくれなかったんですか。『天の父親は死んだ』なんて噓つかなきゃならなかったんですか。どうして夏南と天を捨てたんですか」

「ちょっと待て。ほんとに」

　俺だって混乱してる、とでも言いたげで、志真は苛いら立だちながらもぐっと言葉を吞み、口を閉じた。

　つい興奮して早口になってしまった。でも、いきなり押しかけて一方的に問い詰つめたところで、いい結果にはならない。何がいい結果なのかも、分からないけれど。

　しかし投げてしまった賽さいは、もう引っ込められないのだ。ここからは彼の話も聞かなければ。勝手な思い込みとイメージで責めるわけにもいかない。

「店……今いるお客が帰ったら閉めるから。ちょっと中で、さっきの席で待ってて」

　頭を抱かかえて店内に戻もどる男の背中を苦々しい気持ちで見つめ、志真は天の手を引いた。







　◇　２　◇







　四人にん掛がけテーブルの向かいに座った彼は名めい刺しを志真の前に置き、名前と、年ねん齢れいは二十六歳、このカフェを経営してるという簡単な自己紹しよう介かいをした。

　名刺に『古民家風カフェ・月げつ耀よう　オーナー　高たか月つき耀よう』と記されている。しかし料理教室については何もコメントがない。

　志真も名前と学校名、高校二年生の十七歳だということを告げた。天は四歳で、今は保育園に通っていることも。

「食事代、払はらえなかったのはすみません。財さい布ふをコンビニに置いてきてしまったのは本当で」

　耀は「それはもういいから」と志真の言葉を遮さえぎった。

「噓なんじゃないかって、疑ってごめん。先週食い逃げされて、ちょっと過か剰じように……」

　耀に申し訳なさそうに言われて「いえ、悪いのはこっちなんで」と再度謝る。

　天は少し離れた二人掛けの席の椅い子すに座って、鼻歌まじりでお絵え描かき中だ。

　急きゆう遽きよクローズしたカフェの店内は、さきほどまで流れていた音楽も消され、水が入ったグラスを耀が木製テーブルに置く音でさえ大きく響ひびくように感じる。

「え……と、志真……くんだっけ。そもそも、どうしてここが分かったの」

「道玄坂の、料理教室で……偶ぐう然ぜん、た……高月さんを見かけて。天が先に気付いたんです。パパだって」

「えっ、じゃあ、そこからっ？」

「すみません、あとをつけるなんて……。でも、どうしても確認したくて。だって、高月さん、料理教室にいたときとぜんぜん雰ふん囲い気きが違ってて、俺もほんとにおんなじ人なのかなって分かんなくて、声をかけそびれてしまって……」

　志真はもう一度「すみません」と頭を下げた。

「ここに入ったのは、天ちゃんがホットケーキが好きで……。俺、普ふ通つうの料理もできなくて、お菓か子しとかはぜんぜん作れないから。あと……いろいろ訊ききたかったし」

　耀は最初驚おどろきはしたものの、こうなっている顚てん末まつに納得できたらしく頷うなずいている。

「遺影の写真はめがねかけてなかったけど、あれ、高月さんですよね？　死んだことにしたのは高月さんですか？　それとも夏南の意志？」

　志真の問いに、耀は俯いて蟀谷の辺りをざりざりと搔かいた。

「……ふたりで、そう決めた」

「理由、訊いていいですか」

　しかし、耀は険しい表情ですぐに答えない。しかも質問で返された。

「夏南は……なんて言ってたの」

　ずるい──と思う。先に喋しやべらせてそれに辻つじ褄つまを合わせるつもりだろうか。しかしあいにく、こちらにも明かせるほどの内容がないのだ。

「天ちゃんが産まれる前に、仕事中の事故で亡なくなった……って聞いてました。でも、知ってるのはそれくらいで。思い出すとつらいからって、夏南があんまり話したがらなくて」

　こうなった事情説明を夏南に丸投げされている耀はすっかり困った様子で、なかなか口を開かない。

「あの……言いにくい理由なんだろうなって、だいたい見当がついてるっていうか……。夏南と天と一いつ緒しよに住めない、父親になれない理由は、高月さんのほうにあったんですよね？」

　テーブルの上で組まれた左手薬指にリングは見当たらない。でも結けつ婚こん指輪をしない人もいる。

「……結婚してるんですか？　夏南とのときは、結婚してたんですか？」

　てきぱき答えてくれないので、質問をかえた。耀はそれにはすぐに首を横に振ふって答えた。

「してないし、未み婚こん」

　不ふ倫りんの可能性が消えて、幾いく分ぶんかほっとする。

「じゃあ、ほかに、夏南以外の相手がいたとか、そもそも結婚する気がなかったとか……。あ、俺、何を聞いても驚かないんで、話してほしいです」

　死んだことにしていた──その理由を知りたいだけだ。

「違ちがう……そんなんじゃなくて……」

　しかしどんなに待っても耀は明かしてくれず、ただいたずらに時間ばかりがすぎる。

　数十秒が長く感じられて焦じれったい。それでも待つしかないでいると、やがて耀が口を開いた。

「話せない」

「……え……どうして？」

　そんなひと言ですませるなんて納得できない。でも耀の顔からはさっきまでの狼狽ぶりが消え、こちらをまっすぐに見据えてくる。

「とにかく、話せない」

　言い切られた。これはあまりにも堂々とした開き直りではないのか。

「それ、保身のため？　それとも誰だれかほかの人をかばってるからですか？　俺はべつに騒さわぎ立てようと思ってここに来たわけじゃないです」

　苛立ちと焦しよう燥そうで早口になった。

　姉の恋人で、天の父親に、罪悪感や誠実さのかけらくらい見つけたいと思ってしまう。追つい及きゆうされているこの人からすれば、志真のほうが身勝手ということになるだろうか？

「どう受け取られてもかまわない。これは夏南との約束だから……ごめん」

「夏南と、話さないって決めたってこと？　……それは、天を傷つけないために？」

　耀は表情を険しくしているだけで、そうだとも違うとも返さない。

　結局、話せないのは、天を傷つけてしまう理由だからでは？　まともな内容なら話せるだろうし、誤解はときたいと思うのが普通だ。夏南との約束だなんてたんなるごまかしで、言えないような内容なのではないか。

　志真が奥歯を嚙みしめていたとき、天がお絵描きの紙を手にやってきて、耀の服をくいっと引っ張った。

「パパっ。はい、どーぞっ」

　そう言って天が差し出した紙を、なりゆきで耀が受け取る。耀は左手に持ったそれを凝ぎよう視しし、それから天のほうを見下ろした。

「てんちゃん、パパかいた」

「…………これ？　俺？」

　紙の真ん中に大きく描かれたものを耀がさすと、天は「うん！」と頷き、かわいいドヤ顔で目をキラキラさせている。

「こっちはー、ようかいマン。これはね、ようかいマンのなかまの、ざしきわらじーと、ろっくろっくび」

「ろっくろっ……？」

　耀は「え？　え？」と訊き返している。空気を読めない天が割って入った途と端たん、それまでぴりぴりとしていた場の雰囲気が変わった。

「ざしきわらじーは座ざ敷しき童わらしのおじいちゃん版で、ろっくろっくびはろくろっ首のロックシンガー版……みたいな。ようかいマンっていうアニメが保育園で流行はやってるんです」

　志真が説明すると耀は「あ……あー、そうなんだ」と理解して、天に微笑ほほえんでいる。

「お絵描きじょうずだね」

　耀から褒ほめられて、天は「まちこせんせにもほめられるよ」とにこにこしている。かと思うと今度は、じーっと耀を見上げた。耀のほうも、「ん？」と問いかける。

「ママにおてがみ書いたから、てんちゃんのおねがいきいてくれたのかなぁ」

「……お願い？」

　耀が問い返すと、天は耀の脇わき腹ばらの辺りの服を小さな手で摑つかんで離はなさず、にぎにぎした。

「天国でパパと会ったら、てんちゃんに会いにきてってゆって、って書いたの。でも、だったらママもいっしょに来ればよかったのになぁ～」

　天に悲ひ愴そう感はなく無む邪じや気きだから尚なお更さら、志真は胸がずきんと痛んだ。

　お絵描きしていた二人掛がけ席に天を再び座らせて志真が戻もどると、耀はテーブルに置いた似顔絵を見ていた。まるい顔に四角の黒くろ縁ぶちめがねが、天が描いたパパ──耀だ。

「夏南が亡くなったこと、まだちゃんと理解しきれてなくて」

　小声で耀に伝えると、耀は志真に目をやり静かに頷いた。

「……夏南が亡くなってから……今、あの子、どうしてんの」

「俺が面めん倒どう見てます」

　志真の返答に、耀はめがねの奥の目を大きくしている。

「え？　きみが？　夏南、ご両親いなかったよね。親しん戚せきの家にお世話になってるとか？」

「いいえ。俺が、ひとりで」

「……えっ？　きみが、ひとりで？　え？」

　まさかそんな、と言いたいのは分かる。志真が「そうです」と答えると、耀はしどろもどろになり「えっ、どうして？」と今日いちばんの驚きの声を上げた。

「周りの誰も、助けてくれないの？」

　──それをあなたが言います？

　眉み間けんに皺しわを寄せ、無言でちらっと目線を上げる。耀の言葉に苛いら立だったのは事実だ。

　すると志真の言わんとしていることに気付いたのか耀もはっとした顔になり、沈ちん痛つうな面おも持もちになった。

「あー……、ごめん。いやっ、でも、保育園とか、子育て支し援えんとかの行政関係が、そういうの黙だまっておかないよね」

「いちおう……都内にいる親戚を後見人ってことにしてるので」

「じゃあ、名前だけ借りてるってこと？」

　耀の問いに「まぁ、そんなかんじで」と頷いて答えた。

　親戚は都内に一家族、あと二家族は遠方だ。そちらは今、九州と四国にいて転勤族。現在どこにいるのか年賀ハガキを確かく認にんしないと答えきれない。

　都内住まいの親戚は、両親が交通事故で亡くなったときに小学生だった志真の面倒を見てくれていた母方の姉夫ふう婦ふ。今は受験生を抱かかえながら、義母義父の介かい護ごと精いっぱいの状じよう況きようにもかかわらず「うちに来て」と言ってくれた。でもそこに世話になるなんてあり得ないと思ったし、無理をして声をかけてくれているのは明らかだった。

　周囲の状況を志真がざっと説明すると、耀は「みんなたいへんなのは分かるけど……」と険しい表情を崩くずさない。

　納なつ得とくしない耀に、志真は続けた。

「それに、十六歳で子どもを産んで育ててる友だちがいるから」

「……だから自分もできるって？　いや、それはたぶん、その子のご両親とか、周りがものすごく協力してくれて」

　じとっと志真が見ると、耀は「あ、うん、だから、俺が言えた立場じゃないね」ともごもごと付け加える。

「名前だけ借りてるっていっても、困ったときはその親戚に連れん絡らくする約束だから」

「……困ったときって……なんかあってからじゃ遅おそいんじゃな……」

　耀は言いかけて、また口を噤つぐみ、今度は肺の空気を全部吐はき出すようなため息をついた。

「夏南……三カ月前に亡くなったって言ったよね。料理できないみたいなことさっき話してたけど、ごはんとかどうしてんの。きみ……自分の学校は？　ちゃんと行けてんの？」

「行ってます。ごはんは……スーパーの弁当とか、総菜とか……。自分で何度か作ってみたけど、味薄うすすぎたり、焦こがしたり、煮に詰つめすぎだったりで食材をことごとく無む駄だにして」

　メシマズすぎて栄養失調、餓が死し、なんてシャレにならない。

　両親の保険金が毎月一定額、夏南の口座に振り込まれる。でも志真の学費、天の養育費、もろもろの生活費に家賃、光熱費……と出すばかりでは貯金もままならない。夏南がいた頃ころは、夏南がパート勤務をして不足を補っていた。

　夏南の保険金は、天の将来のために手を付けていない。だから今は貯金を切り崩している。金銭的にも栄養的にも自じ炊すいしたほうがいいし、いろいろと節約もしていかないとこの先もっとたいへんになると分かっているけれど、今は日々の生活で精いっぱいだ。これまでは夏南に甘えていられたおかげで、金銭的な部分も含ふくめてそれほど苦労を感じなかったのだと、自分がやってみてようやく分かった。

　高校は休まず行っている。朝起きてから天を保育園に連れていき、それから登校。部活はやめた。学校が終われば天を迎むかえに行って、晩ごはん、お風ふ呂ろ、歯の仕し上あげ磨みがき、寝ねかしつけ、それから洗せん濯たくなどの家事をしながら勉強……が一日のローテーションだ。天があまりわがままを言わない子だから、これでもずいぶん助かっている、と自分に言い聞かせて。

「おい、だいじょうぶか？」

　耀に問いかけられてはっとした。「だいじょうぶです」と答える声のトーンが上がらない。

　自分がちゃんとしてなければ、「こんな生活やっぱり無理だったのよ」と大人たちは言うに決まっている。親戚のうちで厄やつ介かいになる案も「天ちゃんは施し設せつに預けることになってもいいかしら」という仮の条件付きだったから、ますます頷うなずけないと思ったのだ。

「……まだ小さいし、せめてあの子だけでもしかるべきところに預けるとか……」

　耀にそう提案されて、志真は顔色を変えた。

　ひとりの人間を保護する責任を負うというのは、綺き麗れいごとでは敵かなわない。おままごとみたいに簡単じゃなくて、相当の覚かく悟ごが必要なことも分かっているけど、まだ何もしていない段階から無理だと決めつけられたくなかった。できないかもじゃなくて、とにかくがんばりたいのだ。

　それに何より、たったひとり残された家族である天と、自分が離れたくないから。

　天を手放したら、泣いてないか寂さみしがってないか毎日天のことが気になって、きっと後こう悔かいする。天の性格からいって、わがままや不満を言えずに限界まで耐たえようとして苦しむはずだ。そういうのを想像するだけでつらい。

「いやです。そんなの無理です。天ちゃんはまだいろんなことちゃんと分かってなくて、なのに、知らない人ばっかりのところに入れられたら、かわいそうじゃないですか。俺ひとりだってやれてます」

　大人の手に頼たよることがこの先出てくるかもしれないけど、だとしても「やっぱり無理でした」と途と中ちゆうで丸投げする気はない。

「今はまだいいかもしれないけど、半年、一年後は？　きみだって高校卒業してからの進路とかいろいろ……」

「そんなのっ、男として責任も取れないあなたが言う権利ないじゃないですかっ」

　声を荒あららげてしまってから、志真ははっとして口を引き結んだ。

「しまー、パパいじめちゃだめー。いじわるだめだよー？」

　こちらに振ふり向いた天に窘たしなめられ、志真は「ごめん」と天に謝った。耀は志真の向かいで目線を落としている。

「そっちの事情だって何も知らないのに……生意気なこと言ってすみません」

　謝りたくなんかなかったけれど、天の手前しかたないという気分でそう言った。耀は無言でそれを受け流して、ついにしんとなる。

　しかし、ずいぶんひどい言い方をしてしまった。普ふ段だんは声を張り上げるなんて場面がないから、自分でも驚おどろいてまだ胸がどきどきしている。

　十七歳のガキに「男として責任も取れない」などと罵ば倒とうされて、さぞかしプライドも傷ついただろう。それより、そろそろ面倒くさいと思われているかもしれない。やむを得ない事情があったのかなかったのか知らないが、四年前に育てる責任を放ほう棄きした息子むすこと、直接関係ない親族が訪ねてくるなんて、具合悪いことこの上ないはずだ。実際、耀は沈ちん黙もくしたまま動かない。

「帰ります」

　リュックを摑つかんで立ち上がる。

　志真を気き遣づかうような言葉をくれたかと思えば、自分自身の状況を棚たなに上げて「しかるべきところに預けるとか」などと無神経なアドバイス。結局ろくな男じゃないのだ。だから夏南も思い出話すら語りたがらなかったのだ。

「待って」

　耀が志真を仰あおぎ見て、「座って」と引き戻した。

「……なんですか……」

　しかし志真の問いかけに、耀は「とにかく座って」としか返事をしない。

　今もまたテーブルに目線を落として、ただひたすら何かを考えている様子だ。

　こんなのどうせ、親身なフリに決まっている。たとえなけなしの良心なんて見せられても、なんの足しにもならないのに。

　がっかりした気分で志真は背もたれに背中を預け、右側にある窓の外に目をやった。

　陽ひが暮れていく。歩いている人や自転車が通りすぎるのを見るともなく見ているうちに、ふと気付いた。

　がっかりしているのは、少なからず期待をしていたからだ。

　引き取って面倒をみてほしいとかじゃなくて、夏南と天を捨てた理由に納得したかった。いい意味で裏切ってほしかった。その先に、ときどきでいいから天と遊んでくれたり、今日のような保育園の家族参観日に少しでも顔を出してくれたりしないかなという淡あわい期待はあったかもしれない。

　──でも……そういう願いは、面倒をみてほしいっていうのと大差ないな。天の父親なら助けてくれないかなって、漠ばく然ぜんとだけど思ったんだ……。

　このカフェに入って一時間ほどの間に、本当は優やさしい人なんじゃないかと行動の端はし々ばしに感じたから我知らず期待してしまった。

　子どもが一いつ緒しよだから特別扱あつかいをしてもらうのは当たり前じゃない。それは天とふたりで行動するようになってあらためて感じたことだった。

　ふたりなのに広いテーブルに案内してくれたり、ホットケーキがくまさんのかたちだったり、すべてそうしてくれる人の気持ち次し第だいだ。知らん顔や気付かないふりだってできる。

　だから耀がしてくれたことも、そこに心が伴ともなっているからこそじゃないだろうか。もしかしてこの人なら助けてくれるんじゃないか──そんなふうに思ってしまった。

　ひとりでやれる、なんて強気な発言をしながら、本当は不安でいっぱいなのだ。こんな会ったばかりの男の親切心にうっかり、甘えたいと思ってしまうくらいに。

「あの、俺本当にだいじょうぶですから。ここにはもう来ませんし、あなたのことを誰だれかに話すつもりもないので」

「だいじょうぶに見えないよ。あ、頼りないとか、そういうことじゃなくて。きみが……」

　図星を指されて、自分の心がざっと音を立てて後あと退ずさった。見み抜ぬかれるほど、ひどい顔をしているのだろうか。でも、それじゃだめだ。

　もう一度リュックを摑んだとき、テーブルに置きっぱなしだった名めい刺しを耀が手に取って、志真に差し出してきた。

「きみのスマホの番号をおしえて。しばらく考えて……連絡するから。きみも、なんか困ったことあったら、この番号にかけて」

「…………」

　ぐらりと気持ちが揺ゆれる。でもこの人から連絡なんかもらえないに決まっているのだ。

　志真はいやと首を振った。社交辞令みたいな挨あい拶さつはいらない。よけいな期待をさせないでほしい。

「家、どこ」

　なのに、耀はまっすぐに目を合わせて、なおもそう問いかけてくる。

「夏南と『死んだことにしよう』って決めたなら、守ってください。天には、違ちがう人だった、ってあとから説明します」

　志真の返しに耀は「とにかく連絡するから。スマホ出して」と少し強ごう引いんな口調で繰くり返す。

　怖こわい。夏南と天を捨てて、その理由すらおしえてくれない人に期待しそうな自分が。

「天ちゃん、帰るよ！」

　名刺は受け取らず、振り払はらうように立ち上がって、今度こそ帰るつもりで天を椅い子すから下ろした。

「えー、なんで？　パパは？」

「あの人はパパじゃないんだよ」

「なんでっ？　パパだよ？」

「天ちゃんっ」

　志真の気き迫はくに押されて、天がぽかんとしている。志真は天と同じ目線に屈かがんで、「ごめんね、天ちゃん。俺が間ま違ちがったんだよ。あの人はパパじゃないんだ」と言い聞かせると、天は唇くちびるをわなわなと震ふるわせた。みるみるうちに天の澄すんだ眸ひとみに涙なみだが溜たまってくる。

「パパだもんっ……」

「天ちゃん、ごめんね。違う人だって分かんなくて。俺が悪いんだ」

　ぐすぐすと泣き出した天を抱だっこして立ち上がったら、すぐ傍そばに耀がいて、リュックの外ポケットにさっきの名刺を勝手に突つっ込まれた。

　咄とつ嗟さにきつく睨ねめた志真の視線を、耀が目を逸そらすことなく受けとめる。耀は何も言わない。志真は奥歯を強く嚙かみしめ、無言でその場をあとにした。







　泣きつかれて眠ねむってしまった天を抱っこのまま渋谷駅からプリペイドカードで電車に乗り、永えい福ふく町まで。天を起こし、いったんアパートへ戻もどって非常時用として置いてあったお金を手に近くのスーパーへ行く。

　いつもならすぐに機き嫌げんを直す天だけど、値引きされた弁当を買ってアパートへ帰る間もしゅんとしていた。

「まだおなかすかないから、先にお風ふ呂ろに入ろっか」

　変な時間にホットケーキを食べたせい。あえてそこにはふれずに言うと、天は「ん」と短く答えて頷うなずいた。

　お風呂が好きな天の気分が入浴中にようやく上がり、笑え顔がおが見られてほっとする。それから遅おそめの夕食にした。二十一時になったら天の歯を磨みがいてやって、お気に入りの絵本を読み聞かせる。今日はいろんなことがあって疲つかれていたのか、天は五分と経たたないうちに眠った。

　天の寝ね付つきがいいとほっとする。自分の自由時間が増えるからだ。自由といっても、日中できなかった家事が残っているので、それをすませてからになるが。

　平日は夜にしかできない洗せん濯たくを明日の朝にまわすことにして、月曜に提出しなければならない学校の課題を片付けた。

　終わらせておきたいことが全部片付いてほっとできたのは、あと三十分もすれば日付が変わる頃ころ。食しよく卓たく兼けん勉強机になっているローテーブルに突っ伏ぷし、瞼まぶたを閉じて大きなため息をつく。

　ふと、夏南の位い牌はいの横にある耀の写真が目についた。幅はばが四十センチほどの小さな仏ぶつ壇だんは、志真が親しん戚せきの家からここに移ったときにはすでにあったものだ。

　今になって思えば、耀の位牌はなく写真だけなんてちょっと不自然なのに、きのうまではなんの疑いもなく水や仏飯をお供えしていた。

「……ふ……」

　本当は生きている人の写真が仏壇に安置されている、と思うと、趣しゆ味みの悪いコントみたいな気がしてちょっと笑ってしまう。しかし笑った直後にふつふつと怒いかりが込み上げてきて、志真は立ち上がると耀の写真立てを摑んだ。

　ここに夏南と並べて置きたくない。でも天には真実を話せないのだから、勝手に捨てられない。遺い影えいを用意して、こんな仏壇まで買って死んだことにした──それが夏南の意志なら、これから先も可能な限り天に『この人は亡なくなったパパだよ』と伝えなきゃならない。

「なんでだよ……せめて俺だけには本当のことを話してくれてもよかったんじゃない？」

　夏南の写真に向かって問うても、答えは返ってこない。

　でも何も話さず逝いってしまったのは、夏南らしい判断だと思った。

　病気のことを志真が知ったのもずいぶん経ってから。天を授さずかって出産したときも周囲を心配させまいとして、夏南は志真にも親戚にも相談していなかった。そして乳ち飲のみ子ひとりを育てるのだってたいへんなときに、「志真がいてくれたほうが心強いし」と、志真の進学のタイミングでここへ呼んでくれたのだ。

　だから天の父親に関する真実を知れば、志真が悲しんだり苦しんだりするだろうと、夏南は気き遣づかったに違いない。秘密をつくったなら最後まで秘密に。そして志真が天に噓うそをつかなくていいように。

　納なつ得とくできる理由も分からないまま、秘密を知る前の気持ちにはもう戻れないけれど。

　志真はリュックの外ポケットを探さぐって、耀がねじ込んだ名刺を取り出した。

　はっとして夏南のスマホを手に取った。スマホは家電の役目も果たしていて、夏南が亡くなったあとも解約していない。亡くなったからといってすぐに解約できなかったという心理的な部分も大きいが、いろいろな手続きをする際や、各所からの連れん絡らくがこのスマホに入るからだ。

　スマホのアドレス帳データを開いた。アドレス帳の中身はすでに何度も確かく認にんしており、友人、知人、店てん舗ぽや病院の番号が登録されているのは分かっている。

　その中に高月耀の名前はなかった。わざと名前を変えて登録していたのかもしれないので、名刺に記き載さいされた携けい帯たい電でん話わ番号をキーパッドで直接打ち込んでみる。

「……ない」

　一いつ致ちするデータは０件。夏南のスマホに高月耀の番号は登録されていない。いちおう着信発信履り歴れきも確認したけれどやはり出てこない。徹てつ底てい的に連絡を取り合っていなかったのだろう。

　耀は「困ったことあったら、この番号にかけて」と言っていた。

　上辺の言葉でも口に出した責任は取ってもらいたいが、秘密にする、という夏南との約束を守るなら結局それは敵かなわないのだ。たとえあの場でこちらの連絡先を伝えたところで、耀は『夏南との約束』を免めん罪ざい符ふにして電話をかけてくる気は毛頭ないだろうし、夏南の気持ちを汲くんだ志真がこの番号にかけられないのもあっちは分かっているはずだ。

　あの男のほうが一枚も二枚も上手だということを、今あらためて痛感した。

　耀に対する冷ややかな感情を名刺と一緒に丸めてゴミ箱へ捨てる。

　志真はしんとした頭で、耀の遺影をもとの位置に戻した。
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　志真が通う都立高校は、渋谷区に近い目め黒ぐろ区にある文武両道の名門校だ。制服はあるけど私服も可という比ひ較かく的てき自由な校風で、明朗闊かつ達たつな生徒が多くいじめの噂うわさをきかない。

「志真、帰る？」

　同じクラスの親友、ミノっちこと簑みの田だに呼びとめられて、志真はリュックを肩かたに引っかけながら「うん」と頷いた。志真は制服、簑田はスカッシュのラケットバッグを持って上下ジャージ姿だ。

「ミノっちは部活だろ？」

「今日はフィットネスクラブのコート。だから途と中ちゆうまで志真と一いつ緒しよに歩きたいなぁ～」

　簑田が恥はずかしげもなくそう言うと、それを聞いていた女子が「ホモいー」と笑っている。いやな言い方じゃないから、それに対して簑田も「邪じや魔ますんなよ？」と返して、わざとらしいにやけ顔で志真の肩に腕うでを回した。

「もうすぐスタジアムカップだっけ」

「おうよ。六月入ってすぐな」

　簑田は三月に行われたスカッシュ選手権大会のＵアンダー─セブン[image: ]テイーンで、準優勝という好成績をおさめた。その大会直前に夏南が亡くなり、志真はスカッシュ部を退部した経けい緯いがある。

「応おう援えんに行くよ。天ちゃんと一緒に」

「志真が来てくれるなら優勝もぎ取るとこ見せたる！」

　こぶしを振ふり上げる蓑田に肩を抱だかれたままぐらぐらと揺さ振られて、志真は「倒たおれる倒れる」と笑った。

　身長が百六十三センチの志真より簑田のほうが十五センチほど高い。手足が長く、男として羨うらやましくなる逆三角形の体形だ。爽さわやかな短たん髪ぱつも見るからにスポーツ青年といったかんじ。

　簑田は元来の構いたがりで、ひょろりとした志真を軽々とおんぶしたり、頭をなでなでしたりするので、「志真をいじくりまわしてペット化してる」と周囲から揶や揄ゆされる。さっきみたいに「ホモってる」「いちゃついてる」なんて突っ込まれるのは日常茶さ飯はん事じだ。

「志真ぁ、部活に戻ってきて～」

「んー……、いつかチャンスがきたら」

「俺、待ってんよ」

　にっと笑う簑田に、志真も「うん」と明るく頷いた。

　土曜の午後に家に行く予定をキャンセルしたのは簑田との約束だった。何かあったのかと訊きかれて迷ったけれど、誰だれにも話さずひとりで抱かかえるのがつらくて、弁当を食べながら事の顚てん末まつを簑田だけに話した。

　簑田とは別の中学で、スカッシュの所属クラブが同じだったためつきあいは長くて、彼の人となりをよく知っている。ぺらぺらと他人に喋しやべるような男じゃないし、志真の事情をすべて分かってくれているので安心して話せた。

「俺さ、昼休みに志真からあの話聞いて、午後の授業そっちのけで考えたんだけど。土曜の、その天ちゃんのおやじの件」

　室内履ばきからローファーに履き替かえているとき、簑田にそう切り出され「そっちのけはだめだろ」と返す。

「聞けって。それさぁ、金目当てなんじゃねーの？」

　簑田の指し摘てきに志真は「えっ？」と驚おどろきの声を上げた。簑田は「これは相当ひねた考え方かもしれんけどな」と前置きして続ける。

「夏南さんと相談して決めたとかなんとか、それ全部噓かもじゃん？　夏南さんのほうから絶ぜつ縁えんしたのかもだろ。そもそも死んだなんて噓ついてたんだし。そいつがもし結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しとか金かね遣づかいが荒あらいとか借金だらけの性しよう悪わる男だったらどうするんだよ。困ったら連絡してとか優やさしい言葉かけてくるのは、いい人のフリしてるだけなんじゃねーの？」

「いい人のフリ……」

「実の父親だからって『じゃあこれからは俺が面めん倒どうみるよ』って即そく座ざにゆっちゃうと噓くさいから、真しん剣けんに悩なやむフリして見せたとかな。志真の番号は知らなくても夏南さんの携けい帯たい番号を知ってるかもしれないし、本気出せば、志真たちの住所や連絡先くらい割り出したりするかもよ。志真が無視して動かなくても、そのうちあっちが動きだすんじゃ……」

「ま、まさか。だって俺と天ちゃんが先にあの人を見つけたんだし」

「それが飛んで火に入るナントカかもじゃん。『もしかしていい人？』ってあぴょーんってしてる間に財産を根こそぎ……！」

　簑田の言うとおり、その可能性はまったく考えていなかった。志真のぽかんとした顔を見て、簑田は大げさなため息をついている。

「やっぱりな。志真、まっすぐすぎ。見た目だけじゃなくて中身もかわいこちゃんだから、悪意に気付かない」

「悪意って……」

　ほかにもつっこみ所はあったが、それが搔かき消えた。

「ほらほらほら。さすがにそんな人には見えなかったけど？　とかいうかんじ？　あーもうっ、心配っ」

　簑田は興奮するとオネェみたいな話し方になる。

　しかし実際、耀のことはそこまでの悪人には思えなかったのだ。

「だってそもそも『死んだことにしてた』、その理由すら明かしてくれないような男だぞ？　気をつけろよ、マジで」

　簑田の忠告に志真は「こっちから連絡する気ないし」と頷うなずいた。

　どういう人間かよく分からないのだし、高月耀に連絡先をおしえずに帰ったのは正解だったかもしれない。

　そんなことを話しながら正門にさしかかったとき、志真はどきりとして足をとめた。そこに、たった今話題にしていた耀が立っていたからだ。耀も気付いてこちらを見ている。

　志真が動かないので、簑田が「知り合い？」と訊いてきた。

「……天ちゃんの……例の……」

「えっ、なん、志真、学校名そいつに喋ったの？」

　名乗ったときに、自ら告げたことを思い出した。簑田は「ばか」と志真の腕を引っ張る。

「ほら見ろ。学校まで来るなんて執しゆう念ねんじゃん！　俺、先生呼んでこようか？」

　本気で心配する簑田の顔を見て、志真はううん、と首を振った。

「だいじょうぶ。学校知られてるから逃にげたって解決しないし、ミノっち以外にあのこと話したくないんだ」

　秘密は話せば話すほど漏もれていく。先生を呼んだりしたら、いろいろと詮せん索さくされかねない。

「だから、ミノっちはもう部活行って」

「ええっ……んー……」

　簑田はしぶしぶ同意して「何か困ったら連絡しろよ」と志真を案じ、耀の傍そばを通りすぎるときに彼にするどく睨にらみを利きかせて去った。簑田に威い嚇かくされた耀は怪け訝げんな表情だ。

　志真が耀の前に立つと、「なんか、さっきの人にすごい睨まれた」と困こん惑わくしている。

　志真はひと言も発さず、耀の顔をじっと見た。

「ごめん、急に来て。きみから学校名くらいしか聞いてなかったから、ここで待つしかなくて」

　校門はこの場所とは真反対にもある。そっちから出たらどうするつもりだったのだろうか。

　志真が黙だまっているので、耀は困った様子だ。　>>>♥

「部活……いろいろあるんだな。きみ……志真くんは、部活やってないの？」

　無言の志真に、耀がめげることなく問いかけてきた。

　学校のコンクリート壁へき面めんには『全国大会出場　水泳部・剣けん道どう部』『関東大会出場　新聞部・百人一首部』の懸けん垂すい幕が並び、大きな掲けい示じ板ばんに『チアリーディング部』『かるた部』『茶さ道どう部』など少し珍めずらしい部活が紹しよう介かいされている。

「一年のときスカッシュやってたけど、やめたんで」

　志真が歩きだすと、耀もそれに歩調を合わせて並んだ。

「……夏南が亡なくなってから？」

「勉強の時間は減らせないから」

　自分が本当にやらなければならないことは何かを考えたら、取捨選せん択たくののちに優先順位が変わった。

　耀は志真の答えから事情を察したらしく「……うん」とだけ答える。

「あの子……保育園に迎むかえに行くんだろ」

　問われて、志真は立ちどまった。

　この人は何をしにきたんだろうか。

「……あ……先日の食事代、払はらいます」

　未払いの件を唐とう突とつに思い出して、新しく買い直した財さい布ふを志真がリュックから取り出そうとすると、耀に「いや、いらないよ」と制される。

「……じゃあ、なんの用ですか」

　警けい戒かい心しん丸出しの顔で問う志真に、耀は戸と惑まどいを浮かべながら笑った。

「えっと……なんか怪あやしまれてる？　あの……話があって。俺、あれからいろいろ考えたんだ。昨日も、今日も。ちなみに今日、うちの店は定休日で」

「……いろいろ……？」

「その前に、保育園のお迎えって何時頃ごろに、どの辺り？」

「今日は十七時……保育園はこの近くなんで……」

　基本は六時間授業で、七時間授業の日もあるし、補講や大学生のサポートが受けられる自主学習の日は十八時半下校とまちまちだ。保育園は連れん絡らくさえすれば十九時まで預かってもらえる。

「本当は何より先に、夏南にお線せん香こうあげさせてもらいたいと思ったんだけど……」

「…………」

　家に来たい、とのニュアンスに志真は眉まゆを寄せた。どうして彼が今ここにいるのかも分からないのに、これ以上もう踏ふみ込まれたくない。

　無言の志真に、耀は「その件はまたあとで」と言葉を濁にごした。

「ちょっと歩きながら話していいかな。この辺り、カフェとかファミレスとか見かけないし」

　耀に保育園の場所を知られてもいいのかという迷いがちらついて、志真は街路樹の下で歩みをとめた。

「それで、話ってなんですか」

「ここで……」

　耀もためらいつつも立ちどまり、硬かたい表情の志真と向き合った。

「こんなふうに立ち話で言うことじゃないけど……」

　ひと呼吸置いて顔を上げた耀は真剣なまなざしだ。

「……うちで、一いつ緒しよに暮らさない？」

「……はい？」

　誰だれに言っているのか。思わず一歩後あと退ずさる。

「天くんと……志真くんも。うちのカフェの二階が自宅になってて、広くはないんだけど、ふたり増えるくらいならだいじょうぶ……あ、金銭的なことも、まぁ、どうにかなるかなって」

「…………」

　驚きすぎて声が出ない。頭も急激に錆さびたみたいに動きが鈍にぶくなって、耀の言葉をかみ砕くだいて理解するのに時間がかかった。

　金目当てなんじゃねーの？　という簑田の指摘がちらつく。でも今「金銭的なことはどうにかする」と彼は言ったのだろうか。

「ふたりもなんて……お金、かかる……」

　志真の口から出たのはそれだけで、耀はいやと首を振ふる。

「贅ぜい沢たくな生活はさせてやれないけど、ごはんとかおやつは作ってやれるし、あ、あと、この学校にわりと近い。それに、実家に年の離はなれた妹がいて、小さい子の面めん倒どうはわりと見慣れてる」

　自分のセールスポイントを懸けん命めいにアピールしている男を前に、志真は啞あ然ぜんとした。

　彼の言葉から察するに、金銭目的ではなさそうだ。しかしそのことより、志真には引っかかった部分がある。

「え……あ、あの……実家？　ご両親を事故で亡くされて、ほかに身寄りのない人だった……って夏南から聞いてたんですけど……」

「えっ？　あ、そ、……え、と……ごめん」

「それも噓うそだったんですか？」

「いや……なんというか……夏南がそういう説明してるってのを知らなくて」

「………………」

　不信感だけが募つのる。誰が本当のことを話して、噓をついているのか。この男の言っていることは、どこまでが真実なのか。

「俺、噓つく人、信用できないです。きらいです」

　相手に気を遣つかう必要性を感じないから、はっきり言ってしまった。だってもう、全部がうさんくさくて、何を信じたらいいのか分からないからだ。

　身体からだ中の針をぴんと立ち上げるハリネズミみたいに全力で警けい戒かいする。

「うん。普ふ通つう、そうだよね。そう言いたくなるのも分かるけど。自分次し第だいで、時間かけたら取り戻もどせるものって案外多いんだよ。信用とか、実績とか。俺の経験の範はん囲い内の話だけど」

　きらいと拒きよ絶ぜつされてもめげないのがすごいな、と思った。取りつく島がない志真の態度に対し「じゃあいいよ、ばいばい」と言われてもおかしくないのに。

　学校まで来て待ち伏ぶせして、その行動力の根っこにあるものはなんだろうか。

「どうして……急に、そんなこと。だって高月さんは、天ちゃんと夏南を捨てたんでしょ？　どんな理由か知らないですけど」

　父親にならなかった理由をまだ説明してもらってないのも、簡単に納なつ得とくできない原因だ。

　その質問については、耀はあいかわらずだんまりだ。しかし、どうして同居を提案するに至ったのか、そこは答えてくれた。

「だってほっとけないだろ……。十七歳の男子高校生がひとりで、四歳の子の面倒を見てるなんてさ」

「目の前にしたら、同情しちゃったってことですか」

「同情……。同情って言葉が適当なのかは分からないけど。夏南が……俺ときみたちを引き合わせてくれた気がして。夏南はすごく、天くんのことを愛して護まもろうとしてたし……たったひとりの弟のきみのことも大切に想おもってたから。それで、考え抜ぬいた結論──俺がなんとかしなきゃって」

　くまさんのかたちのホットケーキ。行動の端はし々ばしに垣かい間ま見みえたあたたかい人ひと柄がら。

　夏南はこの人の子どもを産んだ。天にとって血のつながりでいえば、志真よりも父親である耀のほうが濃こい。その人が天の面倒を見ると言っているのだ。

「だからって、あ、あなたにっ……」

　ぶわっと涙なみだが溢あふれて、志真は慌あわてて腕うでで涙を拭ぬぐった。なんの涙なのか、自分で分からない。夏南が亡くなったときに天を抱だいて大泣きしたけれど、それ以降は怒ど濤とうの慌ただしさでため息は出ても泣く暇ひまはなかった。

　驚おどろいたせいなのか、悔くやしいのか、安あん堵どなのか。とにかく、耀の言葉が心のどこかにふれた気がする。

「あなたなんかに、いまさらっ、……」

「いまさらだけど、今から始めたら、だめかな」

　耀はまっすぐに志真を見つめて、わずかも逸そらさない。

　失敗してもいいんだよやり直せば、と夏南はよく天に言い聞かせていた。

　これは夏南からの提案でもあるというのだろうか。

「ひとりだと、いろいろたいへんだったろ」

「う……」

　壊こわれた蛇じや口ぐちみたいにぽたぽたと落ちる涙の雫しずくが熱い。

　子どもを育てたこともないくせに分かったような口ぶりで、と一いつ瞬しゆんよぎったけれど、自分の妹の面倒を見慣れているなら少しは知った上での発言だ。

　なかなかとまらない涙を手の甲こうで払って顔を上げると、その濡ぬれた頰ほおを耀が着ていたリネンシャツの袖そでで拭われた。えっ、と戸惑うと「ちゃんと洗せん濯たくしてるやつだ」と薄うすく微笑ほほえんでズレた弁解をされる。

　──子ども扱あつかい、されてるみたい。

　あの日、天にも彼はそんな笑えみを浮うかべていた。にっこりつくった笑顔じゃなくて、思わずこぼれてしまったような。

「俺も店あるし、料理教室のほうもあるけど、店は朝遅おそめで十九時までの営業だから、会社勤めで忙いそがしいお父さんたちより天くんとの時間が持てると思うんだ。天くんと志真くんと一緒に暮らせたら……俺も安心できる。ほんといまさらだけど」

「……安心？」

「きみたちが帰ったあと、ずっと気になってさ。夜はスーパーの弁当食べてんのかなとか。だからむりやりにでも、連絡先訊きいて帰せばよかったって後こう悔かいしたんだ。えっと……こういう理由だと、だめかな。すぐ投げ出しそう、……とか？」

　料理教室のキャラとの二面性は気になるし、納得できないところは多々あるが、耀が飽あきるより先にこちらが逃にげ出したくなるかもしれないのだ。

「……暴力とか、ギャンブルとか、酒さけ癖ぐせが悪いとかもいやです」

「ないよ。ない。うちの実家の家族に訊いてもらってもいいし……ってそういうのは、証明にならないかな」

「知られちゃまずい裏稼か業ぎようやってるとか、人に秘密の工作員だとか」

「あー……料理教室はちょっと、内ない緒しよでやってる。あと、しいて言うなら…………あ、ごめん、今のやっぱナシ」

　急に引っ込められて、涙もとまった。

「何……それ」

「いや、うん。なんでもかんでもさらけ出すことが、イコール信しん頼らいを得る、に必ずしもならない。でも犯罪には手を染めてないからその辺は安心して」

「そんなの噓つきの常じよう套とう句くじゃないですか」

「噓じゃないんだけど……。言わないほうが三人の関係を健全に保てるっていうか。三人で暮らすのに有益な情報じゃないなって」

「……訳分かんない」

「俺のことが簡単に信用できないのは分かるし、だったらとにかく、まずはひと月、どうかな。天くんと志真くんが俺と暮らすの無理だって思ったら、やめてもらっていいし、その際の理由は追つい及きゆうしない。しつこく追いかけもしない。しかたないって納得する」

　この人からまた捨てられる可能性もある。そのとき天が受ける心の傷を思うと、こんな話に頷うなずかないほうがいいんじゃないかとも思う。

「たかが二日間で出した結論だ、浅い決断だって感じるかもしれないけど。……正直、子育ての経験はないし不安はあるよ。でも不安な者同士だから、お互たがいにしてほしいこととか言いやすいんじゃないかなって」

　自信満々で「任せろ」「ついてこい」と言われても逆に信用できないし、どの口が言うんだと反発したくなるけれど、いやな気持ちにならなかった。彼の正直な心の内を聞けた気がしたからだ。

「……天ちゃんの、意見を訊いていいですか。高月さんは、天ちゃんのお父さんなんだし。俺は直接的には関係ない立場だから」

「うん。でも志真くんの意見は？」

「……天ちゃんはまだ小さくて、お父さんやお母さんって必要な存在だと思うから……」

「で、志真くん自身は？」

　天を絡からめない志真の気持ちを話してほしいと、耀は促うながしている。

「どういう人なのかまだよく分からないけど……変に気を遣つかわなくてもよさそう」

　物事のすべてにちゃんとした大人だとか、日々を必死に生きてる人とか、あまりにも隙すきがない人だと、こちらも同じレベルでいなければと無理してがんばったり我が慢まんしたりしてしまいそうだが、耀はいい意味でどこかゆるい。

　肩かたの力が抜けているけれど無責任さとは違ちがうし、揺ゆらがない信念みたいなものは持っていると感じたのだ。夏南や天とのことは無責任という以外にないと憤いきどおりさえ覚えたが、その理由をそのうち話してほしい、と感情は軟なん化かしている。

　志真の答えに耀は小さく噴ふき出して、「一いつ緒しよに暮らす上で、そういう感覚はだいじだと思う」と頷いている。「信用できないです。きらいです」なんて一刀両断してきた男子高校生の更さらなる無礼にむっとするどころか、むしろ楽しげだ。

　しかしどういう人なのかイメージが固まらずうさんくささが拭えないのは、きっと別人かと疑うほど印象の違った『ヨウ』を見たせいだ。

「道玄坂の料理教室……あそこで見た高月さんの、あれは、どういうことですか？　どっちの高月さんが、本当なんですか」

「あー……、あっちはあっちで、頼たのまれてやってるちゃんとした仕事だから」

　たしかに仕事である以上、あっちは『にせもの』という下げた答え方をしないところに好感を持てた。

「そのめがね……本物？」

　冴さえない黒くろ縁ぶちめがねに、くたくたのリネンシャツ、ゆるいコットンパンツ、足もとはサンダルと今日もずいぶんラフな恰かつ好こうだ。料理教室のときのキラキラ感や、上から下まで全部新品みたいな清潔感はない。

　耀はめがねを外して、志真に手て渡わたした。見た目だけでいうとめがねがないほうがイイ男五割増しなのを、本人は分かってないんだろうか。

　グラス部分を目の前に翳かざすと、眉み間けんにつんとくる。

「視力は０・１だけど、コンタクトはあんまり好きじゃないんだ。目が疲つかれるから」

　裸ら眼がん視力は両目１・５の志真からするときついめがねを耀に返して、そっと窺うかがう。どちらが偽いつわりのない彼だろう。

「あっちのほうが、いいかな？」

　耀の問いに思いっきり「いいえ」と即そく答とうしてしまった。

「噓うそっぽい……イミテーションの宝石みたいで」

　自身の発言にフォローを入れるどころか更なるだめ出し。それに対し耀は一瞬目を大きくすると俯うつむいて、「イミテーション」と声を立てずに肩を揺らして笑った。

「志真くん、見る目ある。まぁ……その件は、おいおい」

　なんのためなのかは分からないけれど、つまり、料理教室の『ヨウ』はつくられたキャラクターということなのだろう。

「そろそろ天くんを迎むかえに行く時間だよな。そのあと三人でちょっと話そう」

　耀の提案に、志真は頷いた。

　あしたのこと、先のことはどうなるか分からない。だけど志真と天とふたりでの生活を続けるにしても不安がいっぱいで、先が見えなかったのだから同じな気がした。でもそこに大人がひとりいてくれれば何かと心強い。

　耀の「いまさらだけど、今から始める」という決意を、ひとまず信じてみようと思う。

「時間がまだあるようだったら、夏南に……お線せん香こう、あげてもらえますか」

「あ、いいの？」

「……高月さんの、遺い影えいがまだそのままありますけど……」

　耀は困ったように笑って、「それは、そうだよね……」となんと返していいのか分からないらしく、しんと静まった。

「……会ったら、天ちゃん、って呼んであげてください」

　志真がお願いすると、耀は練習のつもりなのか常緑針葉樹を仰あおぎ見ながら優やさしい声で一度だけ「天ちゃん」と呼んだ。
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　耀・二十六歳、志真・十七歳、天・四歳──年ねん齢れいはバラバラ、男ばかり三人の生活は驚おどろくほど順調な滑すべり出しで、同居を始めてからあっという間に二十日ほどすぎた。

　同居を持ちかけられた週に後見人となっている親しん戚せきを交えて話をし、志真の学校や天の保育園にはとりあえずの事情説明だけにとどめて、三人での生活が軌き道どうに乗って落ち着いたらあらためて届けを出すことに決めた。

　後見人の変へん更こうは法的手続きが絡むので、しばらく様子を見てからとの親戚の意見に納なつ得とくして、引っ越こしを決行した。

　今優先すべきは、『成長期の子どもが健すこやかに育つように』で、『あまり先の先まで見み越こして今はよけいに悩なやまないようにして、必要なときにみんなで考えよう』と耀がてきぱき動いてくれた。

　たしかに、あれこれ思い悩んで躊ちゆう躇ちよしてもしかたない、やってみなけりゃ分からないということが人生にはいっぱいあると思う。

　夏南と暮らしていたアパートは解約せずに、ひとまず残してある。耀のカフェ兼けん自宅となっている『月耀』の二階に当面必要なものだけを運び込んだけれど、このまま生活を続けるなら、収納やレイアウトをもっと考えたほうがよさそうだ。

　夏南の小さな仏ぶつ壇だんにお供えしていた朝の仏飯を耀が下げているのを見ると、笑える光景なのに笑えない、と志真は複雑な気持ちになる。だって、以前は耀の遺影もそこにあったのだ。

「志真くん。俺は天ちゃんを着き替がえさせるから、手が空いたら麦茶お願い」

「あ、はい」

　テーブルに残っていた朝食の食器類を流し台に運び、冷ましてあった煮に出だしの麦茶と水すい筒とうを準備。耀との連係プレイで朝の慌あわただしさをすごすのもずいぶん慣れた。

　生活の中心はリビングで、志真はそこで勉強もしている。誰だれよりも早く眠ねむる天のために一部屋あり、志真もそこで就しゆう寝しんするけれど、もともとは耀の寝しん室しつだった。現在はリビングの隅すみ、パーティションで囲んだだけのところに耀が寝ねるためのベッドがある。

「天ちゃんの着られなくなった服は今度フリマに出そう。たんすの場所開けなきゃな」

　天をパジャマから保育園用の服に着替えさせながら、耀が「これもうサイズ小さい」と紙かみ袋ぶくろに入れていく。志真はそれを横目に天の水筒に麦茶を注いだ。

「ふりま！　ふりまってなぁに？」

「いらなくなったものを売ったり、買ったりできるところ。天ちゃんもお店屋さんになる？」

「なる！　いらっしゃいまっせ～、っていうんだよ」

　天が語ご尾びを上げてショップ店員風に真似まねをするから、耀が笑っている。

　耀は今度は志真に向かって「フリマ、行ったことある？」と訊きいた。

「ないです。代々木公園とか明治公園のが大きいって聞いたけど」

「規模が大きい分、業者も多いけど。値切り交こう渉しようとか、けっこうおもしろいよ」

「なかなかの古着なのに、売れるの？」

　袋の中を覗のぞいて志真が問うと、耀は「肌はだ着ぎとかじゃなければ。子ども服はまとめていくらで売れたりする」と答えた。

「耀さんは古着買ったりする？」

　ここに引っ越してからは「名字じゃなくて名前で」と言われたので「耀さん」と呼んでいる。

「ときどきね。値札がついたまま売られてるものも意外と多いし。あ、でも子ども服は小こ金がね井いとか住宅地のほうのフリマに行ったほうがいいかもしれない」

『月耀』ではじめて言葉を交かわしたときの、無ぶ愛あい想そうな人との印象は、向き合って話すといいほうに変わった。

　取っつきにくさはなくて言動が穏おだやかだ。食い逃にげ疑ぎ惑わくのときはそれなりに怖こわかったけれど、あのときはオーナーらしくきっちり対応したということだろう。それに、大人が通うようなカフェは店主が出で張ばっているより、飲食を提供する以外は気配を消しているくらいがちょうどいいのかもしれない。

　天のことにしても、手助けが必要なときばかりじゃなく、耀は積極的に時間をつくって相手をしてくれる。『ようかいマン』のキャラをすでにいくつも言えるくらいだ。

「志真くんの弁当は台所。忘れんなよ」

「ありがとうございます」

　保育園は園内給食だから、耀は毎朝、志真のためだけに少し早起きして弁当を作ってくれている。

　台所の調理台のスペースに曲げわっぱの弁当箱が置いてあった。粗あら熱ねつを取るために、蓋ふたはその横に並んでいる。箸はしと、藍あい染ぞめの渋しぶい小こ風ぶ呂ろ敷しきも。

　真ん中に梅干しがのった枝豆ごはんに、塩昆こん布ぶとネギ入りの玉子焼き、昨晩の肉じゃがをリメイクしたコロッケ、塩しお鯖さば、ブロッコリーとキャベツのアンチョビ炒いため、プチトマトはくまさんのピン付き。天のために買ったファンシーグッズが使われているのはご愛あい敬きよう。

「うまそ」

　毎日、耀が作ってくれた弁当が楽しみでしかたない。昼に食べる頃ころには完全に冷えているけど、どれもおいしいのだ。隙すき間まを埋うめるために入れた根菜もさりげなく飾かざり切りされていたりして彩いろどりも綺き麗れいだから、まず見た目で同じクラスの女子が「志真のお弁当が毎日すごい」「インスタに上がってるやつみたい」とざわついていた。

　お弁当に限らず朝食夕食も、和・洋に偏かたよることなく充じゆう実じつしている。引っ越し初日の夜に天がリクエストしたからあげは「ママとおんなじくらいおいしい！」と好評だった。天のおやつが必要なときはプリンやクレープなどの甘いものはもちろん、さつまいもとレーズンの蒸むしパン、ミニウィンナーが入ったアメリカンドッグなど作ってくれるから、志真もつい一いつ緒しよに食べてしまう。

　天の支し度たくをすませた耀は、弁当を包む志真の横で、シンクにたまった朝食の後片付けを始めた。天は幼児向け教育番組のおにいさんとおねえさんのダンスに釘くぎ付づけだ。

　ちなみに今日の朝食は土ど鍋なべごはん、大根おろしのせ納なつ豆とう、塩鯖・トマト・きゅうりのマリネ、キャベツのお味み噌そ汁しるだった。

「耀さん、毎日たいへんじゃないですか。早起きして弁当作ってくれて。朝食の準備に、天の支度にってノンストップで」

「朝食の準備も天ちゃんの支度も、志真くんが手伝ってくれてるし」

「手伝うっていってもお皿を出すとか、ごはんをよそうとかだから。逆に邪じや魔ましてないかなってくらいで」

　もともと朝からカフェの仕込みをしてたから前より四十分くらい早く起きるだけ、とは言っていたけれど、同居を始めてからはスピード勝負の慌ただしさがプラスされている。

「弁当は基本的に作り置きを冷れい凍とうか、前日の残りものをリメイクか、朝食の取り置きか、店のランチの下ごしらえしたやつを使い回しとかしてるから。じょうずに手て抜ぬきしてるんです」

　でも、ぐったり疲つかれるほど無理していなくても、ひとりなら気にしなくていい事こと柄がらがいっぺんに増えたはずだ。そういう日々の小さな気苦労が積もらないように、ときどきは「購こう買ばいでパンを買います」と自分から言ったほうがいいかな、と志真のほうも距きよ離りの取り方について思うところがある。

「あんまりがんばったら、すぐいやになっちゃいそう……とか。心配？」

　いたずらっぽい笑えみを浮うかべた顔で問われて、志真は「そんなこと言ってない」と小さく返した。しかし、図星だ。天はまだ四歳だし、耀の息子むすこだから親に甘えるのは当然としても。

「本来は俺の面めん倒どうまでみる必要ないのに、いいのかなって」

　ひとりだって逞たくましく生きている十七歳は世の中にたくさんいる。でも耀が最初から天と志真をひとまとめで当然と考えてくれていたから、「一緒に来る？」とは訊かれもしなかった。

「それに……生意気なこと、最初の頃にたくさん言ったし」

　死んだなんて噓うそをつかれていて、耀と出会ったときはとにかくうさんくささしかなかった。そんな猜さい疑ぎ心しんのかたまりを投げつけられた耀のほうもきっと「クソ生意気なガキ」と思ったに違ちがいない。

「『きらいです！』ってあんなに面と向かって斬きられたの、はじめてだった」

　その話題にさらっとふれられて志真が笑えずにいたら、耀は「でも気にしてないよ」とフォローを入れてくれる。

　天にくっついてきた男子高校生の弁当まで毎朝作ってくれるのだから、一週間も経たてば耀に対する見方は変わった。あいかわらず『死んだことにした』その理由は明かしてくれないし、いつ手のひらを返されるか分からないという怖さはあるけれど。

「すみません……きらいじゃないです」

　蟀谷こめかみの辺りがじわりと熱くなる。こんなにあっさり人を信じてしまっていいのかと思うものの、いやな気分になるところがぜんぜんなくて、これが率そつ直ちよくな気持ちなのだ。

　頰ほおに視線を感じて顔を上げると、耀がはっと目を逸そらす。

　変に感情を込めて呟つぶやいたから、驚おどろかせてしまっただろうか。だから慌てて「耀さんが作ってくれるごはん、おいしいし。天ちゃんにも優やさしくしてくれて」と付け加えた。

「天ちゃん、かわいい。喋しやべり方も、しぐさも、あのドヤ顔とかたまらない。身体からだちっちゃいのにおいしいってもりもり食べてくれて、毎食作りがいある。あ、眉まゆが夏南にそっくりだな。きのう、風ふ呂ろに入れたとき思った」

　落ち着いた声、穏やかな話し方。動きは緩ゆるやかなのに無む駄だがないから仕事が速い。そういう、道玄坂の料理教室で見た『ヨウ』の片へん鱗りんを窺うかがわせる部分もあって、やっぱりすごいモテそうこの人、と思う。あの分かりやすいイケメンバージョンの『ヨウ』より、このどこか気だるい雰ふん囲い気きを男の色気と感じる人もいそうだ。

　しかし引っ越こししてからの二十日間に、女性の気配はまったくなかった。

「耀さん……今、彼女とかいないんですか」

「いないって言ったよね」

「いや、聞いてないですけど。結けつ婚こんしてないって話をしただけで」

　そうだっけ、とどうでもよさそうな返事だ。

　そもそも耀は結婚する気がないのかもしれない。それ以前に、特定の彼女をつくる気もなさそうだ。合コンの誘さそいの電話を二秒で「行かない」と断っている場面を目もく撃げきしたし、料理教室の生徒さんとは「教室外で会わない」と言っていた。

　恋れん愛あいするよりひとりの趣しゆ味みに走るとか、友だちとすごすほうがラクだという昨今話題になっている『恋愛しない若者』なのかもしれない。

　結婚？　しないって言ったよね──耀なら爽さわやかな笑顔でしれっと返しそうだ。

　夏南に絡からみそうなその辺りのことは、訊きいてもおしえてくれないだろうけど。

　──でもこうしてプライベートのテリトリー内に迎むかえ入れてくれてるから、他人とすごすのはぜったいにいやってわけじゃないのかも……。

　謎なぞ多き男は「夜ごはんのリクエストあったらお昼までにＬＩＮＥして」と横顔のまま言った。







『月耀』の扉とびらの前で耀に「いってらっしゃい」と見送られ、天は「パパ！」と手を振ふり、志真は天と手をつないで「いってきます」と応こたえる。そんな毎朝の光景を引っ越ししてから今日まで見てきた簑田は、志真の隣となりで納なつ得とくいかなげに「ふううう」と唸うなって歩きだした。

　松濤に住む簑田が志真たちを迎えに来て、徒歩二十分ほどで天が通う保育園だ。そしてそこから五分で高校に着く。

　天は耀におそわって習得したスキップでぴょこぴょこ跳はねながら進んでいる。どうやって天におしえたのか訊いても耀は天と顔を見合わせて「秘密な～」「ひみつのとっくんだもん」と笑っていた。

「志真も天ちゃんも完全に掌しよう握あくされてんじゃん。餌えづけされてんじゃん。どーなってんのよ、まったく」

　耀が店の中へ戻もどるのを確かく認にんした簑田が、険しい顔で訴うつたえてきた。

「餌づけって」

「がっつり胃い袋ぶくろを鷲わし摑づかみにされてるだろ。ころんころん手のひらで転がされてるだろ。こえーわ、百ひやく戦せん錬れん磨まの年上の男の手て懐なずけ力？　マジこえーわ」

　簑田は眉み間けんに皺しわを寄せたまま大げさに震ふるえるポーズだ。

「百戦錬磨なのかも謎なんだけど」

「めっちゃモテそう、って志真が言ってただろ」

「でも、なんか、そもそも興味なさげっていうか。勘かん違ちがいした相手がこっち向いたら『ごめん、その気はなかった』って言いそうだなって」

「それ最高にタチ悪いやつやん」

　料理教室での『ヨウ』は女たらしのモテ男に見えたけれど、耀の話では料理教室のオーナーから言い渡わたされたキャラ設定があり、着る服から何から指定されてのことらしい。そういう売り方で、数多あまたある料理教室との差別化を図はかっているのだろう。

　高月耀が『ヨウ』だとあえて明かしていないのは、「架か空くうキャラを私生活に持ち込みたくないし、そのキャラに興味を持った人がプライベートを知っても幻げん滅めつするだけだから」と言っていた。モテたい男なら「あわよくば」と考えそうだけど、理性的に線引きしているようだ。

「泣きぼくろふたつもあるし、めっちゃエロそう。むっつりスケベっぽい」

「ミノっち……さすがにいいがかりの域だよそれ」

　最初に『金目当て説』を首唱した簑田は、あらゆる面でまだ耀を疑っている。

「とにかく油断すんなよ。こっちに来てから、思いの外よくしてもらったくらいで心と身体を許すんじゃないぞ」

「何言ってんのか意味分かんない」

　苦笑いする志真に簑田は「のんきすぎる」とぼやいていた。







　大学生サポートの自主学習が終わって、十八時半過ぎに保育園へ天を迎えに行ったとき、保育士から「坂木さん、ちょっと」と呼ばれた。

　話を聞くと、保育時間中に天がお友だちと物の取り合いになり、その際に相手の男の子の頰に傷を負わせてしまった、というのだ。

「天ちゃんの爪つめが伸のびてて、ぴっと引っ搔かいたかんじで。ちょっと血も出て」

「血っ？」

「お相手のお母さんは『遊びの中のことなんで気にしないで』とおっしゃってましたが、いちおう……。爪で引っ搔いた傷って、けっこう痕あとが残っちゃうものなんで」

　痕が残るなんて言われて、ざっと青ざめた。

「直接謝りに行ったほうがいいですか？　電話するだけでいいんですか？　病院に連れて行ったほうがいいですか？」

　矢や継つぎ早に質問すると、保育士は「病院までは……。とりあえずは電話を」と言葉を濁にごす。あとは当事者同士で話し合ってほしいのだろう。

「それと、天ちゃんの爪をこまめに切ってあげてください」

「はい……すみませんでした」

　迷めい惑わくをかけたことを保育士にお詫わびし、天を引き取って保育園を出たところで、不安でいっぱいの状態であれこれ考えるより先に耀に電話をかけた。

　志真が知るかぎり、天がお友だちに怪け我がをさせたのははじめてだ。天がしてしまったことに対して家族としてどう責任を果たすべきなのか、志真には見当もつかない。

　カフェがオープンしている時間帯だったけれど耀が電話に出てくれて、志真の最初の声こわ色いろと保育園のお迎えの時間帯を察して『何かあった？』とすぐに訊いてくれた。

「耀さんごめんなさい、仕事中なのに」

　保育士から聞いた話を報告し、どうしたらいいか耀に相談する。

「どうしよう。痕が残るかもって言われて……」

『分かった。すぐそっちに行くから待ってて』

　そう言ってくれたとおり、耀は少し早めにカフェを閉めて志真たちのもとへ飛んできた。心細そうな顔をした天にも耀はひととおり話を聞いて「天ちゃん、だいじょうぶだよ」と安心させると、いくつか電話をかけ、てきぱきと動いている。

「近くだからその子の家に行こう。電話では『気にしないでください』って言われたけど、こういうのはなるだけ早く、ちゃんとお詫びしておいたほうがいいと思う」

「うん……」

　故意ではなかったとはいえ、天の爪が伸びていることに気付かずにいたのは保護する側の責任だ。項うな垂だれる志真の頭を耀がくしゃくしゃと撫なでて、そのまま引き寄せられた。

「天ちゃんの前でそういう顔しない」

　天には聞こえないように気き遣づかって、志真の頭のすぐ上で耀のあたたかい声が響ひびく。目の前に耀の首元と鎖さ骨こつがあって、ふわりと甘い匂においがした。ホットケーキのブラウンシュガーとメープルシロップやキャラメルがうっすらと香かおって、胸はどきんとしたのに同時に安心する。

「きのうも俺が風呂入れたり寝ねかせたりしたのに、気付かなかった。ごめん」

　先に耀に謝られて、志真は首を振って「俺も」と返した。そんなふたりの脚あしに天がぎゅうっと抱だきついてくる。

「天ちゃんは、お友だちにちゃんと『ごめんなさい』って言ったんだよな？　わざとじゃないけど、手が当たっちゃったんだよな？」

　耀の問いに天は抱きついたまま「うん」と頷うなずいた。

「そのあとは普ふ通つうに一いつ緒しよに遊んでました、って保育士さんが」

　志真が付け加えると、耀が天の頭をよしよしと撫でてから抱っこする。

「じゃあだいじょうぶ。天ちゃんは、あしたもお友だちと仲良く遊べばいいよ」

　耀はそう言って天の指先をぱくぱくぱくと食べる真似まねをして、「帰ったら爪切っちゃうゾ～」と天を笑わせてもくれた。

「俺はどうしてればいい？　なんて謝ればいい？」

　不安いっぱいの志真の問いかけに耀は「俺が全部やるから、最後に『ご迷惑をおかけしました』って挨あい拶さつしてくれたらいいよ」とアドバイスしてくれた。

　途と中ちゆうで菓か子し折おりを買って家を訪ね、玄げん関かん先さきで耀が挨拶と謝罪をすると、天の父親は早くに亡なくなっていると聞いていた相手のママは「えっ、天ちゃんのお父さんっ？」とむしろそれに驚おどろき、あとは明るい笑え顔がおで対応してくれた。

「病院へは行かれないと保育士さんから伺うかがいましたが、これ、傷口によく効く市し販はん薬なので、もしお使い付けの薬がなければ……」

　相手のママは「天ちゃんが持ってたおもちゃをうちのが強ごう引いんに取ろうとしたみたいなんですよ」と恐きよう縮しゆくしつつ塗ぬり薬と菓子折を受け取ってくれて、志真も最後に挨拶をした。

　すべて終わって気が付くと、肩かたや首が強こわ張ばっている。緊きん張ちようのあまりずっとこぶしを握にぎっていたのだ。

　ほっとした気持ちですっかり陽ひが暮れた帰り道を三人で歩く。

「耀さんがいてくれてよかった……。俺ひとりだったら、どうしていいかぜんぜん分かんなかった」

「お礼と謝罪は早いほうがいい、多少やりすぎかなって思うくらいでちょうどいい、っていうから。でも、俺もああいうのはじめてで緊張した。対応されたのが気さくなかんじのお母さんでよかったよ」

「耀さんも緊張してたんだ……そうは見えなかった」

「相手の顔がはっきり見えたらびびりそうだったから、めがね外したし。おかげで表情がほどよくぼやけてました」

「えっ。めがね取ったの『イケメン力』を最大に活いかすつもりなのかと……」

　志真の勘違いに耀が「こんなぼっさぼさのどこが」と笑っている。髪かみはたしかにいつものノーブローで、仕事の途中で慌あわてて来たと分かる恰かつ好こうだ。

「図らずも、この非常時に飛んできました的なアピールにはなったかな」

　たしかに、本当に焦あせっていたら自分の見た目がどうとかは後回しになる。

　志真と天のために耀は仕事を三十分ほど早めに切り上げて、駆かけつけてくれたのだ。そんな耀が、いくら小さい子の面めん倒どうは見慣れているといっても、こういう対処まではしたことなかっただろうし、考えてみれば緊張するのは当然かもしれない。最初の頃ころに「不安な者同士」と言っていたとおり、耀だって子育て初心者なのだ。

「……耀さん……いろいろ、ありがとう」

「いや。天ちゃんのことだし、俺が責任持つの当然だから。すぐに電話もらってよかった」

　スキップする天の手を引く耀と、並んで歩く。

　耀はひとりだと本当は歩くのが速い。でも買い物や散歩などで天と志真が一緒だと、耀は歩調を合わせてくれる。

　ひとりじゃないんだ──ちょっと前までは先が見えなくて不安だったけれど、今は耀が傍そばにいる。どうしようもなく困っていたら、飛んできてくれる。

　力の湧わくすごい宝石を手にしたみたいに心強くて、さっきまでぎゅっと結んでいた手のひらがあたたかくなっている気がした。　>>>♥







　帰宅すると耀に「ごはん作るから、その間にふたりでお風ふ呂ろ入っちゃって」と促うながされてそうした。

　今日のことは、天と志真が本当に困ったとき、耀は忙いそがしさと不慣れを言い訳にしたり逃にげたりせず矢やお面もてに立ってくれる人なんだと、はっきり分かった出来事だった。

　それに緊張しながらもキレたり言い訳したりせずに終始冷静で、ちゃんと天の言葉にも耳を傾かたむけていた。

　子どもの面倒をみるというのが、いっときの衝しよう動どうや自己満足のための気まぐれだったら、あんなふうにはきっと動かない。

　耀の気持ちを、曇くもりなくちゃんと信じようと思う。

　夏南と結けつ婚こんしなかったこと、天の父親にならなかったこと──最初の出発点にどんな問題や困難があったのかはいまだに分からないし、四年もの間、その責任を放ほう棄きしてきた事実はなくならないけれど、全部を取り戻もどそうとしているのが伝わる。

「耀さんの言うとおり……夏南が引き合わせてくれたのかもなぁ」

　週に二回の料理教室はいずれも二時間程度。そのわずかな時間、天と志真が耀の存在に気付かずに通りすぎていたとしてもおかしくないのだ。

　天は今日のことをもうすっかり忘れたみたいに、湯船の中で無む邪じや気きに、孔あなが開いたトレイを翳かざしてシャワー状の水をかぶる遊びを繰くり返している。

「天ちゃん。パパと一緒のおうちに住めるようになって、よかったね」

「よかったね～。てんちゃんがおっきくなるまでは、おそらに飛んでかないってゆってたよ」

「そっかぁ」

「でもーてんちゃんがおっきくなって、おとなになったらぁ……、またパパはおそらに飛んでいくのかなぁ……やだよ……やだあー」

　ぶわあっと天の目に涙なみだがたまり、おもちゃを放ほうり投げて志真に抱きついてくる。

「天ちゃん、だいじょうぶだって。パパは『おそらに飛んでかない』って言ったんだろ？」

「でもおっきくなるまで、ってゆったも[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

「うーん……」

　どこまで自然の摂せつ理りについて説明したらいいのか困る。天が大きくなるのを待たずに天国へ行ってしまった夏南のことも、耀ならどういうふうに天に話すだろうか。

「あとでパパにもう一回訊きいて確かめてみな」

　難しい説明を耀に丸投げしてしまったけれど、耀なら天を安心させてくれると思ったのだ。







　夜の静せい寂じやくに、ジャズがうっすら響いている。

　明日の英文法の予習も課題も終わらせて、志真は二階から一階へ下りた。『月耀』と居住空間を区切る扉とびらを開けて覗のぞいたら、厨ちゆう房ぼうのほうだけ明かりが点ついている。甘かん露ろ蜜みつのような優やさしい色がこぼれていて、かたん、と物音がした。

「志真くん？」

　カウンターと厨房の間にある黒格ごう子しの仕切り棚だなの向こうから、耀の声だけが届く。

「そっちに行っていいですか？」

　扉のところから声をかけると、耀が「どうぞー」と答えてくれた。

　レジの脇わきの、カウンターと厨房を分ける腰こしの高さのスイングドアの手前でいったん止まる。耀は調理台の前にいて、少し笑って「入ってきていいよ」と言ってくれたから、志真は口元をほころばせてそうした。

　スイングドアの向こうは、今に限らず耀だけのエリアという気がする。とくに夜は、ここだけが明かりに照らされて浮うかぶ飴あめ色いろの蜘蛛くもの巣みたいで。志真は足を踏ふみ入れるときにいつも少し緊張する。

　耀は夜になると、厨房で酒の肴さかなを作り、ひとりで飲んでいる。それを知ったのはつい最近。二階のキッチンは志真が勉強をしているリビングや、天が寝ねている部屋に近いから、耀はわざわざ一階のカフェのほうを使っているのだ。

「勉強終わった？」

「はい。耀さんは、仕込みとか、終わったんですか？」

「うん。あとは、朝やるだけ」

　耀はアルコールならなんでもいいみたいで、毎日、その手のグラスに入っているものが違ちがう。ワイン、カクテル、ビール、焼しよう酎ちゆう、日本酒。ときにはどこの国の酒か分からないものもある。

　酒に合ったアテを作るか、アテに合った酒を選ぶのかはその日の気分次し第だいで、耀にとって密ひそかな楽しみで息いき抜ぬきらしい。

「普通はデートとかしてると思う。イケメンの無む駄だ遣づかいだ」

「おひとりさまでいいんです」

　耀は薄うすく笑って、手のひらに収まるサイズのグラスの酒をくいっと呷あおる。今日のはきっとアルコール度数が高めのやつだ。

　基本的にひとりが好きなら、今の状じよう況きようはかなり無理をしてるのではないだろうか……けれど、それを訊くのは怖こわい。ひとりになりたい、と言われたくない。言われたら寂さびしい。

　もしくは、本当は遊びに行きたいのに、ごはんを作ったり、天を寝かしつけるために外で飲むのを我が慢まんしているのでは……と考えてしまう。しかしそうだったとしてもけっきょく、耀がいないと寂しい、と思うのだから手に負えない。

　それに今日は、自分だけじゃなく天にとっても耀の存在は大きいと身をもって感じた。保育園でのことも、こうした日々の生活や天の心と身体からだの成長にも、耀は必要不可欠だ。

　天の「パパがまたおそらに飛んでいくかも」という心配に「耀さんはまだもっとずっとあとです、って順番を決める天国の神様の保証付きだからだいじょうぶ」と安心させてくれた。ふたりがふとんに転がってそんな話をしているのを見て、志真は思わず夏南の仏ぶつ壇だんに向かってそっと手を合わせた。「天ちゃんも幸せそうだよ」と報告したくなったからだ。

「なんか飲む？　作ろうか？」

「え？」

「ノンアルコールだよ」

「あ……はい。びっくりした」

　飲んでみたいな、と思ったけれど、好こう奇き心しんにとどめておく。

　耀がつくってくれたのはガムシロップと炭酸水を注いだ夏みかんのノンアルカクテル。耀は自分の分にさっき飲んでいたウィスキーをプラスして大人のカクテルに。

　狭せまい厨房のスペースに木箱をひっくり返しただけの椅い子すと即そく席せきのテーブルを置いた。テーブルにはおつまみが四品並ぶ。

「スライスチーズを一口大にカットしてレンチン。さくさくになったところにレモン塩とかハーブ塩を振ふりかけて食べる。こっちはスパムにシソと餃子ぎようざの皮を巻いて焼いただけ」

　セロリとミョウガと生ハムのマリネも、アボカドを韓かん国こく海苔のりで巻いたものも、耀は「手て抜ぬき料理」と言うが、志真だったら思いつかないし、技能がなければ手抜きはできない。それに、塩加減や焼き加減でぜんぜん違うものになってしまうから料理は奥が深い。

「ぜんぶほんとにおいしい」

　セロリをそんなにおいしいと思ったことがなかったのに。天は耀が調理したトマトを食べて好きになったし、まるで不思議な魔ま法ほうでも使っているみたいだ。

「残りもので組み合わせを考えるの、おもしろくて好きなんだ。志真くんは好ききらいがないから助かるよ。あ、この餃子の皮のはあしたの弁当にも入るからな」

　志真と天は胃い袋ぶくろを摑つかまれてると簑田が言っていたけれど、たしかに、おいしいものを作ってくれる人のことを腹の底から好きになってしまう。

　天の「パパ大好き！」は日に日に増して、最近は「お風呂はパパと入る！」と言われてしまうことが多く、ちょっと寂しい気分になってしまう志真だ。いつもパパにべったりで、夕飯時もパパの隣となりを指定。天は毎日おいしいものを生み出す耀の手をはしっと摑んで、「パパはなんか魔法つかってる？」と上から下から横からと観察していた。

「天ちゃんが保育園で『パパはお料理じょうずで、ホットケーキの天才なんだよ』って、耀さんのこと誇ほこらしげに自じ慢まんしてるらしい。保育士さんが今日、天ちゃんの件で暗い顔してる俺に気を遣つかってそんな話もしてくれて」

　耀は天に貰もらったゆるいネーミングの称しよう号ごうに「ホットケーキの天才……」と肩かたを震ふるわせて笑っている。

「『天ちゃんスペシャル』って特別バージョンは、くまさんのかたちのホットケーキで、生クリームとバニラアイスクリームにこんぺいとうの飾かざりがかわいくて。保育園の部屋の壁かべに、天ちゃんが描かいたその絵が飾ってあった」

　カフェで出しているホットケーキは王道のバターとメープルだけじゃなくてトッピングができる。レモンカスタード、豆乳クリームあずきのせ、生チョコホイップ、ハニーバターキャラメルの四種。『天ちゃんスペシャル』はもちろんカフェのメニューにないもので、天は眸ひとみをきらきらさせて「てんちゃんだけとくべつ！」と興奮していたのだ。

「天ちゃんがこんぺいとうを『お星さまだ！』って喜んでくれて。俺も嬉うれしいんだよ」

　耀が作るものはおいしいだけじゃなくて、それを食べる人を楽しませて幸せにしてくれる。

「あ、ホットケーキのトッピングクリームのアイディア、あれもともと、夏南が高校のとき出してくれたやつも入ってて……」

「え……」

　耀のほうから夏南について話をしてくれるのは珍めずらしくて、志真はどきっとしてしまった。耀と夏南の間にあったことは「話せない」と最初に言われたから、過去の話題に無む闇やみにふれないようにしていたのだ。

　その志真の表情を見て、耀も、「しまった」と思ったのか、目を逸そらされる。どうやらそんなつもりはなくつい、ぽろっと出てしまったらしい。

「そういえば話してなかったな……。夏南とは同じ高校だったから。その頃ころ、俺は将来料理に携たずさわる仕事に就つけたらいいなって漠ばく然ぜんと思ってて、カフェを開くならこんなかんじ、って夏南と妄もう想そうしたり……」

　その頃からのつきあいだったなんて。将来の夢を語り合うような。

　予想外だった。子どもと恋こい人びとを捨てたのだから、なんとなく、ふたりの絆きずなはそうできるほど希き薄はくなものと思い込んでいたのだ。

　なぜだか胸がずきっとする。

　この胸の痛みはなんだろうか。

　そういう時間があったにもかかわらずふたりは別れてしまった──そんな人の心のうつろいが切ないからだろうか。それとも、結果的にふたりは別れたけれど志真が知らないだけで、耀と夏南は愛し合っていた時間があるのだと突つき付けられたからだろうか。

　志真が知っている耀は、誰だれのものにもならないかんじがしていた。

　──なんで？　俺、傷ついてんの？

　自分で自分の思考を纏まとめきれない。ぐしゃぐしゃと紙を丸めるようにそれをなかったことにして「そうだったんだ……」と笑え顔がおで返すと、耀は遠えん慮りよがちに頷うなずいた。

「レモンカスタードとか、豆乳クリームあずきのせ、とかね。……そんなこともあったな」

　話を終わらせるように耀が立ち上がって次の飲み物を作り始めたので、なんとなくそれ以上は訊けなくなる。

　──耀さんが夏南とのことをすべて話してくれるまで、話したくなるまで待とう。

　志真が割り込めない何かがふたりにはあって、耀が話せない、と言うなら待つしかないのだ。

　グレープフルーツを搾しぼる耀の静かな横顔を見て、志真も気持ちを切り換かえた。

「天ちゃんも幸せそうだけど、耀さんが作ってくれるごはんはいつもおいしいから、朝起きたときも、学校も、帰ってきてからも……幸せって思うよ」

「学校も？」

「お弁当」

　耀は「ああ、なるほど」と笑って、もとの木箱に座った。

「そういうことなら俺も、志真くんに幸せを貰ってる。喜んでくれるかなぁって想像しながらお弁当作って、昼食時になったら、今いま頃ごろおいしいって食べてくれてるかなぁってまた想像して。そんなときここで、ひとりで、にやってしちゃうんだよね」

「耀さん、お弁当で『これの下にまた別のおかずがあった！』って驚おどろかすやつ、やるでしょ」

「上から見ただけじゃ分かんないやつな。焼きたらこを海苔で巻いただけのおかずを下に仕込むとか。このくらいの、ちっちゃいものだけど」

　人差し指と親指で作る丸の中に入ってしまうくらいの大きさ。耀が志真を喜ばせようと、曲げわっぱの弁当箱にそっと忍しのばせてくれる、おいしくてかわいい幸せが嬉しい。

「だからそういうのも、俺ほんとに毎日、耀さんに幸せ貰ってるなぁって感じるんだ」

　あんまり素す直なおに言葉にしてしまって恥はずかしくなったけれど、言われたほうの耀も「じゃあ尚なお更さらよかった」とちょっと嬉しそうに、照れくさそうに俯うつむいている。その表情を見るだけで、志真は胸をきゅっとさせた。

　もっとこういう表情が見たい。耀が作るもので満たされたい。もっと、もっと。

「耀さん……あの……あと一週間もしたら約束の一カ月になるけど」

　まずはひと月、一いつ緒しよに暮らす。それで無理だと思ったらやめていい──そういう約束だ。

　出会った頃に耀のことを信用できなかったから、いわば『お試ためし期間』を設けようと互たがいに納なつ得とくしてそう決めた。

　耀は志真の言葉を静かに待っている。

　志真は胸の内でそっと決心して息を吸いこんだ。

「天ちゃんと、俺を……この先も、耀さんに助けてほしいです」

「やだ」

「ええっ？」

　必死な気持ちでお願いしたから、悲鳴みたいな声を上げてしまった。そんな志真を見て耀は嬉しそうに微笑ほほえんでいる。

「俺が志真くんと天ちゃんを助けるとかじゃなくて、一緒にいることが当たり前になりたいんだよ。家族ってそういうもんでしょ」

「…………び……びっくりした」

　いきなりふられたみたいな絶望の気分から、いっきに引き上げられて脱だつ力りよくする。

「わっ……志真くん涙なみだ目めになってる、ごめん」

　エプロンの裾すそを目元に押し当てられた。

「やだ、はもちろん噓うそだから」

　そう謝られて頭では分かるのに「ごめんね」と優やさしく言われたら、意図せずぼろりと涙が溢あふれてしまった。

「わっ……わ、わ、志真くん」

　耀が慌あわてている。もう片方の手で頭を支えられて零こぼれてくる涙を拭ぬぐわれ、「ごめん、ごめん」と何度も耀が謝ってくる。「だいじょうぶ、分かってる。びっくりから安心してとまらないだけ」とすぐに返せばいいのに、恥ずかしさもあって志真はそのままにした。それに、子どもにするみたいな宥なだめ方をちっともいやだと思えなくて。

「志真くんも、不安だったんだよな、今まで。俺もおんなじように不安だったのに……」

「……耀さんが、不安……？」

「志真くんと天ちゃんと、うまくいくかなぁって……。だからいろいろ、俺なりにどうしたらいいか考えたり。毎日のごはんとか、志真くんのお弁当も、気に入ってほしいなって」

「それで『やだ』とか、予想外なとこでいじわるなんて。耀さんはだいぶあまのじゃくだ」

　綺き麗れいに拭われて志真がぼやくと、「はい、すみません」と殊しゆ勝しような顔して謝られた。

「酔よってるからって、悪い冗じよう談だんとかナイよな。ほんとに」

　そう言う耀が酔っているようには見えなくて「だったらもっと分かりやすく酔っ払ぱらってほしい」と無む茶ちやな文句を最後につける。だって耀は顔色ひとつ変わっていない。

　耀は志真から離はなれて、座っていた木箱に腰こしを下ろすと、かしかしと蟀谷こめかみを搔かいた。耀は困ったときに、よくそうする。

「志真くんがどんな反応するのか見たいと思っちゃって、つい……。で、期待したとおりで満足しました。ごめん」

「試したんだ？」

「うん。……好いてほしいからさ。ここにいたいって、思ってほしくて」

　好いてほしい、と言われて、どきっとした。

　死んだことにしていたなんてゼロより下のマイナスから出発したようなものだから、志真はもちろんだけど、耀も不安だったのだ。無敵な大人と思っていた男の弱い部分にいまさら気付いて、一いつ瞬しゆん跳はねた胸に今度はじわっとあたたかくて甘いものが広がる。

「ほんとに、ここにいていいんですか？　天ちゃんと、俺……耀さんのこと、窮きゆう屈くつにしてないかなって。耀さんの寝しん室しつを俺たちが奪うばってしまったし、リビングで勉強してる俺に気を遣つかって、耀さんはこんなキッチンドランカーみたいな」

　耀は「キッチンドランカー」と楽しげに笑って、ううん、と首を振ふった。

「遠慮してるわけじゃなくて、ひとりで頭ん中整理する時間ってのも必要でやってるから。志真くんも、そこに一、二時間の自分の時間を大事にしなね」

「そうだったんだ……」

「だから申し訳なく思わせたなら、こっちこそ、言葉足らずで申し訳ない」

　言葉遊びみたいな耀の軽い謝り方で、志真も頰ほおを緩ゆるませた。

「心配なんてしなくても……耀さんのこと、好いてますから」

　どきどきしながら志真が素直な思いを伝えると、耀は目を瞬しばたたかせている。それから返す言葉を探しあぐねて結局、照れ笑いで小さく頷いた。

「まずい。相当嬉うれしい」

「まずいの？」

「最初、志真くんと会ったばかりの頃ころは、道でばったり出くわした小動物みたいにすごい警けい戒かいされてたのに。振り幅はばでかすぎて嬉しさ半はん端ぱない」

　志真と目を合わせず、耀は照れ隠かくしなのか自分の頰をさすっている。隠しきれていないけど。

「同じ年頃ごろの友だちとか年上の人とのつきあいのほうが多かったし、こんなふうに頼たよられるのはじめてなんだ」

　それから耀は顔をきりりとさせて姿勢を正すと「これからも、よろしく」とあらたまった挨あい拶さつをしてはにかんだ。だから志真も膝ひざと膝をあわせてそこに手をつき、きっちり座り直す。

「天ちゃんともども、こちらこそ、よろしくお願いします」

　にこにこと明るく挨拶を返すと、耀は「か、かわいすぎる」と頭を抱かかえていた。







　これからもここで、耀さんとの生活が続くんだ──そう思うと、ほっとするのと嬉しいのとどきどきと、溢れてくるいろんな感情を処理できずに、志真はふとんに入ってからも目がぱっちりと冴さえてしかたなかった。

　さっきまでカフェの厨ちゆう房ぼうで話していたときの耀の表情が頭に浮うかび、耀の言葉をいくつも思い出してしまう。志真よりもずいぶん大人なのに、「不安だった」なんてこぼしてしまうところとか、「好いてほしい」なんて素直に言ってしまうところも。

「天ちゃん。俺も、耀さんのこと……好きだよ」

　志真の隣となりですやすや眠ねむっている天に報告する。天はとっくに「パパ大好き！」だ。

　でもこうして耀とすごせばすごすほど、どうして耀は夏南と天を一度は捨てたのだろう、と思ってしまう。そんな無責任に母子を放ほうり出すような男には思えない。時間だけ四年前に戻もどってやり直すことはできないけれど、今の耀なら幸せな家庭を築けたはずだ。ここで暮らしてまだひと月も経たたないけど、そう感じる。

　四年前の耀は、どんな人だったんだろうか。四年もあれば、人は考え方も生き方も変わるものなんだろうか。十七歳の志真には四年という時間はとてつもなく長いけれど、四年前の自分と今の自分の思考に、それほど大差があるとは思えない。

　想像したところで志真には分からなくて、本当はちゃんと説明してほしい。でもやっぱり今日も耀に「どうして」と訊きけなかった。だって四年前に夏南と耀が交かわした約束と決断を、責めることになる。それより、今の耀だけを見ていようと思ったからだった。







　◇　５　◇







　耀と志真と天の三人で『月耀』の二階で暮らしはじめ、お試し期間から継けい続ぞくして二カ月が経った。正式に引っ越こしをする際、必要ないものはリサイクルショップやフリマで売り払はらったおかげで持ち込む荷物は思ったより少なくなり、どうにか収まっている。

　三人で生活する上での暗あん黙もくの了りよう解かいや、話し合って決めたルールも含ふくめてうまく行ってるといえる穏おだやかな日々だ。天がおねしょをしたり、転んで膝ひざ小こ僧ぞうを擦すり剝むいたり、日常の些さ細さいな出来事もあるけれど、そんなときですら三人は笑え顔がおだからだいじょうぶだと思う。

　志真の学校が夏休みに入ってすぐ、耀が夏なつ風邪かぜをひいた。保育園で季節外れの風邪がはやっていて、風邪をひいた天を看病するうちに耀にうつってしまったらしい。当の天はもうけろっとしている。

　夜になって「なんかちょっときつい」と耀がつらそうだったので、それではじめて体温を測り、デジタル体温計の数値に志真はぎょっとした。

「耀さん、やばい三十八度超こえてるよ。三十八度二分」

「え、マジで。うわ……自分のこんな体温見たことない」

　とにかく薬飲んでから寝ねて、と耀をベッドに追いやった。天は「パパにてんちゃんのおかぜうつっちゃった？」と心配そうだ。耀は「大人だから天ちゃんより強いんだよ。だいじょうぶ」と天を安心させている。

「耀さん、お水いっぱい飲んで。ペットボトル、ベッドの横に置いとく。夜ごはんはなんか買ってくるから、耀さんはもう何もしなくていいよ」

「カフェの、残りものがあるから。それあたためて、ふたりで食べな」

　耀は食しよく欲よくがないらしい。大人になってからの三十八度超えの熱はかなりつらいはずだ。

　言われたとおりに天とふたりで夕飯をすませ、耀が眠っているのを確かく認にんして天を風ふ呂ろに入れ、寝かしつけてから再び耀の様子を覗のぞいた。

　耀の寝ね息いきは落ち着いている。ペットボトルがからになっていたからカフェのほうに設置されたウォーターサーバーの水を注いで、二階へ上がった。

　少しは熱が下がっただろうか。耀は、ベッドの脇わきに座った志真とは反対の方を向いている。

　十七歳と四歳と暮らしはじめて、疲つかれが溜たまっていたのかもしれない。きっと無理していたのだ。だから経験がないほどの高熱が出てしまったのではないだろうか。

　起こさないように注意して、耀の頭の近くにある手のひらにそっと指先でふれたら、二枚貝が急に閉じるみたいにぎゅっと摑つかまれた。

「！」

「……志真くん？」

　耀にぼんやりした目で見つめられて、志真は胸をばくばくさせながらぎこちなく笑った。

「ね、熱、下がったかなって、思って」

　手を摑まれたままだ。

「あー……夢、見てた」

「夢？」

「志真くんの」

　どきっとして「お、俺？」と訊き返した。耀は「ふふっ」と枕まくらに頰を沈しずめて笑っている。

「志真くんが楽しそうに笑ってて、『何？　何がそんなに楽しいの？』って俺が訊いてもぜんぜんおしえてくれなくて、しつこく俺が訊くんだ。それでも『だめ』とか言うから気になって、むきになって、志真くんが逃にげるのを追っかけて捕つかまえて」

「ゆ、夢の話だよね」

「夢の話だよ。捕まえたらほんとに目の前に志真くんがいた」

　志真を見上げている耀の眸ひとみは熱のせいか少し潤うるんでいて、無防備な雰ふん囲い気きで、おしゃべりの声は掠かすれている。

　場ば違ちがいに、どきどきする。

　摑まれたままの手を急に意識してしまったのと同時に、「あ、ごめん」と耀の手が離れた。ほっとしたような、ちょっと残念なような。

　でも手を摑まれたときの感覚からして、熱はだいぶ下がったのだと気付いた。

「耀さん、何か食べない？　俺、作ろっか？」

「……志真くんが？」

「うん。おかゆぐらいなら、作れるかなって」

　任せてちょうだい、な顔をした志真に、耀はゆっくりと瞬またたいて「じゃあ、お願いします」と柔やわらかに微笑ほほえんだ。

　しかし、「おかゆぐらい」と言ったものの、元来メシマズの志真だ。

　ネットで調べればどうにかなる、と思っていた。しかし今までそれでどうにもならなかったから、天とふたり暮らしだった頃はスーパーの総菜や出来合いの弁当に頼っていたのだ。

「……やばすぎる……」

　小こ鍋なべで作り始めたのに、今志真の目の前にあるのは煮に物ものが作れるくらいの大きさの両手鍋だ。

　最初に水を入れすぎて「米どこ行った！」というくらいだぶだぶになってしまい、冷飯を追加投入したらしばらくしてから小鍋から中身が吹ふきこぼれた。慌あわてて別の鍋に移し替かえ……最終的に口径二十四センチほどの両手鍋いっぱい、おかゆができあがってしまったのである。

「しかも焦こげ臭くさい……おかゆって白いよな……」

　うっすら茶色。ぐるぐる搔かき混ぜているうちに鍋なべ底ぞこの焦げが全体にまんべんなく行き渡わたってしまった。黒いカスみたいな焦げもたくさん。こんなものを食べたら、よけいに吐はき気を誘ゆう発はつしそうだ。

「お米の神様、ほんとにごめんなさい……！」

「志真くん……？」

「はっ、はい」

　びくんと背筋を伸のばす。あまりにも時間がかかっているから、耀が起きてきてしまった。

「あああ、耀さん、熱はっ？」

「さっき測ったら三十七度七分まで下がってた。おかゆは……」

　キッチンに棒立ちの志真の横から鍋を覗いた耀が、そのまま電池が切れたおもちゃのロボットみたいに動かなくなっている。

「……耀さん……ごめん……」

「……志真くん、これ何人分？」

「つっこむトコそこっ？　いや、そこもつっこみどころではあるけど……」

　すると耀は肩かたを震ふるわせて笑いだした。

「そもそも自分がメシマズって分かってたのに、なぜか忘れてたんだ。どうしてだか、できそうな気がして」

「志真くん、俺のためにがんばってくれたんだよな」

「わ、笑うなぁ」

　脇わき腹ばらを小こ突づくと、耀は「違ちがう、違う」と志真の手刀から逃げながら、やっぱり笑っている。

　ちゃんと作って、テレビで見たことあるような『白くてとろとろのおかゆ』ができあがるはずだったのだ。ぜんぜん違うものが迷めい惑わくなくらいの量で鍋いっぱいに膨ふくらんでしまったけれど。

　耀の看病をしたかったのにお米を無む駄だにして、後片付けがたいへんな焦げ付きの鍋が増え、これじゃあなんの役にも立たない。

「どうしようこんなにいっぱい」

「これは天ちゃんの工作用の糊のりに変身させればいいから」

　しゅんと項うな垂だれたら、その頭を耀の大きな手でくしゃくしゃとされた。

「天ちゃんとふたりで暮らし始めたときも、こんなかんじになっちゃった？」

「……土ど鍋なべでごはん炊たこうとして、吹きこぼして、土鍋を割って」

「土鍋！　えらいハードル高いとこからチャレンジしたんだな。炊すい飯はん器なら簡単じゃない？」

「夏南は土鍋で炊いてて、炊飯器がうちになかった」

　しょっぱなに躓つまずいて、そのあと作ったものもさんざんなものばかりだったのだ。

　耀は「志真くん、そのときもこんなふうに、必死だったんだろうね」と優やさしい声で慰なぐさめてくれる。

「天ちゃんにごはん食べさせなきゃって、がんばったんだよな」

　よしよし、と頭を撫なでられる。耀の言うとおりだった。で、また今回もこの状じよう況きようだ。

「さっきは、志真くんがあんまりかわいくて笑ってしまった。この子、俺がいないとごはんも食べられないんだなって思うと、いとしいやら嬉うれしいやらで。たまんないな」

「何それ、かわいくないし」

「もう、メシマズなのもかわいい。俺が志真くんを幸せにしてあげたい」

　何か、胸にとすっと刺ささった。動けない。そこからじんわりと甘いものが広がる。「今の何？」と自分の中の自分が右往左往しているというのに、気付かない耀は志真に向かって穏おだやかな笑えみを浮うかべた。

「おかゆ、俺と一いつ緒しよに作ってみる？」

　柔にゆう和わな声で宥なだめられて、志真はもぞもぞと頷うなずいた。







　夏休みの七月いっぱいは通常と変わらず午後まで補講が続いたものの、八月は自由登校だ。

　午前中に行われる高校二年生を対象にした受験対策講座を何コマか受講し、部活動をしていない志真は午後からたっぷり時間ができた。学がく習しゆう塾じゆくの短期集中コースに通う生徒も多いけれど、成績が落ちたとかで焦あせることもなくて、耀にカフェの手伝いをしたいと申し出た。

　耀が風邪かぜを引いて高熱を出したりしたから、少しでも何か耀のためになりそうなことをしたいと思ったのだ。

「もっと外で遊べよ青少年」

「友だちは部活か、ゼミかってかんじで。あ、もちろんバイト代はいりません」

　カフェの二人掛がけの席で耀が面接官になっている。

　耀は顰しかめっ面つらで「うーん」と唸うなった。志真はもうひと押しとばかりに身をのりだす。

「料理はできないけど、洗い物します。あと、お客さんにお水を出すとかだったら」

「洗い物は食洗機がやってくれる。そんなに人手に困るほどお客さんいないし」

　笑っていいのか判断に困るけれど、ちょっと口元が緩ゆるんでしまった。

「それは耀さんの宣伝の仕方が悪いっていうか、もっとこう、雑誌やテレビの取材を積極的に受けるとかすれば。あと、いつも思うけど、ツイッターもうちょっとがんばれ、って」

「ツイッター？」

「『店に戻もどりました』『オープンしてます』って生存報告みたいなのじゃなくて、おいしそうな料理の写真をアップするとか……あっ、俺が写真撮とってツイートしてあげる！　あと、インスタ始めるとかさ。加えて、耀さんが顔出しすればいいんじゃないかな」

　志真の提案に耀は顰めっ面をますます険しくして、がしがしがしと蟀谷こめかみを搔いている。

「俺、顔出しとかしたくない。テレビも雑誌もあんまり……」

「何それ、儲もうかりたくないの？」

「ゆったりマイペースでやれてる今がちょうどいいと思ってる」

「経営者らしからぬ無む欲よくさ……」

「無欲なわけじゃないけど、それで店をひとりで回せなくなっても困るし」

「だから俺がいるじゃん？」

「ここに永久就職するわけでもないのに無責任なこと言う」

　いつかはここを出て行くんだし、との裏側に透すける言葉に、志真は胸をちくんとさせた。

　耀は「出て行ってほしい」という意味で言ったわけじゃないだろうけど、なんだか複雑な気持ちになる。

「……ずっといちゃだめってこと？」

「えっ？　いや、そういうんじゃなくて」

　志真と耀の終わらない論争をカウンター席で聞いていた男が「ふわあああ」と大きなあくびを響ひびかせて話をぶった切った。

　志真がうしろをふり返ると、さっきまで耀が出したコーヒーを飲んでいた男がこちらを向いて長い脚あしを組みスツールに腰こし掛かけている。彼は藤ふじ森もりといって、耀が先生をしている料理教室のオーナーだ。ほかにもレストランなどいくつか経営しているらしい。

　藤森は志真と目が合うと鷹おう揚ように微笑んだ。

「志真ちゃんは耀の傍そばにいたいんだから、口実はなんでもいいんだよ。夏休みはあとひと月だろ？　レジ係とかＳＮＳ係とか理由つけて、させてやりゃいいじゃん」

「ちがっ……俺はほんとに耀さんの手伝いをしたくて」

　ばかにされたみたいで腹が立ち、志真が詰つまりながら言い返しても藤森はどこ吹く風で、「志真ちゃんはかわいいなぁ」と愉ゆ快かいそうだ。煽あおられているのが分かっていても、罠わなに引っかからずにいられないからよけい悔くやしい。

　藤森はいつも最新のファッション誌で見るような服と、車だって買える値段の腕うで時ど計けいを身に着け、今日もカスリ傷ひとつない靴くつを履はいている。ボタンダウンシャツなんてどれも同じ、と思っていた志真は、藤森が愛用しているブランドのシャツ生き地じを触さわってびっくりした。しっとりと肌はだに吸い付くような手ざわりで、しかもそれを誕生日でもないのに耀にプレゼントしていたから二度驚おどろいた。

　このときのエピソードには白目を剝むくようなオマケもついている。端はたから見て「とくに意味もなくあんな高価なプレゼントを？」とぽかんとしていたら「耀のことはお気に入りだから。俺、ゲイなんだよね」と藤森からさらっとカミングアウトされたのだ。

　彼は耀の大学時代の友人でもあるらしい。見た目にふたりは同年代かと思っていたら、三十歳と聞いて三度驚いた。大学に六年間在席した理由は「在学中に起業した仕事があまりにも忙いそがしくてさ」で、志真はそれは素す直なおにすごいと思ったが、初対面のときから何かとからかってくるので苦手だ。

　藤森とケンカにもならないにらみ合いをしていたら、だいぶ考え込んでいた耀から「分かったよ」と答えが返ってきたので、志真は慌あわてて身体からだの向きを正面に戻した。

「でもその場の思いつきでお願いする、みたいなことになるよ」

　耀の譲じよう歩ほに、志真は目をくるんとさせて背筋を伸ばす。

「グラス磨みがきとか、掃そう除じとか、なんでもやる。お店のメニューは全部覚えてるから、オーダー取るのとかもだいじょうぶ」

「え……そうなんだ？」

　十一時から三時間のランチタイムには日ひ替がわりプレートや丼どん物、十四時からのカフェタイムにはホットケーキやホットサンドや焼き菓が子し、パフェなどの冷れい菓かも。ドリンクメニューやセットメニューの内容などすべて頭の中に入っている。

　耀とここで暮らしはじめてから二カ月ちょっと。毎日の食事はもちろん、カフェスイーツもランチも軽食も、何度も食べた。

「いつも耀さんにいろいろしてもらってばかりだから」

　傍にいて、なんでもいいから手伝いをしたい。

「志真くん、俺に気を遣つかってる？」

「えっ？」

「いや……なんか……、うん……そうだよな。志真くんは、そういう子だよな。ありがとう」

　耀は「その気持ちだけで、言葉だけで充じゆう分ぶんなのに」と言ってくれるが、伝えなきゃ相手は気付かないだろうし、自分の気持ちを言葉にすることこそ、とても難しいと志真は思う。

　普ふ段だんは勉強したり天の相手をするのに手て一いつ杯ぱいだけど、志真の夏休み中も天は保育園へ行っている。手伝いたい気持ちは本物だし、耀が働いているところを近くで見たいのだ。

　そのとき人の気配を背後に感じたのと同時に、藤森が志真の髪かみにふれてきた。

「けなげだなぁ。すっかり懐なついちゃって。この髪も爪つめも皮ひ膚ふもぜーんぶ、耀の愛情で新しん陳ちん代たい謝しやして、耀の愛情がたっぷり浸しん透とうしてるんだもんな。耀のほうも、こう見えてほんとはすごい寂さみしがり屋だから、こんなふうに全身で必要とされて無む垢くな目で頼たよられたら、かわいくてたまんないだろうな」

　その指から逃にげるように身を反らして弄いじられていた髪を押さえ、志真はむっとして藤森を仰あおぎ見た。毛け嫌ぎらいしている志真に対して藤森はちっとも動どう揺ようしないし、今も俯ふ瞰かんしながらにっこりしている。反応を楽しんでいる側としては、望みどおりなのだろう。

「耀は寂しがり屋のくせに、つかず離はなれずな距きよ離り取るタイプで攻こう略りやくするの難しい男なんだよ。その耀がひとつ屋根の下で他人と暮らして、意外と続いてるから驚き」

「他人じゃないですから」

　耀がにこりとして返すと、藤森も「まぁ、あのコロコロしたおちびちゃんはね」と答えてちらりと志真を見下ろす。キミのほうは耀と血が繫つながってないのにね、とでも言いたいのだろうか。

「さて、耀。時間だからそろそろ行こう。車で待ってる」

　藤森が先に『月耀』から出て行き、志真は窓ガラス越ごしに藤森の姿を目で追った。

　今日は料理教室が行われる土曜日だ。いつもそうしているわけじゃないけれど、ついでに耀を迎むかえに来た、と言っていた。

　藤森はときどきここで、ランチを食べたり息いき抜ぬきにコーヒーを飲んだりしているらしい。志真も数回、顔を合わせている。いつも「耀のことならなんでも知ってる」と言いたげで、実際志真は耀について知らない部分がたくさんあるから悔しい。

「耀さんが料理教室の仕事を引き受けてるのは、あの人のため？　あの人にお願いされてるって言ってたけど、これからもずっとその仕事続けるの？」

　志真が問うと、立ち上がった耀はその場で動きをとめた。

「料理教室を閉めるって藤森さんが言わないかぎりは。キャラ設定ありきの、そこはまぁしかたなくだし、お願いされてやってるけど、料理を教えてると世界も広がるしスキルアップになるって思ってる。それに、俺が苦しいときにお世話になって、助けてもらったから」

「苦しいとき？」

「このカフェ始めてしばらくの間は赤字続きで、藤森さんに料理教室の仕事を貰もらったからどうにかやってこれたんだ。まぁ……今はカフェ経営に困ってるわけじゃないけどね」

　耀の答えに胸のどこかがじくじくする。

　カフェの経営に集中すればもっとお客さんが増えるのにと思ったけれど、志真が出会うより前の時代に恩義があるなら、外野が口を出すべきじゃないと納なつ得とくするしかない。

　この件だけじゃなく、耀の過去にまつわるすべてが謎なぞめいている。夏南とのことがあるから、どこからどこまで遠えん慮りよなく訊きけるのか判断が付かず、過去の話題を避さけがちなせいだ。

　すぐ傍まで来た耀が、硬かたい表情の志真の髪をくしゃりと撫なでた。そうされると、さっきまで波立っていた気分が少し鞣なめされる。

「藤森さんが絡からんでくるの、じつは志真くんを気に入ってるからだよ。あの人、自分が興味ないことにはさっぱりだから」

「まさか、違ちがうよ。からかって、いじわるして楽しんでる」

　それもただからかっているのではない。さっきの『耀の愛情がたっぷり浸透してる』なんて嫌いや味みな言い方をするのも、高価なシャツをプレゼントしたり、足あし繁しげくここに通ったりするのも、藤森は耀をただ気に入っているのではなくて、深く恋れん愛あい感情を抱いだいているのでは──外れているとは思えなくて、いやな気持ちでいっぱいになってくる。

　そこに耀は気付いていないのだろうか。

「いじわるなんて気のせいだよ」

「藤森さんは耀さんのことが好きなんじゃないかって思う」

　耀があんまりのんきだから、つい口を衝ついてしまった。

　一いつ瞬しゆんしんとして、ややあってから、耀は口角をほんの少し上げて笑う。

　──わ……耀さんはあの人の気持ちに気付いてるんだ。

「え……もしかして、もうすでに好きだって言われてる？」

「応こたえる気ない、って伝えてあるんだし、お互たがいの勝手で動いてるんだ。そもそも軽けい率そつに好きって言うタイプで、あっちだってぜんぜん本気じゃない。真しん剣けんじゃない『好き』に、応える義理までないよ。だから志真くんも気にしなくていい」

「真剣じゃない『好き』って……意味分かんない」

　啞あ然ぜんとしてそう言った志真に、耀が目を少し大きくする。

　それから耀は肩かたを揺ゆらして笑い、「そんなの分からなくていいんだよ」と志真の頭をぽんぽんと撫でた。

「志真くんが恋愛に純じゆん粋すいでよかった。俺だってそんなの分かりたくない。本当に、とっておきのときに、本気で好きな人にだけ『好き』は言わなきゃ。心を摑つかむための魔ま法ほうの言葉だから、いちばん必要なときにその威い力りよくがなくなってしまう」

　呪じゆ文もんを唱えられたような心地ここちで、志真は甘く微笑ほほえむ耀の顔から目が離せなかった。







　ますます分からない。

　──人をまじめに愛する気持ちがあるなら、どうして。

　頭で理解していてもなかなか行動に移せないのは、恋愛以外でもあり得ることだ。

　夏南との一件に限らず、この四年の間に耀の人生観を左右する出来事があったなら、志真と天の突とつ撃げきがなくても、耀自ら「やり直そう」と考えそうな気がする。

　本気の『好き』じゃなければ答える価値はないとぶった切るのは、もしかすると耀が冷たいからじゃなくて、同じ熱量じゃなきゃ耀自身が満たされないからじゃないだろうか。

　答えを知っているはずの夏南はいない。耀が答えてくれないから堂どう々どう巡めぐりだ。

「……もう一回、訊いて、みる……とか」

　しつこいなーと呆あきれられるだろうか。耀に面めん倒どうくさいと思われたくない。

「志真。それさぁー……」

　志真の向かいで簑田はずずずずーっとジンジャーエールを飲みほした。

　簑田は午前中の部活と午後の自主練の合間で、ファストフード店で昼食をとるというので志真がつきあっている──はずが、志真の独どく擅せん場じよう相談タイムになってしまった。

「好きじゃないのに子どもだけつくって放置した無責任男じゃないって、あの男に証明してほしいわけ？」

「だってそう思うじゃん」

「志真……あいつのこと好きなの？　恋こいなの？」

　フライドポテトの残りを紙パックから直接口に放ほうり込む簑田を啞然と見つめること五秒。

「は？　なんで？」

「いいようにいいように解かい釈しやくしたいって必死すぎ。でもなぁ、人間っつーのは死にそうな目に遭あうくらいじゃないと、そう簡単に変わんない……って、かあちゃんが言ってた。何回葉っぱが枯かれてまた花が咲さいても根っこは同じだからな」

「どういうこと？」

「恋愛観とか、人生観とか、そういうのが四年の間に多少は変化したのかもしんないけど、つまり、ただの罪つみ滅ほろぼしなんじゃないの？　あと、ふたりに恨うらまれたくないから、とか、な」

　簑田の見解に志真は目をぱしぱしとさせて固まる。

「つ、罪滅ぼし……？　恨まれたくない……？」

「だってそうだろ。死んでたことにしてたんだぞ？　そこまでして放置したんだぞ？　それが噓うそだったって志真と天ちゃんに曝あばかれて……じゃあそのあとあいつはどう考える？　恨まれないようにしなきゃ、若い野や郎ろうは何しでかすか分かんないしな、ってかんじじゃね？」

「ミ、ミノっちは捻ひねくれてるっ」

「志真がアホすぎんだろ。学年五位以内キープで成績はいいのに、そこらへん抜ぬけてっから。現に、訊いても答えてくれなかったんだろうが。姿くらまして放置してた理由」

　最初の頃ころに訊いて以来、質問していないのもあるけれど。

　志真はついに言葉もなくこくりと頷うなずいた。

「志真と天ちゃんのことが大切なら、答えると思うけどね。その不安の種は取ってやろうって考えるだろ。本当に、大事に想おもってんならな」

　簑田にそう言われると、ちょっと納得してしまう。

「……で、『今はもちろん昔から、ひどい男じゃないはず』って、どうしてそこに拘こだわんのさ。あの人にとって罪滅ぼしでも、恨まれたくないって気持ちがあったとしても、今天ちゃんともども優やさしくしてもらってんなら充じゆう分ぶんじゃん。どうせ大学進学すれば、志真はその家出るんだろうし」

「え？」

「え？　じゃないよ。天ちゃんとそいつが親子なら、べつにそこに志真いらなくね？」

「ええっ？」

　いらない、という言葉が衝しよう撃げき的すぎて叫さけんでしまった。一瞬、周囲の視線が集まり、すみませんと会え釈しやくして縮こまる。

「そりゃ今はまだ天ちゃんはちっちゃいし、新しい生活に完全に慣れてないだろうけど、二年くらい経たてば小学生になるって年ねん齢れいだよ。志真まで一いつ緒しよに暮らし続ける必要はないよな……って何、その『考えてなかった』みたいな顔は」

　たしかに、言われてみればそうだ。

　簑田は「はぁ」とため息をついて、話を戻もどした。

「さっきから聞いてると、自分があの男に惹ひかれてる理由を正当化したいためのぐるぐるなんじゃねーの？　って。どうしても正当化っつーか、素す敵てきな人だから好きになるのしかたない、ってことにしたい……みたいな」

「ち、ちが、う……と思う」

「志真ぁ……なんで否定するのに若じやつ干かん自信なさげで、耳まで赤くなってんだよ。で、追い詰つめついでにさらに追い詰めると、その藤森って男に、志真は嫉しつ妬としてんだな」

　嫉妬。思いも寄らないことを言われて志真は目を瞬しばたたかせた。

「だってなんか嫌味ったらしくて、いじわるな絡み方ばっかしてくるからむかつくだけで」

「あらそーお？　そいつが高月耀をただ気に入ってるだけじゃないって気付いた瞬しゆん間かんから、いやな気持ちになったんじゃなかったっけ？　分かりやすいたとえを出そうか。俺のことを好きな女の子がいたとして、志真それ知っていやな気持ちになる？　むかつく？」

　いいなぁと羨うらやましく思うか、よかったじゃんと祝うか、だ。

　志真は完全に壁かべ際ぎわに追い詰められた心地になり、弱々しく首を横に振ふった。

「他ほかの男があの人に好意を向けてるのすらいやって、それもうかなり濃こいめな嫉妬ですよ」

　びしばし指し摘てきされて、ますます耳が熱くなる。何も言い返せない。

　そんな志真を見ていた簑田は、「かはー」と唸うなって項うな垂だれている。

「男子高校生の胃い袋ぶくろ鷲わし摑づかみだしなー。年上の人に惹かれんのはしかたないけどなー。でもあれ、歴れつきとした男だかんな。そんなの一過性っつって、いっときのもんだぞ。そのうち志真がその家を出てひとりになったら、なんだったんだろアレ、ってな具合だわな」

　耀の動向やもろもろが気になって、藤森の存在に苛いら立だって、一緒にいるとなんだかどきどきするのは、恋なんだろうか。一過性の。すぐに消えてなくなる程度の。

　ぼんやりしていたら、簑田が「あ……」と何かを思いついたのか志真の方へ身をのりだしてきた。爆ばく弾だんを投下する直前、簑田が「分かった」と声を潜ひそめたから志真も前のめりになる。

「その軽率に口説いてくる藤森とかいう男、もしかして高月耀と仕事だけの関係じゃないのかも」

「……どういうこと？」

　耳打ちするポーズの簑田に、志真も頭をそちらに寄せる。

「高月耀も、ゲイなんじゃない？　ゲイっつーか、バイ」

　ひそひそと囁ささやかれた内容に、志真は「えっ？」と目を剝むいた。

　簑田は志真から離はなれるとにやっと笑い、腕うでを組んで確信を持ったような顔で頷いている。

「相手にしてない、っていう高月耀の言葉が本当なら、ふたりは恋れん愛あい関係にはないかもしれないけど、ほら、お互いに割り切ってて、刹せつ那な的に、退たい廃はい的に……」

「何、何っ、何それ、もちょっと分かりやすく」

「セフレ」

「セフ……」

　男同士かどうかに限らず、そういう関係が存在するのは知っているし珍めずらしいことではないだろうけど、志真には到とう底てい理解できない世界だ。

「だから志真に話せない。結けつ婚こんする気もないのに夏南さんとの間に子どもができちゃったから、最終的にポイ。これどーよ。辻つじ褄つま合わない？」

「……そ、それ、最低じゃん……。なんていうか、おいしいとこだけ取って男にも女にも不誠実なかんじで……ばかにしてる……」

「だからぁ、根っこはやっぱ最低な男なのかもよ？」

「い、いや、でもそれ全部、勝手な憶おく測そくだし」

「憶測ですよ、ええ」

　推理に自信満々な簑田は最後に「はっきりさせたいなら、直接訊きいてみりゃいいじゃん？」と言い放った。







　八月に入り『月耀』での手伝いを始め、耀に訊きたいことを訊けないまま十日が経って、天の五歳の誕生日を迎むかえた。

　テーブルには天の大好きなからあげ、リクエストされた具だくさんオムレツと、エビとマカロニのグラタン、かぼちゃのサラダと季節の野菜サラダ、そして誕生日のケーキが並ぶ。もちろんすべて耀の手作りだ。

　志真はそれらをスマホで撮さつ影えいした。天の笑え顔がおと、耀の姿もたくさん撮とる。耀がそれを覗のぞいてきて、「その天ちゃんの写真、共有クラウドにアップしといて」と頼たのまれた。『家族で共有』のデータボックスに三人の写真が増えていく。

「志真くん、写真うまいよね。店のほうのツイッターとインスタに上げてくれた写真見ましたって、お客さん来てくれるし」

「えっ、ほんとっ？」

「ごはんもスイーツも、いつもおいしそうにおしゃれに撮れてるし。さすが若者」

「アプリがすごいんだよ。おいしそうに見えるように加工してくれたり」

　耀は料理はとても丁てい寧ねいなのにそのあたりのことを面めん倒どくさがるので、ＳＮＳ発信はいつも志真が率そつ先せんして行っている。

「そういうの志真くんがやってくれるから助かってる。ありがとね」

「唯ゆい一いつ、耀さんの役に立ててる部分かも」

　些さ細さいなことだけど、耀が喜んでくれているから嬉うれしい。もっと何か自分にできることがあったらいいのに。

　俯うつむいて思わずにまにましていたら、耀がくしゃくしゃぽんぽん、と頭を撫なでた。目線を上げると甘いお菓か子しよりもっとずっと甘い微笑ほほえみがそこにあって、胸がじんわりと熱くなる。

「はい、みんな。天ちゃんの誕生日会始めよう」

　耀の号令で、天をお誕生席に座らせる。

　ハッピーバースデーを歌い、ろうそくを吹ふき消して、耀が準備していたプレゼントを渡わたした。『ようかいマン』のようかい召しよう喚かんコンパクトとメダルのセットを天は大喜びで受け取り、それを離さず傍そばに置いて、もりもりごはんを食べている。

「あっ……そういえば」

　思い出した。天の誕生日に毎年、誰だれかがプレゼントを贈おくってきていたのだ。夏南は、父親がいない子どものためにプレゼントをしてくれる『あしながおじさん』からだと言っていた。その年に流行はやったおもちゃと絵本を一冊。今年は届いていない。

「耀さん……もしかして、今までも毎年天ちゃんに誕生日プレゼント贈ってくれてた？」

「プレゼント？　いや……」

　今年届かないのは、じつは耀が『あしながおじさん』だったからなのでは、と思ったのだ。でも耀は知らないと首を振った。

　──引っ越こしたから住所が分からなくなったのかも……。

　デパートから直接送られてくるので、郵便物のように転送されないで戻された可能性は高い。

　でも、もう天は『あしながおじさん』からのプレゼントは必要ないのだ。

「かぼちゃあま～いっ、おいし～いっ。しあわせ～」

　蕩とろけそうな笑顔の天を見ると、耀への疑問はなかったことにしてこの生活を維い持じすればずっと幸せでいられるんじゃないかと思えてくる。

　耀のことを一度ゲイ寄りのバイなんじゃないかと疑うと、合コンの誘さそいを即そつ刻こく断るのも納なつ得とくできてしまうし、藤森とは秘密を共有している共犯関係にも見えるけれど。

　──質問の内容があまりにもキツすぎてよけいに訊けなくなった……。

「志真くん、こっちのオムレツ食べる？」

「えっ、あ、うん」

　耀に近い方の皿にあるオムレツは、細かく刻んだたまねぎやほうれん草、挽ひき肉、マッシュルームなど具だくさんでふっくらしている。

　切り口からナツメグの香かおりがふわりと漂ただよい、生クリーム入りでとろりととろける玉子がとてもおいしそうだ。

「志真くん、はい、これも」

　オムレツがのった皿の次に手て渡わたされたのは白い封ふう筒とう。何、と目で問うと、耀は「開けてみて」と促うながした。

　封筒の中から出てきたのはここから電車で四十分ほどあれば行ける遊園地の入園＋乗り放題チケットが二枚だ。

「誰か、友だちとかと行っといで」

「……え、なんで？」

「今度の土、日、月はお盆ぼんで保育園休みだろ。月曜日はカフェの定休日で俺が天ちゃんをみてるから、志真くんはちょっと遊んでおいでよ」

　お盆で保育園が休みだから、土日はカフェの手伝いをしないで、天を水遊びにでも連れて行ってやろうかなと思っていた。

「志真くんはもっと自分勝手をしていいのに、いつも俺と天ちゃんのことを考えてくれてる。ときには自分のためだけに時間使っていいんだよ。……デートとかさ」

　耀に「デートに行け」と言われているみたいで、ずきっとする。

「いないよ。デートする人なんて」

　志真の答えに耀がちょっと頰ほおを緩ゆるませるから「知ってるくせに」とぼやいた。

「そろそろ状じよう況きようが変わったりしてないかなーって、探さぐり入れた」

「あいにく変わってません」

「ん、でも友だちとだったら楽しいんじゃない？　ミノっち……簑田くんだっけ、いまだに俺に風当たりキツイ彼、とか」

　口に入れたオムレツを噴ふきそうになった。風当たりがキツイと感じてたのに、耀はそれを出さずに涼すずしい顔をしていたらしい。

「……これ、耀さんと行きたい。みんな休みなら、天ちゃんの分のチケット追加購こう入にゆうしてさ、三人で行こうよ。だって家族でしょ」

　家族。耀は天の父親だ。こんなふうに三人でいられる時間はそれほど長くないのかもしれないのだから、一いつ緒しよにすごすときを大事にしたいと思ったのだ。

　志真が「天ちゃんも行こう、遊園地」と天に声をかけると「てんちゃんはおかし持ってく係になる！」とテンションを上げている。

　耀は口をむぐむぐとさせて、すまなそうに「ごめん」と謝ってきた。謝られる理由が分からなくて「え？」と問う。

「本当は俺も三人で行けたらいいなって思った。大人の裁量、見せなきゃかなってチケット買うときに、ぎりぎりまで迷ったんだ」

「えー？　最初からそう言えばいいのに」

　耀はいやと首を振ふった。

「志真くんに一日くらい自由な時間をあげたいって思ったのも本心。だけど、志真くんがほかの誰でもなく、一緒に行きたいって言ってくれたら嬉しいって期待もあって。俺の言い方、なんかそういういやらしい気持ちがチラチラしてたろ」

「それ言わなかったらバレずにかっこいいのに。なんでゆっちゃうかな」

「志真くんがあんまりいい子だから申し訳なくなってしまいました。デートする人いないって言われてほっとしたし。怒おこっていいよ」

「……そんな正直に言われたら、怒れないじゃん」

　自由にさせてあげたいけど、一緒にいたい気持ちもある──なんて、嬉しくて困る。

　苦笑いする耀を見て、志真は「耀さんって、腹黒いんだか分かんない」と笑い返しつつ、胸をきゅんとさせていた。







　その日、遊園地の開園と同時に入園して、アトラクションを片っ端ぱしから楽しんだ。

　メリーゴーラウンド、ティーカップといった定番のものはもちろん、身長制限があっても付き添そいがいれば乗れる遊具も多い。

　天はなかなか根こん性じようがあって、地上十メートルの高さまで上がる回転アトラクションも、ちびっこ向けのローラーコースターも終始笑顔。ただ、おばけ屋や敷しきで天が大泣きして、それだけは途と中ちゆうリタイアしたけど、いい思い出だ。遊園地を満まん喫きつした一日だった。

　帰りの電車の中で、スマホで撮った写真を見たりしながら一日を振り返り、家に着いたのは十七時すぎ。電車がもうすぐ駅に着くという頃ころになって眠ねむってしまった天を抱だっこしていた耀は、天をそーっとごろ寝ねマットに寝かせて、そのまま「疲つかれたぁ……」と横になった。

　まったく起きる気配のない天のおなかの辺りに、志真がタオルケットをかけてやる。

「天ちゃん、けっこう重いもんね」

「俺はそもそも一日中、陽ひに当たるような耐たい性せいないし。あー……キーンと冷えたビールが飲みたい」

「出そっか？　ビール」

　志真が問うと、耀がひょいと身を起こす。

「飲む」

　耀はグラスをひとつと冷蔵庫のビールを冷れい凍とう庫に三本移し、冷蔵庫にいくつかある作り置きのプラスチック容器をいそいそと取り出した。スクエアプレートに小こ鉢ばちを並べて少量ずつ盛り付けていく。きのことパプリカのマリネ、にんじんとわさび菜のナムル、半熟煮に卵たまご、根菜ピクルス。

　宅飲み準備に余念がない耀はじつに楽しそうだ。「夜ご飯は天ちゃんが起きてからお茶ちや漬づけとかでもいいかな」と珍めずらしい申し出をされて、「もちろん！」と志真は答えた。いつもどおりにがんばるのをやめる日があっていいし、こんなふうに耀が気を許してくれるのが嬉うれしい。

「志真くんも食べる？」

「うん」

「じゃあもうちょっとおなかにたまりそうなもの出そう」

　ささみの酒さか蒸むしにごまだれをかけたもの、じゃことピーマンのおかか和あえ……新たな小鉢が追加されていく。「ほんとは志真くんの弁当用のだけど」と言って作り置きのバジルとチーズの肉シュウマイや、キャベツに肉味み噌そをのせてレンチンしたものも。

「今日お昼に食べたおにぎりもおいしかったなー」

「わかめごはんをスパイシーチキンナゲットごと握にぎって、のりで包んだだけのやつな」

「料理教室で時短料理もおしえてんの？」

「そうそう。おしゃれで、おいしくて、手が込んでるように見えるやつ」

　よしできた、と耀が料理がのった皿を持って移動し、「志真くん、そのテーブルクロス、床ゆかに敷しいて。もう洗うやつだから」と指示をくれた。

「床で食べるの？」

「ピクニック気分、延長。クロスはその辺に、適当に」

　志真がテーブルクロスを広げると、その上に耀が皿をのせる。

「志真くん、冷凍庫のビールとグラス、志真くんの飲み物もね」

　はいはい、と動いている間に、耀は取り皿と箸はしを準備。志真がテーブルクロスの前に到とう着ちやくすると、床に座った耀は傍そばでぐっすり眠っている天を優やさしいまなざしで見つめていた。

「天ちゃん、おばけ屋敷でびゃーって泣いて俺の脚あしにしがみついてきたの、かわいそうだったけどかわいかった」

「あ……う、ん……」

　志真の歯切れが悪いのは、志真もおばけが出てきた瞬しゆん間かん、耀の腕うでに思いっきりしがみついてしまったからだ。それからリタイアして建物を出るまで、耀が手を繫つないでくれた。

「志真くんも」

「い、言わなくていいって」

「なんか出てくるたびに、しがみついたままびくっとなって、かわいかった」

「いやもう、……恥はずかしいから」

　思い出すだけでどきどきしてしまう。

　ああいうシチュエーションじゃなくて、どうせならもっと違ちがうかんじで手を繫いでほしかった。怖こわいどきどきと、手繫ぎのどきどきがごっちゃで、余よ韻いんも何もあったもんじゃない。

　眠っている天を起こさないよう静かに乾かん杯ぱいをして、耀はあっという間にビールを二本空けた。

「夏休み、あと半月だね。来週の月曜日も、どっか行く？」

「うん。どこか……」

「天ちゃんは保育園でいないから、大人が行くようなとこでもいいし」

　言われてからはっとした。そうだ。今日はお盆ぼん休やすみだけど、平日だから天はいない。

　気付いたら急激に心しん拍ぱく数すうが上がり、「ど、どこかってどこに……」ともぞもぞしてしまう。

　カフェの定休日は月曜で、通常なら志真は学校だ。耀とふたりきりで出かけたことはこれまではなくて、急に誘さそわれて頭が真っ白になった。

「映画とか、あ……それか、買い物に行く？　志真くんが普ふ段だん使ってるリュック、だいぶくたびれてるし新しいの買ってあげるよ」

　映画なんて観に行っても緊きん張ちようと浮うかれ気分で内容が頭に入ってこないだろうし、買い物ならいいかもしれない──と思って「うん」と頷うなずいた。

　耀と来週の約束をして、音量を絞しぼったテレビを見ながらだらだらと総菜を食べているうちに気が付けば、耀も天の傍かたわらで眠っていた。

　小さな声で「耀さん」と声をかけてみる。

　疲れきったところにビール三本とハイボールを飲んでいたから、酒に強いとはいえ眠くなるのも当然だ。気持ちよさそうに眠っている耀に、志真は天と同じようにふんわりとタオルケットをかけてやった。

　耀の寝ね顔がおをはじめて正面からじっくりと見る。風邪かぜをひいて耀が寝込んだときはちゃんと見られなかったし、いつも耀は誰だれよりも早く起きて、遅おそくに寝ているから。

　横おう臥がしている耀のすぐ傍に座り、かけっぱなしのめがねを静かに取って、顔を覗のぞき込んだ。

　天の無防備な寝顔を見るときのほのぼのとした気分とは、ちょっと違う。胸が熱くて少し苦しい。

　──ふれてみたい。

　いつもならぜったいにふれられないところを。

　天だったら触さわったくらいでは起きないほど熟じゆく睡すいしてるから、ほっぺをつんつんすることもあるけれど、耀は大人だからそっとふれても起きてしまうかも。

　でも好こう奇き心しんが疼うずいて、耀の滑なめらかな頰ほおを触りたくなった。綺き麗れいな眉まゆも、あまり長くない睫まつ毛げにも。いつも耀がしてくれるように、髪かみをくしゃくしゃとしてみたい。

　触りたい部分が多すぎて、どこにふれようか迷う。起きたらどうするんだ、触っちゃいけない、という戒いましめはなぜだか思いつかなかった。

　ノーブローのぼさぼさに見えてじつは艶つやのある髪かみ質しつだと、至近距きよ離りでまじまじと見つめたら分かった。

　右手の指先で毛束を掬すくうように軽く持つ。意外と細くて柔やわらかい。愛いとしさが胸いっぱいに広がって、思わずほわっと口元が緩ゆるむ。

　次に、指の背でそっと頰にふれた。さらりとした冷たい頰の感かん触しよくが心地ここちいい──と思った瞬間、ぱさっと耀の目が開いた。

　一いつ瞬しゆんで視線がぐるぐるに絡からまって、志真は目を見開いたまま硬こう直ちよくする。耀の頰にふれた手を引っ込められずにいたら、耀が手の甲こうを覆おおうかたちで摑つかんだ。

　耀がふっと柔らかに微笑ほほえみ、手を摑んでいるのと反対の右みぎ腕うでが志真の肩かたへ伸のびた。そして捕つかまるのと同時に引き寄せられる。

　なんの抵てい抗こうもなく、耀の胸むな元もとに顔を押しつけるようにして抱ほう擁ようされた。

　何が起こっているのか考える間もない。耀の胸に抱だき込まれてると理解したとき、その頭にキスをされた。

　どきどきどきと尋じん常じようではない速さで鼓こ動どうが鳴っている。

　──耀さん、これ、ぜったい寝ぼけてるんだ。

　目が開いたけど、視線も絡んだけど、正気なはずがない。

　耀の高い鼻先と唇くちびるが髪の中に深く潜もぐって頭皮をこすると、背筋がぞくぞくっと撓しなった。

　天と間ま違ちがっているのかもしれないし、志真の知らない誰かかもしれない。脳のう裏りにちらりと浮かびそうになったいやな可能性を全力で排はい除じよして、耀の夢の中でいいから、耀が自分にそうしてくれていたらいいのにと思う。

「……っ……」

　はじめて覚えた、他人にもたらされて生まれる愉ゆ悦えつ。これが快感なんだと知り、ますます全身が痺しびれたように動けなくなる。

　──腕に、背中に、もっと触ってほしい。

　最初に志真の手を摑んだ耀の左手が、望みどおりに今度は腰こしの辺りに回った。

　耀の胸元で折り畳たたんだ志真の腕が緊張したまま、耀のシャツを摑む。どうしたらいいのか分からずに固まっていると、大事なものを扱あつかう優しさで耀の腕に包み込まれた。

　──何これ、夢？

　志真はそこでやっと身体からだの力を抜ぬいた。

　抱だきしめられているだけで、気持ちいい。頭の芯しんが混こん濁だくしていく。

　耀の腕の中にすっぽりおさまって、ここが前から知っている定位置のような気がした。　>>>♥

　耀の手は動いていないのに、じいん、と背筋に甘い痺れが広がる。

　いつの間にかうっとりと瞑つむっていた目を開いて上向くと、耀は再び眠ねむっていた。

「よ……うさ……」

　自分のものとは思えないほど声が掠かすれている。股こ間かんはずきずきと痛い。息が上がっている。落ち着かなければ。

　──どうしよう……勃たってる……。

　熱くて痛い部分に手を伸ばすと、布地を持ち上げるほどそこは硬かたく勃ち上がっている。指でそっと撫なでるだけで、「んっ……」と鼻を鳴らしてしまった。

　──だ、だめ。ここじゃ、できない。だって、離はなれたくないし。

　伸ばしたがる指先をぎゅっとこぶしのかたちにして我が慢まんする。

　耀に抱きしめられたのだから、こうなったのは耀のせいだ。このままここに居続けたのは耀が離してくれなかったからだ。

　耀の腕の中でひととき眠れるなら、ばかなふりだって、誰かのせいにだってしたい。耀の傍を離れたくない。

　どさくさに紛まぎれて、志真は耀の背に腕を回した。手のひらを広げて、耀の背中にぴたりとくっつける。耀の厚い胸むな板いたを感じられて、この感激をこぼすまいと志真はいっそう身を寄せた。

　耀と抱き合っている心地になれて、嬉うれしくてきゅんとするけど、本当の抱擁じゃないと分かっているから心の端はじっこのほうは切なく軋きしむ。

　──俺やっぱり、こんなふうに耀さんのこと好きになってたんだ……。

　もう分かっていたけれど、ごまかしきれないほどはっきりと、恋こいを悟さとった瞬間だった。
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　リュックひとつを選ぶのにいくつかショップを回って、それだけを見るつもりがＴシャツやら秋物のプルオーバーまで買ってもらってしまった。

「耀さん、ありがとうございます。こんなにいっぱい」

「いえいえ」

　耀が生活面だけでなく金銭面でもかなり面めん倒どうをみてくれているおかげで、お金は足りている。無む駄だ遣づかいできない性しよう分ぶんで普段からあまり買い物をしないから、服もリュックもくたくたになるまで使ってしまうのを、「金銭的に困ってるのかも」と耀は誤解しているかもしれない。

　耀は「お金はこれからいくらでも必要になるから、取っておけるうちは取っておくの。進学とかふたりに何か大金が必要になったらそのときはちゃんと相談するから」と言って手出しを拒こばむ。生活費として定額を渡わたしているものの、耀がそれを使っている様子はなく、どうやらまるまる貯金しているみたいなのだ。

　今日の買い物だって「自分で払はらう」と言ったけれど、「ふたりではじめての買い物なんだし、気を遣つかわなくていいよ。ただしそのリュック十年使ってもらうから」なんて耀は冗じよう談だんで返して出させてくれなかった。

「この辺はいつ来ても新しい店が増えてるなぁ」

「耀さん、服とかどこで買うの？」

「いつもは渋谷周辺。面倒だし。事足りるし」

　志真も高校が渋谷に近いから、渋谷駅周辺の店を利用することはあっても、原宿・青山・表参道の辺りはほとんど来ない。

　今日は竹下通りの人ひと混ごみを避さけて、表参道の大通りから入った路地を歩きながら、買い物の途と中ちゆうで適当に見つけたあげパンを食べたり、ドリンクスタンドのジュースを飲んだりした。

　──なんか、デートみたい。

「なんかデートみたいだな」

「ええっ、あ、……うん」

　俯うつむいたから耀の顔が見られないけれど、少し笑ったようだった。

　ちょうど考えていたことを耀に言われて、志真はどきどきしすぎて冗談すら返せない。

　一週間前のあの出来事以降、耀とときどき変な空気になる。

　遊園地から帰ったあと、酔よっ払ぱらって寝ねていた耀にどさくさに紛れて抱きついた日、志真もそのままうとうとしてしまった。抱かれていると気持ちよくて、疲つかれも相まって急激に睡すい魔まに襲おそわれ、目を閉じているうちにうっかり。

　一時間くらいはすやすや眠って、「んあ？」という耀の声で目覚めたとき、耀の胸に顔をすり寄せ、志真の腕うではしっかり耀の背に回ったままだった。

　慌あわてて飛び起きて向き合ったあのときの耀の顔は、忘れたくても脳裏に焼き付いている。

　何がどうしてこうなったのか訊ききたいのに訊けない耀と、「何も訊かないでください！」と全身から声にならない念を飛ばす志真。互たがいに探さぐり合うばかりの緊きん張ちよう感かんの中、ふたりとも「あ……」「は……」と息を漏もらすにとどまった。

　それ以降も、つい耀の姿を目で追ってしまうし、じーっと見つめてしまうし、耀に話しかけられただけで耳までかあっと熱くなるから、もうバレバレかもしれない。志真がそういう反応をすることに耀はあえてふれたりしないけれど、なんとなく気を遣われているかんじがする。

　相談した簑田にも「それは十中八九バレてるな」と言われた。

　気付いてて「なんかデートみたいだな」はどうなんだ、と思う。

　──煽あおられてんのかな……。

　いつもの調子で、志真がどんな反応をするのか試ためしたのかもしれないし、ごくごく普ふ通つうの感覚でつい言っただけかもしれないが。気まずくならない程度に距離を置かれている気がしてたから、どう受け取っていいのか分からない。

　──耀さんからしたら俺は夏南の弟で、俺にとっても耀さんは天ちゃんのお父さんで、夏南の相手だったわけだし……。

　胸がずきんとする。頭と心が乖かい離りして、この気持ちの落としどころが見つからない。

「あ、子ども服。お、安い。天ちゃんにもなんか買ってあげよう」

　目に付いたショップに耀が入っていく。そのうしろ姿を見ていると、「本当にお父さんなんだな……」と感じる。

　もし本当にゲイやバイだったとしても、天と志真に優やさしいことに間違いはない。今になって天に対する愛情が湧わいただけじゃなく、そこに一度は捨てた非道に対する罪つみ滅ほろぼしの気持ちがあってもいい。未成年の自分たちは今の耀の姿を見て信じるしかないのだ。

　──ただ、夏南を裏切ってたんだ、と耀から告白されたら……。

　その場になってみないと分からないが、恋れん愛あい経験皆かい無むの志真は「だめだって分かってても、人生において間違いはあるよね」と容易に受けとめきれない気がする。

　──信じたい。信じたいから訊きたい。

　これまでふたりきりのとき、藤森とのことを含ふくめて確かく認にんするチャンスを窺うかがってばかりだったけれど、耀に自分の気持ちが筒つつ抜ぬけなら逆に訊きやすいかもしれない。

　──今夜。天が眠ったら。

　そう静かに決意した日の夕方、夏南のスマホが鳴った。







『あしながおじさん』は正体を明かさないものだ。

　天の誕生日からちょうど二週間。志真と耀の目の前に、『あしながおじさん』から贈おくられた誕生日カードと絵本と、大きなプレゼントの箱がある。

　箱の中身は『ようかいマン』のようかい召しよう喚かんコンパクトＤＸとメダルがコンプリートされたフルセット。耀が二週間前に天にプレゼントした召喚コンパクトはメダルをセットするとセリフが流れる仕し掛かけで、このＤＸバージョンはさらに、コンパクトの前面にある装そう飾しよくが動いて音楽が流れ、派手に光る上位版だ。

　天が二階の部屋で眠ったのを見計らい、約束の人が待つ一階に下りてきたのがついさっき。今、一階のカフェの四人にん掛がけテーブルに、志真、その隣となりに耀、そしてふたりの前にサマーウールのオーダースーツを身に纏まとった『あしながおじさん』と、彼に同行してきた和服の年配の女性が座っている。『あしながおじさん』はその女性を「わたしの母です」と紹しよう介かいした。

　彼はおじさんではなくて、そこそこ若い男だ。三十代だろうか。

「夜分に恐おそれ入ります。急に押しかけて……日をあらためようかとも考えたんですが」

『あしながおじさん』がそう言って、和服の女性とともに頭を下げたので、志真もおずおずと挨あい拶さつした。テーブルには受け取ったばかりの彼の名めい刺しがある。

　そこには『宮みやノの下した聡さとる』という名前、会社名と専務との役職名が印字されていた。

　はじめて見る名前だ。夏南のスマホにこの名前や番号の登録はなく、着信があったときにも携けい帯たい番号だけが表示されていた。

　今日最初の電話で、『坂木夏南さん……の携帯、ではないんでしょうか』と電話口の相手はいぶかしんでいた。夏南の携帯番号にかけたのに、男である志真が応答したからだ。彼、宮ノ下は、五カ月前に夏南が亡なくなったことを知らなかった。

　毎年贈っている誕生日プレゼントが転居先不明で戻もどってきてしまったので、迷ったあげくに電話をかけたらしい。予想していたことなので、それについては志真も驚おどろかなかった。

「夏南……夏南さんが、三月に亡くなったと聞いて……夕方の電話で。それで慌ててしまって……。本当は、わたしからは電話をしてはいけない約束だったんです。『あしながおじさん』は生しよう涯がい、正体を明かしてはいけない……それが条件で」

　宮ノ下は訥とつ々とつと今日のなりゆきを話し始めた。

　はじめての電話で夏南は亡くなったのだと告げたとき、宮ノ下はひどく狼ろう狽ばいしていた。そのとき彼に『じゃあ、天は今どこに』と問われ、志真は心臓を鷲わし摑づかみにされた心地ここちがした。

　彼は『天』と呼んだのだ。

　そのことを志真はまだ耀にも話していない。

「でももう夏南さんがいないとなると、約束だとか条件だとか、言ってられないと」

「あの、宮ノ下さん……、あなたは夏南とどういう関係なんですか。天ちゃんとどういう関係なんですか」

　なかなか核かく心しんにふれようとしない男に焦じれて、志真から切り出した。

　宮ノ下はぐっと奥歯を嚙かみ、顔を強こわ張ばらせている。その隣に座る和装の女性はぴくりと眉まゆを動かし、咳せき払ばらいをひとつして口を開いた。

「聡は、天の父親です」

　最初の電話でよぎった予感が的中して、志真は言葉にならずにただ眉を寄せた。

「夏南さんとは……かつて関係があって……若わか気げの至りといいますか。まぁ、結けつ婚こんには至らなかったんです。そもそも交際を認めたことだって一度もありませんけどね」

　全部、宮ノ下の母親であるその女性が説明している。当の本人は険しい表情で無言だ。

「夏南と結婚できなかった理由をおしえてください。妊にん娠しんしてるって分かってて、別れたんですか？」

　志真は宮ノ下に向かって問いかけた。彼の言葉を聞きたい。

　宮ノ下は「違ちがう」と首を振ふった。

　彼への問いかけなのに、再び母親のほうが口を開く。

「妊娠してると、聡は知らなかったんですよ。別れさせたあとでわたしが知って、夏南さんに『産んでもらっては困ります』というお話をしましたのに、こちらにことわりもなく黙だまって出産されていて。ですから、聡が知ったのは子どもが産まれたあとです。聡はそのときすでに別の女性と結婚しておりましたし」

　うちの息子むすこは悪くない、迷めい惑わく千せん万ばんとでも言いたげなのが言葉の端はし々ばしに感じられて、志真は一いつ瞬しゆん彼女を睨ねめた。それを知らん顔される。

「もう完全に切れてると思ってたのに、まさか毎年誕生日にプレゼントを贈ってたなんて。わたしもほんとにびっくりして」

　胸を押さえ「あぁ、心臓に悪いわ」と小さくぼやいた。この女性の口調からして、夏南も当時は刺とげ々とげしく責められ、つらい思いをしたのだろうと容易に想像できる。　>>>♥

　そこでようやく、宮ノ下が母親に向かって反論した。

「それくらい、したっていいだろう。養育費も慰い謝しや料りようも何ひとつ受け取ろうとしなかったし、夏南は最初誕生日のプレゼントひとつも拒こばんだんだ。でも俺の気持ちを汲くんでくれて、『会わない、正体を明かさない条件でなら』って、最終的に受け取ってくれた」

　懸けん命めいに説明している宮ノ下の横で母親は「そこがあなたの詰つめの甘いところなのよ」と顔を歪ゆがめている。

「秘密にするなら徹てつ底てい的に。自分が責任を取れないことをしたなら、その秘密は墓場まで持っていけって話ですよ。中ちゆう途と半はん端ぱなことをするから、こうやって露ろ呈ていしたときに恥はじをかく事態になるんです」

「責任って……取らせてもくれなかったのは、かあさんでしょう。全部俺の知らないところで勝手に決めて、勝手に動いて、俺が手出しできない状態にしてしまう」

「勝手にって……人聞きの悪い。あなたと宮ノ下家のために必要なことなんだから」

　目の前で親子げんかが始まってしまい、げんなりした気分になる。

「あの、そういうのはご自宅でやってもらえませんか」

　それまで黙っていた耀がはじめて口を開いた。

　しんと静まり、今度は目の前のふたりが顔を見合わせている。

「ところで……あなたは？　夏南の……？」

　宮ノ下が耀に問いかけた。

　志真も右みぎ隣どなりに目をやり、耀の横顔を見つめて、耀がなんと答えるのか見守った。

「友だちです」

「友だち。夏南の……彼、とかじゃなく……？」

「夏南は高校時代の、大事な友人です。でもいろいろと事情があって……俺が天の父親として、夏南の弟さんである彼と一いつ緒しよに今年の六月からですが、ここで面めん倒どうみてました」

　いろいろと事情があって、と耀は言葉を濁にごしただけで、まだ詳しよう細さいを話していない。高校時代からつきあいがあった、というのは以前少しだけ話してくれたから知っているけれど、普通の友人関係だったというならその後のふたりにどういう経緯いきさつがあったのか、志真も気になるところだ。

　耀の告白にふたりは驚いて再び顔を見み交かわしたあと、宮ノ下が耀のほうに身をのりだした。

「……夏南の友だちなのに、父親になろうと……？」

「はい」

「え……ただのお友だちなのに……それに夏南の弟さんだってまだ高校生で……」

「なんかおかしいですか？　まったくの他人が育てるのって、べつに珍めずらしい話じゃないですよね」

　きっぱりと言い切った耀は、次に大きなため息をついた。

「俺はただの友だちですけど、夏南は俺と天ちゃんを引き合わせたかったんだろうなって、思ってます。天ちゃんは俺が育てようって、ちゃんと覚かく悟ごして引き取ったんで、いいですよ帰っていただいて」

　今すぐ帰れといわんばかりだ。

　そして、耀は「俺は夏南からの話しか聞いてませんが」と前置きして続けた。

「人ひとりの命を、子どもの存在を、あなた方から迷惑だといわんばかりに扱あつかわれて、夏南は恋こい人びとだった宮ノ下さんと別れなければならなかった悲しみ以上に、つらい思いをしたんじゃないでしょうか。だから俺は今、彼女の気持ちと、彼女の大切な子どもを護まもらなきゃいけないって思ってます」

　文句を言いたい気持ちはあるけれど大人ふたりを前にしてこらえるしかなかった志真の代わりに、そしてここにいない夏南の代わりに、耀がぶつけてくれた心地になる啖たん呵かだった。

　耀の言葉に母親のほうはぐっと唇くちびるを引き結び、宮ノ下は耀の顔を静かに見つめている。

「え、で、宮ノ下さんはけっきょく何しにいらしたんですか。あ、誕生日プレゼントをわざわざ持ってきていただいたのか。来年からはこういうのもけっこうですから」

　苛いら立だちを内包し、耀が静かにそう言い放つ。耀がテーブルの下でこぶしを握にぎり、奥歯を嚙んでいるのが見て取れる。

　毅き然ぜんとした態度で耀がきっぱり言ってくれたので、隣となりで志真もほっとしたのと同時に、胸が熱くなった。

　耀がこれからも天を護ってくれる。その気持ちに翳かげりはないのだと、はっきりと伝わったからだ。

　すると、宮ノ下が急に姿勢を正してこちらを見み据すえてきた。

「プレゼントを持ってきただけじゃありません。……天を、うちで引き取らせていただきたいと思っています」

　突とつ然ぜんの申し出に志真は啞あ然ぜんとして、耀は「は？」と声を上げて、困こん惑わくの面おも持もちで続けた。

「え、だって、あなた、別の女性と結婚してるんですよね？」

「妻との間に、子どもはいません。もちろん、天の今の家族である夏南の弟さん、便べん宜ぎ上じようは後見人になられているというご親しん戚せきを含ふくめて、双そう方ほうの家族の同意があればの話なので。今すぐにというわけじゃなく、そういう方向で、前向きに」

「……急に何言って……」

　耀が返すと、宮ノ下の母親が「でも」と口を挟はさんだ。

「高月さん、でしたっけ。正式に養子縁えん組ぐみされたわけでもなく、ご親切に、お友だちを想おもうお気持ちから面倒をみてくださっているだけの状態でしたら……この件で意見される立場にいらっしゃらないのではないですか？」

　今度は耀が黙る番になった。

　たしかに引き取って面倒をみているものの、正式な手続き等をしたわけじゃない。

「こうなりましたのも何かのご縁えんだと、わたしも考え直しました。無関係の、そちらの男性のもとではなく、本当に血の繫つながった父親である宮ノ下聡の傍そばで、しかるべき教育を受けさせ、健すこやかに育つよう見守ってやるのが天にとって最良だと」

「急に考えを変えた理由はなんですか？　だって、あなたのうちでは天ちゃんの存在をなかったことにしてたんですよね？　それに、宮ノ下さんの奥さんからしたら、隠かくし子みたいなものじゃないですか」

　志真の疑問に、宮ノ下の母親は何か都合が悪いのか顔を顰しかめた。

「聡の、たったひとりの息子です。わたしからしたら孫ですよ。こちらで責任持って育てます」

「そういうことを聞きたいんじゃなくて」

　今度は宮ノ下が答えようと身をのりだしてくる。

「妻も、子どもをほしがっています。ですが、妻には、子どもができません」

「え……何、子どもができないから天ちゃんを引き取って育てるって言ってんの？」

　驚おどろきのあまり敬語も飛んだ。志真の問いに宮ノ下は眸ひとみを揺ゆらし唇を引き結ぶ。

「あなた方にはそういうふうにしか聞こえないでしょう……分かってくれとはいいません。言い訳にしかならないですが天の存在を知ったときから、わたしは引き取りたいという気持ちでいたんです。いろいろ事情があって、当時はそれが敵かないませんでしたが、今度こそ全身全ぜん霊れいをかけ、家族全員で育てます。天を、うちで引き取らせてください」

　宮ノ下がテーブルに打ち付ける勢いで頭を下げた。

「……そんな、勝手な……」

「そうなった場合は、志真くんも」

　宮ノ下が言う意味が分からず「……え？」と気の抜ぬけたような声しか出ない。

「きみ、まだ高校生だよね。急に知らないところの家族になるって、天がびっくりすると思うし、きみも天のことが心配だろ？　だから、天のためにもうちに一緒に来てくれたら……」

　反応できずにいる志真に、また横から宮ノ下の母親が入ってくる。

「それにこのままずっと、そちらの、お姉さんのお友だちのお宅に居い候そうろうさせてもらうってわけにもいかないでしょう？　あなたのこの先の進路も含め、うちでしっかりとバックアップさせていただくつもりですから」

　ついには言葉ひとつ出せなくなった。

　遺い影えいだけを見ていた頃ころから今日まで、天は耀をパパだと思って生活してきた。ここで暮らし始めてからは三カ月くらいだけど、毎日本当に幸せそうだ。

　天はまだ幼くて、大人の意見にいくらでも左右されてしまう。こんな難しい事情説明をされても全部は理解できないだろうし、結局は周りの判断に天の生活と将来がかかってくる。

「考える時間が必要だよね。でも、できるかぎり早いほうがいいと思うから……」

　近々返事をまた訊ききに来たい、今度は天と会わせてほしい、次は妻を同行させるから、などと宮ノ下が訴うつたえてくるけれど、頭がぼんやりして吞のみ込めない。

「志真くん……だいじょうぶか？」

　耀に小さく声をかけられてはっとした。

　今度は宮ノ下の母親のほうがこちらの戸と惑まどいもお構いなしに話を続け、宮ノ下聡の父親は実業家上がりの政治家で、宮ノ下本人は父親が興おこした会社を継つぐことになっているのだと説明した。天はもちろん志真にも不自由な生活はさせないし、大たい抵ていの希望は叶かなえてあげられるはず、とアピールに余念がない。

「いっぺんにいろいろ言われても困るよね。何か不安なところとか疑問があったら、いつでも連れん絡らくください。それと高月さん……」

　宮ノ下は最後に耀のほうへ身体からだを向けた。

「うちのことに巻き込んでしまって、ご迷めい惑わくをおかけしているところに更さらなるお願いをするのは心苦しいですが、この件で、志真くんと天の相談にのってあげてほしいんです。わたしたちが話すと、どうしてもこちらの主張を押しつけるかたちになってしまうので」

　耀はしばらく無言だったものの、静かに頷うなずいている。

　その横で、志真は息が詰つまるほどの不安を募つのらせていた。







　宮ノ下のふたりが帰ったあとも、志真と耀は一階のカフェにとどまった。

　耀は今、厨ちゆう房ぼうに入ってコーヒーを淹いれている。

　コーヒーの香かおりに誘さそわれるように志真は元いたテーブルを離はなれ、厨房へ足を踏ふみ入れた。

「俺も、コーヒー飲もうかな」

「砂糖とミルク足しても苦くて飲めないんじゃなかったっけ？」

「……うん。でも、なんとなく」

　耀は薄うすく笑い「ミルク多めのカフェオレにしようか？」と提案してくれて、志真は「それがいい。ありがとう」と答えた。

　深ふか煎いりの中挽びき豆をドリッパーで抽ちゆう出しゆつして、あたためたミルクを注ぐ。

　さっきまで波立っていた気分はだいぶ凪ないだ。頭の中は怖こわいくらいしんとしている。

　耀に対して抱いだいていた疑念は突然晴らされたものの、経けい緯いは分からない。

「どうぞ」

　耀が大きめのマグカップに入れてくれたカフェオレを「いただきます」とひと口飲む。

「おいしい。甘さもちょうどいいし、これだったら飲める」

　耀は、逆さまにした木箱を椅い子す代わりに腰こし掛かけ、ブラックコーヒーを飲みながら「よかった」と微笑ほほえんだ。

「耀さん……」

　耀に木箱の椅子を寄よ越こされる。同じ木箱のテーブルにマグカップを置いて、志真は耀と向き合って座った。

「……耀さんの遺影を撮とったのは夏南だよね。どうして耀さんだったのかな」

「俺が夏南に、撮れって言ったんだよ。夏南の病気のことと、相手の男には認にん知ちしてもらえない、相手の素す性じようは秘密にしなきゃならないっていう事情を聞いて」

『万が一わたしが死んだあと、天ちゃんがパパを探したら困るし、何より真相を知ったらかわいそうでしょ。だったらもう、パパは亡なくなったってことにしたほうがいいよね』──夏南のその噓うそに信しん憑ぴよう性せいを持たせるべく、耀のほうから遺影を撮る提案をしたのだ。天が父親を探さないようにするために。

「病気だとは聞いたけど、でも夏南がまさかこんなに早く亡くなるなんて……『わたしが死んだあと』って言われても、もっとずっと先のことだと思ってた」

　夏南が自身の病気について志真に話してくれたのは同居を始めたあとだったし、心配かけまいと耀にも詳しよう細さいを語らなかったのだろう。

「でも、写真を撮ったせいでいつか耀さんに迷惑がかかったりするかもしれない。実際、俺と天ちゃんが押しかけてきちゃったわけだし……。それに、たとえば耀さんが結けつ婚こんして、奥さんと子どもが何かでこのことを知ったらどう思うだろ。耀さんだって同時によその子のパパでもあるなんて、本当の子どもに申し訳ないって気持ちにならないかな。耀さんはどうしてそこまでしてくれたの？」

　志真の疑問に、耀は優やさしく微笑んだ。

「志真くんが言うようなそういう事態も含ふくめて、迷惑がかからない人、支障がない人、ってだいぶ限られるだろうなって思ったし」

「……どういう意味？」

「俺は……一生結婚しないからだよ。本当には、誰だれのお父さんにもならないから。……だって、ゲイだからね」

　志真は驚きで小さく息を吞んだ。穏おだやかに語られた内容に言葉を返せないまま、でも耀から目を逸そらしたくなくてじっと見つめる。

「大事な友だちのために、たった写真一枚で力になれるならって思ったんだ。普ふ段だん俺はめがねかけてるし、そう簡単に見つからないだろって、そこはちょっと安易だったかもね。ニアミスの危険回かい避ひで夏南とはしばらく会わないことにして……でもしばらくどころか、それが最後だった」

　耀は静かに、コーヒーの表面を見るともなく眺ながめている。

「耀さん、夏南と約束したんだね。誰にも遺影の真相を明かさないって」

　近い将来、ひとり残されることになる我が子を想おもって、夏南がついた最後の噓。

　耀は、夏南との約束をただ純じゆん粋すいに守ってくれたのだ。それを何も知らないで、「噓つく人、信用できないです。きらいです」なんて、最初の頃は耀にずいぶんひどいことを言ってしまった。お金目当てかもしれないとか、不誠実な男かもしれないと疑った。

　本当は無関係、ただの友だち。それなのに志真の追つい及きゆうに何も弁解せず、ふたりを護まもろうと決意してくれた。

　早起きしてごはんを作って、お弁当も準備して、お店のこともやって、天の世話をしたり、遊びに連れて行ってくれたり。たいへんだっただろうに、耀はいつだって言い訳ひとつしなかった。

　──本当に大切なものや大切なことは目に見えなかったりするんだよ。

　夏南はそう言っていたけれど、自分は本当になんにも見えてなかったんだなと思う。

　曇くもった目でしか見てなくて、そのくせ疑ったとおりだったらいやだから確認するのは怖かったのだ。

「秘密の約束はちゃんと守るつもりだったけどさ……夏南が生きてたら『天ちゃんに見つかっちゃったよ、どうするよ』って相談したのにな。ほんとに死ぬとか、ないよ……」

　切なく、絞しぼるような声で耀が呻うめいた。

「最初ここに志真くんと天ちゃんが来たあと、真実を話そうか、すごい悩なやんだよ。でも、父親は死んだことにした事情を知ってるし、夏南本人がいないのに、勝手に約束を反ほ故ごにはできない。どう考えたって話せない。俺は遺影に写る天ちゃんのパパじゃなきゃいけないって、その約束を守るために覚かく悟ごを決めたんだ」

「やらないうちから、できないって言えなかった……とか？」

　志真の問いかけに、耀はふっと笑って「そうだな」と頷いた。

　志真が「俺とおんなじ」と微笑むと、耀も「ああ……」と同意している。

「誰だって、ゼロからスタートだろ。世の中のお母さんもお父さんも、最初から子育て得意、完かん璧ぺきって人はいない。だったら俺だって同じだ。俺は一生結婚しないけど、子どもは好きだからさ。それに夏南の子だし」

「耀さん、夏南のこと好きだったの？」

　少しどきどきしながら訊いた。自分が耀の立場だったとして、友だちの子どもを育てる覚悟なんてできそうにないと思う。好きな人が残した子どもなら、少しは気持ちが違うだろうかと考えたのだ。

「あ、いや、だから俺はゲイだってば。夏南のことは人として、すごい好きだったけど」

　そこで耀は何か思い出し笑いをして、「高校の頃ころ、夏南の……」とふたりの過去について語り出した。

「俺が、夏南の彼氏を好きだったことがあって」

「えっ」

「夏南の彼氏と俺はただの友だち、っていう位置関係。俺は告白とかする気なかったし、男のほうは俺の気持ちにまったく気付いてなかったけど、夏南にはバレた。そのあと、まぁいろいろあって、彼氏のほうが他ほかの女の子と浮うわ気きしてたんだよな。で、夏南はそいつと別れて、高校卒業したら俺もその男とは疎そ遠えんになったけど、夏南とはなんか戦友を経てからの友情みたいな、奇き妙みような絆きずなが生まれちゃって」

　耀は当時を懐なつかしむように、どこか遠くを見て笑っている。

「ライバルが、結束の固い友だちになったってかんじ？」

「うん、そう。最初から夏南は、俺がゲイなのをおもしろがったりも嗤わらったりもしなかった。俺は自分の性せい癖へきを周りに隠かくしてて、バレたくないから友だち少なくて、恋れん愛あいにもうしろ向きで暗くて、でも夏南にだけはなんでも話せたんだ。だから本音で人とつきあえたの、夏南だけだったな……」

　耀には耀の過去が、志真の知らない時間があって、そこにいっときでも夏南が寄り添そっていたのだと知ってなんだか嬉うれしく思った。夏南は夏南の言葉で耀を元気付けたり、逆に励はげまされたりしただろうし、そんな場面をちょっと覗のぞいてみたい気もするけれど、それはふたりだけのものだ。大切なあたたかい思い出として耀の中にずっと残るならいいと思う。

「この店をやろうって思ったのも、夏南の言葉がきっかけだった」

『こっちの気分がイガイガってささくれてても、耀ちゃんのごはんは優しい気持ちにさせてくれる。耀ちゃんはごはんで、人を幸せな気持ちにしてあげたらいいんじゃないかな』──そんな夏南の言葉があったから、今の『月耀』があるのだと耀は話してくれた。

　志真が日々感じていた幸せは、夏南が繫つなげて結んでくれたものといえるかもしれない。

「親の意見もあったから大学は入ったんだけど中退して、結局料理の専学行ったんだ。ここの店名を決めたのも夏南。店出すなんてまだ予定もなかったときなのに、目標を持つの大事だからって。『月耀』は漢詩の『月耀は晴雪のごとく』からきてる」

「月耀は晴雪のごとく……」

「『耀かがやく月は晴れた日の雪のようだ』。名前が入っててかっこいい、って」

　懐かしい青春時代を思い出して、耀は柔やわらかな表情をしている。

「やっぱり俺、夏南が耀さんと俺たちを引き合わせてくれた気がする」

　強い思いと絆があったから、その糸の先に辿たどり着いたのだ、きっと。

　耀は「俺も、そう思う」と頷うなずいている。

「宮ノ下の人たちがいまさら出てくるなんて、夏南は想定外だったろうけど」

　そこからは今日はじめて会った宮ノ下家のふたりについての話題になった。

　あの母親が頑がんとして結婚を認めなかった、別れさせたというのは想像に余りある。今日みたいなきつい言葉と態度で、当時夏南は冷たく詰なじられたかもしれない。

「『産んでもらっては困ります』って、堕おろせって言ってるのと同じだよね。一度はそうやってひどい仕打ちをしておいて、今の奥さんとの間に子どもができないから天を引き取りたいなんて、ほんとに勝手すぎるよな」

　言われた瞬しゆん間かんは衝しよう撃げきのあまりろくに反応できなかったけれど、こうして冷静に思い返すとなんだかむかむかしてくる。

　耀の同意が欲しくて言ったのに、耀は困った顔で俯うつむいた。

「でも、天ちゃんのためだって、長い目で考えたら……」

　耀の予想外の言葉で、志真は顔色を変えた。

「え……？　耀さん……宮ノ下家のほうがいいって言うつもり？」

「宮ノ下さんは、天ちゃんの本当のお父さんなんだよ。それに、人生の選せん択たく肢しは多いほうがいい。子どもが育つのにお金っていうのはどうしても必要だし、バックボーンとか環かん境きようとか整ってる中で成長するほうが有利だ」

「必要なのは愛情だよ！」

「うん、それももちろん。あの宮ノ下さんの母親のほうは自分の家庭と会社を守ろうって、家族思いを拗こじらせてる感あるけど、宮ノ下さん本人は悪い人じゃないと思う。会話の最後にいつもさりげなくフォローしてくれてたし、歯車が合わなくなってただけって気がする」

「で、でも、あのおばさん、天ちゃんをいじめそうじゃん」

　必死で訴うつたえても、耀は鷹おう揚ように微笑ほほえんで相手にしてくれない。

「いじめはしないだろうけど、どこの家庭だっていろんな人がいて、いろいろあるよ。でも宮ノ下さんは、いざっていうときに天ちゃんを守ってくれそうだなって感じた。今日のことだって宮ノ下さんの考えで、彼が行動を起こしたみたいだったし、当時はまだ若くて親に盾たて突つくこともできずにいたかもしれないけど、今はちょっと違うんじゃないかな」

　耀が天を手放そうとしているのを察して、志真は不安に顔を歪ゆがめた。

　──違う……天ちゃんと一いつ緒しよに、俺のことも……だからよけいに……。

　耀にとめてほしいのに、こんなにあっさりと、そういう方向に話を持って行かれるとは予想だにしなかった。

「宮ノ下さんの奥さんだって、どういう人か分からない」

「たしかにそれは、これから会ってみないとね」

　気になる点はあるものの、耀は前向きに考えているのだ。

　説とき伏ふせられそうになるのをあがいて、志真は縋すがるような気持ちで耀を見つめた。

「耀さんは……天ちゃんと俺が、宮ノ下の家に行ったほうがいいって思ってんの？」

　決定的な結論を迫せまる志真の問いかけに、耀は一いつ瞬しゆん視線を泳がせたように見えた。少し目を伏せて顔を上げるとひとつ息をついて、志真に真しん剣けんなまなざしを向ける。

「あの人たちが言うとおり、他人の俺にとめる権利はないし、冷静に、ふたりにとって最善の道を考えるべきだと思う」

「そんなっ」

「それに……あっちは実業家と政治家で、お抱かかえの顧こ問もん弁護士がついてるはずだ。もし変な揉もめ方をしたら、天ちゃんと志真くんのためにならない」

　じわっと涙なみだがたまってくる。耀がそういう考えで、大人たちが大人の力を使うなら、自分ひとりでは誰だれのことも説得できない。

　志真は小さく震ふるえた。自身の無力さに対する苛いら立だちと、状じよう況きようを打開できない焦あせりとを、どこにもぶつけようがない。

「お父さんだと思ってた人が他人で、こっちが本当のお父さんだよ……なんて、天ちゃんが混乱する。かわいそうだ」

　それには耀も「うん……」と頷いた。

「みんな……大切な人を守ろうとして、よかれと思ってしたことだ。夏南は自分が死んだあとも天ちゃんを護まもろうと必死だったんだよ。俺も、天ちゃんと志真くんと夏南のことを想おもって決めた、正しい判断だって信じてた。これからも、この生活が続くんだと思ってたし。でもそんなの浅せん慮りよだって、他人は責めるかもしれないよね」

「俺は……耀さんにしてもらったこと、全部嬉しかったよ。天ちゃんも同じ気持ちだと思う。夏南も、きっと感謝してる」

　なんだかさよならの挨あい拶さつに似ていて、ついに肩かたがひくりと跳はねた。涙の膜まくが張る。とうとう耀の表情や輪りん郭かくがぼやけて、落らく涙るいと同時に志真は俯いた。

「志真くん」

　顔を上げられずにいたら耀に引き寄せられ、志真はその肩かた口ぐちに顔を押しつけて、背に腕うでを回した。

「いやだ……」

「うん？」

「離はなれたくない」

　繕つくろうこともできずに、涙と一緒に想いが溢あふれてくる。

　ぐいぐいと顔を押しつけて甘えると優やさしく抱ほう擁ようされ、子どもにするように背中をぽんぽんと、よしよしと撫なでて、柔らかに受けとめてくれる。

　でも欲しいのは庇ひ護ごだけじゃない。耀に、どんなことがあっても離さないと言われたい。

「耀さん……」

　耀の首元に頰ほおをすりつけた。ぎゅうっと抱だきついたら、全身に膨ふくらんだ「好き」でいっぱいになる。

　鼻先を耀の薄うすい頰に寄せ、そうしたらもう我が慢まんできなくなって、そこに唇くちびるを押し当てた。

「し……志真くん……」

　耀の手が肩にかかる。離そうとしている。離れたくないと言ったのに、伝わらない。

　耀は、あくまでも亡なくなった夏南との約束を守り、志真と天を護りたいだけなのだ。

　世の中は、恋こいにはならない愛情で溢れていると思う。それは幸せなことだけど、志真が耀に求めているのはそういう慈じ愛あいじゃない。

「耀さん、キスしたい」

「志真くん」

「キスしてくれたら、ちゃんとするから。がんばるから」

　ずるい言い方だ。だけど今、それが欲しくてしかたない。

　でも、キスしてもらえたら、本当にがんばれる気もした。噓うそはついてない、と噓つきの常じよう套とう句くみたいなことを自分の中で言い訳にする。

　今度は耀が志真の肩口にひたいをぎゅっと押し当てた。そのままそこで「う……」と苦しげに呻うめいて、しばらくの沈ちん黙もくのあと、耀がわずかに顔を上げた。

　志真の頰に、耀の頰が寄せられる。

　するん、と頰と頰がこすれて、それだけで喉のどの奥も、背筋も震えた。

　粟あわ立だった首筋を耀の大きな手のひらで撫でられる。好きな人にただふれられるだけで感じる歓よろこびと多幸感に酔よって、頭の芯しんまで蕩とろけてしまう。

　じいんと痺しびれるような快感に目を瞑つむったとき、耀の唇がそっと重なった。　>>>♥







　◇　７　◇







　夏休みももう少しで終わるという頃、宮ノ下家の人たちと顔合わせをして、後見人を交えた話し合いの場を設け、いずれも顧問弁護士が同席のもと、もろもろの手続きは行われた。

　耀のところですごす最後の夜。耀はいつものようにおいしい夕飯を作ってくれた。みんなが好きなからあげと、コーンと枝豆のすり身揚あげ、いり玉子がのったグリーンサラダに、土ど鍋なべごはんとアオサのお味み噌そ汁しる。耀はあえて最後の日を「特別」にしなかったのだ。日常のまま、新しい日常へ移るために。耀が自分の思いより先に、天と志真のことを想ってくれたからだった。







　九月に入ってすぐ、耀と三人で暮らした家を出て、宮ノ下家に引っ越こした。

　引っ越しの迎むかえの車に乗る寸前まで納なつ得とくできないでいた天を宥なだめながら、耀は志真にこっそりひとつだけ、助け船になる言葉をくれた。

　なんかヤなことあったら、いつでも帰っておいで──耀の最後の言葉を真に受けるなら、今すぐここから帰りたい。

　志真と天の寝しん室しつは、もうひと部屋つくれそうなくらい高い天てん井じようで、どこにいたらいいのかと迷うほど広くてふかふかのベッド、触さわったら怒おこられそうな調度品がいくつも置かれている。着慣れないシルクのパジャマなんて、もはやコントみたいだ。

「しまー、こわいぃぃ」

「え？　あ、あれ？」

　ここへ来て一週間。天は毎晩、志真にしがみついてなかなか寝ねようとしない。

　鹿しかの顔だけが飛び出た剝はく製せいも、やたら高すぎる天井も、部屋の隅すみの巨きよ大だいなキャンドルが部屋につくる影かげも、天にとっては遊園地のおばけ屋や敷しき同然なのだ。

　田でん園えん調ちよう布ふにある宮ノ下家は志真の想像を遥はるかに超こえる大きな屋敷で、敷しき地ち面積は二千平方メートル。門から玄げん関かんが見えなかった。『宮ノ下』は専門学校運営、病院経営、ホテル経営、人材派は遣けん業など、一族で幅はば広ひろく事業を手がけているグループ企き業ぎようだ。

　宮ノ下聡はその中でも中ちゆう核かくを担になうセメント事業を主とする会社の専務。彼が夏南と別れたあとに結けつ婚こんした相手は、曾そう祖そ父ふも祖父も政治家という由ゆい緒しよ正しき家いえ柄がらの女性だった。

　最初はあまりの格式の違ちがいにびくびくしたものの、天のママになる人・麻ま希きは気さくで明るいかんじの優しい女性なので、志真はひとまず安心した。あのやたら厳しい口調が怖こわい宮ノ下の母親は葉は山やまの別宅にいることが多く、ここにほとんどいないらしい。それを知ったときは正直、ほっと胸を撫で下ろした。

「天ちゃん、おっけー。俺があの鹿をやっつけてやろう」

「やっつけるのだめだよ、かわいそうだよぅ。うごいたらどうすんのぉ？」

「だいじょうぶだいじょうぶ」

　ベッドから下りて、丸テーブルにかけてあった繊せん細さいなレースのクロスを手に取った。

　鹿の首の剝製は、下から見上げたらけっこうな不気味さだ。なんだかぞくっとする。

　旧家だからなのか、廊ろう下かには中世の騎き士しが実際に身に着けていた甲かつ冑ちゆう具、豪ごう奢しやなフランス人形などが飾かざられていて、部屋を出ても油断できない。幸い、部屋の隣となりにトイレがあるから夜中に廊下を歩かなくていいけれど、そのトイレもやたら広いから結局怖がって、天のトイレには毎回付つき添そいが必要だ。

　志真は椅い子すを運び、それを踏ふみ台にして、レースのクロスを鹿の剝製にかけた。

「天ちゃん、ほら、鹿のお嫁よめさん」

「…………」

　まったくウケない。

　ちょっとがっかりした気分になりつつ椅子を下りて、ベッドに戻もどる前に巨大なキャンドルの火を消した。

　ベッドに入ると再び天が抱きついてくる。

「天ちゃん……」

「パパに会いたい。パパのホットケーキ食べたい」

「うん。そうだね」

「パパのからあげ食べたい。外はかりかりで中はじゅわ～ってしたやつ。マヨネーズつけて食べたい」

　天をぎゅっと抱だきしめてやる。あんまりその気持ちに同意して一いつ緒しよに盛り上がると、天が本当に「帰る」と泣きだしそうだからこらえるために。

「宮ノ下のおうちのごはんも、すごい豪ごう華かだよ」

「てんちゃんはパパのがいい」

　食べたことがないほど厚くてサシの入った和牛ステーキや、北海道産の稀き少しような鮭けい児じの刺さし身みや、名前も知らないはじめて見る野菜、手のひらからはみ出すほど大きな完熟マンゴー。どれもおいしいけど、なんだかすぐにおなかいっぱいになってしまうのだ。

　マクロビオティックのスイーツもいいけど、天は変な色やかたちのグミを食べたがる。ただでさえ高カロリーなからあげにマヨネーズをプラスなんて、「健康を著いちじるしく損そこないます」ときっと許してもらえない。でも健康管理は大切で、自己管理ができない子どもは大人の言うことを聞いておいたほうがいい。

　全部、頭では分かる。ここが宮ノ下聡の息子むすこである天の本来あるべき生活の場所なのだ。将来のため、健康で、賢かしこく、健すこやかでなければ。

　まだ天は幼くて頭が柔じゆう軟なんだから、お手伝いさんがいる暮らしにも慣れ、そのうち順応するだろうと信じるしかない。早急に決断したことを、いつかは「よかった」と言える日が来るはずだ、と。

　この家でとくにいやなことがあるわけじゃない。むしろ至いたれり尽つくせりで、何不自由ない生活環かん境きようを与あたえてもらって、これで文句を言えば罰ばちが当たるというものだ。

　でも、本当に欲しいものがここにはない。

　──ヤなことあったら、なんて……耀さんがいないならどこだって、いやなんだ。

　耀の姿を思い浮うかべれば、胸が甘く絞しぼられる。

　最後のキスだけが宝物みたいに志真の心の奥深くにあって、それをときどき取り出しては想おもいを馳はせ、ひととき幸せな夢を見る。

　すぅ……と寝ね息いきが聞こえて覗のぞくと、いつの間にか天は眠ねむっていた。目め頭がしらに小さな涙なみだの粒つぶを見つけて、切ない気持ちになる。

「天ちゃん……ごめんね。訳分かんないよね……。あのとき耀さんのところへ行かずに、やっぱりパパじゃなかったって、押し通すべきだったのかな……」

　いまさらなことも口を衝つく。

　みんな大切な人を守ろうとして、よかれと思ってしたことだ──と耀は言っていたけれど、まだすべてを理解しきれない天からしたら、戸と惑まどうばかりでもしかたない。

「俺が天ちゃんを護まもるよ。だいじょうぶだからね」

　たった一度ふれあったキスの思い出だけをよすがに、生きるしかない。

　天のあたたかさに身を寄せて、志真も目を閉じた。







　お手伝いさんに起こされて朝食をとるダイニングへ行くと、料理を担当している別のお手伝いさんと一緒に、麻希がエプロンをつけてキッチンに立っていた。

「料理はときどきやってたんだけど、これからはわたしも毎日できるかぎり作るから。あ、志真くんのお弁当もできてるの」

　そう言って麻希が見せてくれたのは二段重ねの漆うるし塗ぬり弁当箱だ。とても綺き麗れいに盛り付けられていて高級料りよう亭ていの仕出し弁当みたい。たぶん、普ふ段だん馴な染じみのある弁当そのものが、志真が知っているそれとは違うのだろう。そぼろご飯と黒ごまを混ぜたご飯で崩くずすのがもったいないほど綺麗な市松模様が描えがかれ、真ま鯛だいの幽ゆう庵あん焼きやローストビーフが入っている。

「すごい綺麗で豪華……ありがとうございます。友だちがきっとびっくりします」

「天ちゃんには、あしたのおやつにどら焼き作っちゃおうかなって思ってるよ」

　天は「どら焼き？」と首を傾かしげている。

「ふかふかのホットケーキみたいな生き地じであんこを挟はさむの。天ちゃん、あんこも好きって言ってたよね」

「てんちゃんホットケーキ好き！」

「じゃあいっぱい作っちゃお」

　ズレた会話なのにふたりの間では成立している不思議。あまり細かいところに拘こだわらない者同士、案外気が合うのかもしれない。

　天の保育園はそのまま、田園調布から渋谷まで通うことにした。急に生活の何もかもが変わると戸惑うだろうし、しばらくは様子見で。

　電車で通うと片道一時間くらいかかるので、毎日ドライバーさんが運転する車で送おくり迎えをしてもらっている。志真ひとりなら電車でいいけど、天のためにしばらくは甘えることにしたのだ。

　バターロールにクロワッサン、スクランブルエッグとウィンナー、ベーコン、スープにサラダ、フルーツ、まるでホテルの朝食だ。庭で新聞を読んでいた宮ノ下も揃そろい、四人でテーブルを囲む。

　必要なもの、気になることがあったら遠えん慮りよしちゃいけないよ──と宮ノ下は気を配ってくれるけれど、「鹿の首の剝製が怖いです。シルクのパジャマが落ち着かない」なんて言いにくくて今日も「いいえ」と首を振ふってしまった。

　天を連れて「行ってきます」と宮ノ下家を出る。

　大きな車の後部座席にふたりでちんまりと座って、通勤中のサラリーマンや、バス停に向かって駆かけていく学生、スマホを片手にダルそうに歩いている人を車窓から眺ながめた。

「みんな暑そう……」

　残暑厳しい朝、何十分も天の手を引いて歩かなくていい。でも毎朝迎むかえに来てくれていた友だちとのおしゃべりはない。いつも部活が忙いそがしくてなかなか遊べない簑田と話しながら歩けばあっという間で、楽しい時間だった。

　──帰りたいよ、耀さん。

　だけど声には出せない。ドライバーが聞いているから。いちいち告げ口することもないだろうけれど、主人への不満を言われているようでいい気分にはならないはずだ。

　ふつふつと、気き泡ほうみたいなストレスがたまっていく。

　スマホを出して、耀の携けい帯たい番号を眺めた。かけようかと思いつつ、耀の家を出てまだ一度もそうできていない。声を聞いたら、たった一週間やそこらで弱音を吐はきそうだからだ。

　耀だって困る。困らせたくない。どこから間ま違ちがいで、どの判断が正しかったのか省かえりみたところで無む駄だだと分かっていても、志真が頼たよればそれを考えずにはいられなくなる。きっと耀も自分自身を責めるだろうから、苦しめたくない。

　天が志真の手をぎゅっと握にぎってきた。じっと見つめてくる天ににこりと微笑ほほえみ返す。

　保育園に着くまで、志真は天と手を繫つないでいた。







　宮ノ下家で生活をはじめてひと月ほど経たって天もだいぶ慣れたのか、あまり夜を怖こわがらなくなった。鹿しかの剝はく製せいに向かって輪投げをするというやんちゃっぷりを発揮して、宮ノ下が大笑いしていた。しかもそのあと宮ノ下が一緒に輪投げをしたものだから、ふたりはそれを境に打ち解けたようだ。

　よかったなぁと思う。でも心のどこかが寂さみしいと感じる。

　新しい刺し激げきに上書きされて、天の中からいろんなものが消えていく気がしてしまう。

　土曜日の午前中に補講が行われ、正午過ぎに志真が帰宅したら、天は麻希と一緒に庭でシャボン玉を吹ふいていた。

　庭は天のおもちゃでいっぱいだ。『ようかいマン』の三輪車、『ようかいマン』の泥どろ遊びグッズ、『ようかいマン』のようかい召しよう喚かんコンパクトＤＸ。そしてアンティークのアイアンテーブルには食べかけのくまさんのかたちのホットケーキ。

　麻希は『ようかいマン』のキャラクターを覚えて、今じゃ家の中の誰だれよりも詳くわしい。

　麻希の吹く大きなシャボン玉に向かって手を伸のばし、きゃいきゃいはしゃぐ天に、どうしようもなくどろりとした感情が湧わいてしまって、志真はそこをそっと離はなれた。

　天は夏南のことを忘れるのだろうか。物心ついたときからパパと思っていた耀のことも、いっとき一緒に過ごした楽しい日々のことも、耀が作ってくれたホットケーキの味も。

　母親が早くに亡なくなったことやつらい記き憶おくは薄うすれるほうがいいのかもしれない。抱かかえて生きるのはつらいから、人は痛みを伴ともなう記憶を消しながら進むのだ。分かっているけれど、割り切れない自分がいる。

　なんだかすごく寂しい。

　耀に会いたい。







　土曜日の午後のこの時間、耀は料理教室のはずだ。

　直接会ったら弱音をはいてしまいそうだし、帰りたくなくなりそうだから、耀の姿だけ見るつもりで。

　料理教室のガラスは普ふ通つうとは逆のマジックミラーになっていて、外側から眺めるには恰かつ好こうの場所だ。万が一耀に気付かれてもあっちは仕事中で声すらかけてこられない。

　料理教室に着いたときはどうやら仕上げの段階で、耀は盛り付け方をレクチャーしていた。

　入り口の案内板によると今日は特別プログラムらしく、『ブログでの料理写真の撮とり方』となっている。耀のほかにカメラを構えた男性が見えるからその人は今日の講師なのだろう。

　いつだったか藤森が「料理はエンターテインメント、が俺の信条なの」と言っていたので、この逆マジックミラー仕様にしても、料理の写真の撮り方にまで内容が及およぶのも納なつ得とくできる。

「めがねないとき、ほんとイケメン」

　でも残念仕様の耀のほうが好きだ。ちょっとぼさぼさで、古着っぽい恰好がお似合いで、今よりずっとセクシーだなと思う。

　触さわりたい。触られたい。よしよしとかぽんぽんとかされたい。友だちにはそんなことを望んだりしないから、耀だけ別格なのだ。

　やがて料理教室が終わって生徒の女性たちが次々と出てくるのを、志真は少し離れたところから確かく認にんする。

　会わずに帰ればいいと思っていたのに、こんなに近くにいると思ったら欲よくが出た。

　声だけ聞いたら、と自分に甘い条件に緩かん和わする。「元気だよ。宮ノ下さんも麻希さんもいい人で。楽しくやってるよ」と言えばいい。それは噓うそじゃないし、天など「もう忘れたの？」と訊ききたくなるくらい馴な染じんでいるのだから。

　カメラマンの男性も建物から出てきた。もうあとは耀だけかと思って覗のぞくと、藤森が中にいた。耀と話している。

　耀は藤森に何かを言われて笑っている。パリッとした白シャツにアップバングで、整った顔を惜おしげもなくさらしている。いつものめがねがないし、何度見ても別人だ。

　藤森と耀の距きよ離りが近くて、なんだかそれを盗ぬすみ見している気分でどきどきする。藤森の顔がいっそう耀に近付いて、頰ほおにふれたかと思った。

　──そうだ……藤森さんとの関係については耀さんに訊いてない。確認してないんだ。

　天の本当の父親が現れるという衝しよう撃げきで、その辺が頭から吹っ飛んでいた。

　藤森もゲイで、耀もそうなのだから、ふたりは恋こい人びと関係にあってもおかしくない。恋人でなくても、身体からだだけの関係はあるのかもしれない。

　──セフレ。

　簑田の推測を急に思い出して、胸がいやな強さで鼓こ動どうを速める。

　耀が志真のキスを最初拒こばんだのは、藤森に対する罪悪感があったからではないだろうか。

　どうしても、と志真が縋すがって欲しがったから、しかたなく。

　耀がしてくれたキスは、軽くふれるだけのものだった。それでも死ぬほど嬉うれしくて、その日はいろんな興奮が重なったせいでぜんぜん眠ねむれなかった。

　でもそれきりだ。こちらから連れん絡らくを入れずに言えた立場じゃないが、耀からも連絡はいっさいない。まるまるひと月。耀の世界もあれからひと月動いている。

　天が少しずつ変わっているように、耀も。

　なんだか自分だけが耀と過ごした日々に取り残されている気がする。あのときのキスの場所に自分ばかりが還かえりたがっているみたい。

　どこにいても寂しくて、志真はうしろによろめいた勢いでその場から立ち去った。







　夜になって、「今日はわたしと寝ねてみない？」と麻希が天に話しているのを聞いて、どきんとした。

　そうしてみれば？　と天に笑ってあげればいい。なのに、天がどう返事をするのか怖くて耳を塞ふさぎたくなってしまう。

「でもねー、しまも、しかさんが怖いんだよ。てんちゃんがいないとしまは眠れないかも」

「そっか……分かった。また今度ね」

「うん」

　麻希は志真に向かって「ふられちゃった」と笑っている。この程度でめげないところも彼女のいいところだ。この人が本当にこのまま天のママになってくれるなら、天の未来は明るいかもしれない。

　天と手を繫いで「おやすみなさい」と挨あい拶さつをし、階段を上がって自室へ向かう。部屋が広いから、たとえ同じ部屋で志真が勉強のために机の周りの電気を点つけても、天の睡すい眠みんを妨さまたげない。

　寝かしつけるまで天とおなじベッドに入って、志真はスマホを取り出した。

「しま、しゃしん見せてー」

「なんの写真が見たい？」

「ママ」

　どきんとした。自分の本当のママのことをもう忘れたのかと、つらい気持ちになっていたのを見み抜ぬかれているような心地ここちだ。

　夏南の写真を出して天に見せる。天は「ママだ」と写真に向かって笑った。

「きょうね、まきちゃんといっしょに、ママにおてがみ書いたよ」

「天ちゃん、まきちゃんって呼んでんの？」

「まきちゃんとかー、まーちゃんとかー、まっきーとか、いろいろだよ。でね、ママにおてがみで、まきちゃんのことをおしえようと思って。おもしろいおねえさんだよって書いたよ」

「そっか」

「てんちゃんのママになりたいんだって。いちばんめは天国にいるママで、まきちゃんはにばんめでいいんだって」

　天は夏南の写真に向かって話している。それからくるりと志真のほうを見て、「ママがふたりって変？」と訊いてきた。

「ぜんぜん変じゃないよ。保育園の他ほかのお友だちはママひとりかもしれないけど、ふたりいても変じゃない」

「だよね。うん。てんちゃんおとくだよね。パパもふたりいるもん」

　おとく、という言い方に噴ふき出した。ときどき大人びた言こと葉ば遣づかいで、使い方を間ま違ちがっているのがかわいい。

　天は勝手にスマホの画面をスワイプさせて、次々と流れる写真を眺ながめている。

　このまま画面が進むと耀との思い出の写真が出てきてしまう。それを見せるのはまずいと思い、「天ちゃん、ちょっと返して」と声をかけるけれど、天がスマホを離してくれない。

「あっ、パパだ！」

　天は嬉しそうににぱっと満面の笑えみを浮うかべて、志真にもそれを見せてくる。志真も胸がきゅっと詰つまる心地がした。だって会いたくなるから、耀の写真をなるべく見ないようにしていたのだ。

　次もその次も、耀と天、三人の思い出が続く。

「……パパに会いたい」

　スマホの画面には、耀と泣きべそをかいた天が顔を寄せ合っている写真。遊園地のおばけ屋や敷しきから出てきた直後の場面だ。

　はっと気付いたときには、天が今にも泣きだしそうな表情になっていた。

「……パパに会いたい。会いたい。会いたい」

「天ちゃん」

「パパに会いたいよ。パパのホットケーキ食べたい。からあげ食べたい。だってママはもう会えないけど、パパは会えるでしょ？」

「だめだよ天ちゃん。天ちゃんのパパは宮ノ下さん。耀さんはママのお友だちなんだっておしえたよね？」

「ちがうもぉん……パパだもん。ママはふたりでもいいのに、なんでパパはひとりじゃなきゃだめなの？」

　説明しても複雑すぎて伝わらない。

　天は一度スイッチが入ったら暴走して「パパにあーいーたーいー！」と騒さわぎ始めた。

「天ちゃんしずかにして。みんなびっくりしちゃうから」

　宮ノ下の家の中の全員が「ほら見なさい。急ごしらえの家族なんてこんなもの」と思ってしまう。まだどこか探さぐり合っているような危あやうさの中で、互たがいが家族になろうと必死なのだ。麻希の気持ちも宮ノ下の覚かく悟ごも分かるからこそ、放ほうり投げられない。

「やーだーっ！　てんちゃんががんばったらごほうびあげるってパパが言ったもん！　がんばったもん！　パーパー！」

　たしかに耀の家を出るとき、なんとか天を宥なだめ賺すかそうと耀がそんな口約束をしていた。

　子どもってその場しのぎの約束だけはしっかり覚えてるのよね、と夏南が言っていたことを思い出す。

「天ちゃん！」

　いつもはこんなゴネ方をしないのに、急にどうしたのかというほどだ。

　天はこれまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすように「パパ！　パパ！」と連呼している。

　志真も焦あせりで苛いら立だって、頭がかっとなった。

「耀さんはパパじゃないんだってば！」

　つい声を荒あららげてしまい、天もぴたりと動きをとめる。

　天の唇くちびるがうぐうぐと震ふるえ、ついに、屋敷中に轟とどろくほどに、びやあああああっと泣き出した。

「天ちゃん、ごめ……ごめん。でも、だってさ……」

　あの人もパパなんだよと、いつまでも言い続けていられない。

　天が志真に抱だきついてきて、そこでぎゃうぎゃうと泣いている。　>>>♥

「ごめんね、天ちゃん。でも俺もどこまで、天ちゃんに本当のこと話したらいいのか分かんない」

　天が落ち着くまでは「耀さんもパパだね」と同意してあげるべきなのか、それは噓なのだからちゃんと真実をおしえるべきなのか。

「天ちゃん、泣かないで。俺もどうしたらいいか分かんないんだよ」

　よしよしと天の頭と身体からだをさすった。天も小さな身体と頭と心で、周りに合わせようと今日まで必死だったのかもしれない。脳天気にシャボン玉を飛ばしていたのでもなく、大人が望む自分でいようとがんばっていたのかもしれない。

「天ちゃん、耀さんに会いたい？」

『パパ』じゃなく、『耀』ならいいんじゃないかと、どうにか辻つじ褄つまを合わせる。

　天はぼろぼろ泣きながらもこくんと頷うなずいた。もう耀のことをパパとは呼ばず、ただ頷いて涙なみだ声ごえで「会いたい」と言う。

「……俺も、耀さんに会いたい。ふたりで会いに行こう」

　会いに行く約束をしたら天が安心したようにすうっと眠りに落ちたので、志真は耀にメッセージを送るために天を抱いたままスマホの画面を操作した。







　パパに会いたいと泣き叫さけんだ天に触しよく発はつされて、もやもや燻くすぶっていたのが吹ふっ切れた。何がなんでも耀に会いたくなった。

　耀を困らせるかもしれないし、もう頼たよっちゃいけないと思っていた。

　でも耀にＬＩＮＥで『行っていい？』と訊たずねると、あっさり『おいで』と返事が来た。『月耀』には昼時に着くから、『天ちゃんスペシャルホットケーキ』をリクエスト済みだ。

　会いたいから会いに行く。耀に会うことで、天の気持ちや状じよう況きようがまた振ふりだしに戻もどるかもしれないけれど、ふたりとも限界だったのだ。

　それに、耀と藤森の関係が決定的になったわけでも確定してるわけでもないのに、ただの想像に惑まどわされて会いに行くことをためらうなんて、そんなのばかげている。

「天ちゃん、迷子になるから離はなれちゃだめだよ」

「うん」

　天の手を引いて日曜日でいっそう混雑している渋谷の人ひと混ごみを歩いた。

　今日、宮ノ下の人たちには「松濤の友だちのうちに遊びに行く」と言って出てきた。噓うそをつく必要はなかったかもしれないが、なんとなく、天との関係を築こうとがんばっている人たちに「耀のところ」とは明かせなかったのだ。

　昨晩、耀に送ったメッセージにはつい『天ちゃんが耀さんに会いたがってるから』と書いてしまったけれど、本人に会ったら自分も会いたかったんだとちゃんと伝えるつもりだ。

　耀にとって自分は十七歳の子ども。十近く年が離れている高校生なんて恋れん愛あいの対象にならないかもしれないけど、ガキだからという理由なら大人になるまで我が慢まんするし、好みとズレてるならその好みとやらを訊きく。そもそも好きじゃない、ってことならしょうがない。その場合は大だい失しつ恋れんなので、簑田のところへ行って昼間っからノンアルコールでくだを巻こうと勝手に予定を組んだ。

「あっ、『ようかいマン』！」

「わ、天ちゃんっ」

　天が志真の手を振り切って、『ようかいマン』のカプセルトイの販売機に駆かけ寄って行く。

　天を追いかけると、店先の販売機の裏には『ようかいマン』のグッズが少し並べてあり、これは三十分くらい動かないかもなー、といやな予感がよぎった。

「メダル！」

「あーはいはい」

　今日、麻希に遊びに行くと言ったら、手て土産みやげの分のお金と一いつ緒しよに「天ちゃんに何か買ってあげて」とおこづかいを預かっている。

「いいよ。でも二回までな」

「にしゃくえんっ」

　天に百円玉を二枚握にぎらせて、耀にＬＩＮＥをするためにスマホを取り出した。

　ちょうど簑田から『今何してんの』とＬＩＮＥが来て、カプセルトイのメダルをゲットした天の写真に続けて『渋谷で寄り道』と送信ボタンをタップする。

『今から耀さんとこ。今日はミノっちの家にいることになってる』

　ちらりと下を見ると天が次のガシャポンの二百円を要求してくる。

「どうぞ」

「ありがとっ」

　簑田からは『えっ何っどしてっ』と、右往左往するうさぎのイラストスタンプ付き。

「何変な想像してんだよ」

　ちょっと笑って『なんでもないけど、なんとなく。家の人に悪くて。そんだけ』と再び送信した。

　簑田からの最後のＬＩＮＥは『いっそ告っちゃえよＹＯＵ！』とのメッセージと、『ＦＩＧＨＴ！』のスタンプ。

　励はげまされた気分になって、ひとりでにやつく。

　ようやく耀に『三十分くらい遅おくれます』とメッセージを送信して、ふと足もとを見るとそこにいたのは天じゃなかった。

「えっ……天ちゃん？」

　周りを見み渡わたしたけれど、天の姿がない。

　裏手の『ようかいマン』のグッズのコーナーを覗のぞくが、そこにもいない。

　ぞっと背筋に冷たいものが走り、「天ちゃん！」と声を張り上げた。

　雑ざつ踏とう、喧けん騒そう、街頭モニターのスピーカーからドォンと大音量で流れる音楽。

「天ちゃん！」

　ぐるりと回って目眩めまいがした。店内は子どもが好きそうな雑貨などがたくさん並んでいる。惹ひかれてふらふらと入ってしまったかもしれないと思って店の中に飛び込んだ。

　天の名前を呼びながら歩く。狭せまい店内は通路の幅はばが狭くて、そこに座り込むようにしている女子高校生らを「ちょっとごめん」と避よけ、志真は懸けん命めいに進んだ。

　店内にいない。捕つかまえた店員に「五歳くらいの男の子を見ませんでしたか？」と訊いたが「いや……」と答えが返ってきて、志真は今度は外へ飛び出した。

　見失った辺りから少し範はん囲いを広げてみる。

「天ちゃん！」

　どこにもいない。息が上がる。

「天ちゃんっ……」

　頭の中は「どうしよう」でいっぱいで、脳みそが吹っ飛んだみたいに何も浮うかばない。

「け、警察……」

　言葉に出すと、急に怖こわくなってくる。

　天が迷子になってしまった。誘ゆう拐かい、連れ去り、事故、あらゆる悪いことが頭を掠かすめる。

「交番、……交番……」

　動転して方向感覚までおかしい。志真はとにかく近くの交番を目指して走った。

　交番に飛び込んで警察官に状況を相談すると、「ひとまず落ち着いて」と長なが椅い子すに座るよう促うながされた。

　警察官はすぐさま、見失った店舗周辺に迷子の情報を当たってくれている。

　──耀さんに会えることで浮かれてた。

　小さな子どもが唐とう突とつに何かに興味を惹かれて周囲が見えなくなるのはしかたないのだから、保護する者は目を離してはいけなかったのだ。

　──天ちゃんに何かあったらどうしよう……！

　膝ひざの上で組んだ両手が小刻みに震ふるえる。背筋にずんと寒気が走る。

「……耀さん……」

　仕事中だと分かっているけれど、非常事態だ。

　スマホの番号にかけると耀はすぐに出てくれて、「天ちゃんと渋谷ではぐれた」と泣きそうな声で説明すると、『そこで待ってて』とだけ言われて電話は切れた。

　ひとりで待つ間の十五分がとてつもなく長く感じられる。

　交番に耀が現れたとき、怖さと耀が来てくれた安あん堵どで頭の中はぐちゃぐちゃで、耀が「ご迷めい惑わくをおかけしてます」と警察官らに挨あい拶さつをする間、長椅子から立つこともできなかった。

　声も発せないでいる志真の隣となりに耀が座り、頭を肩かた口ぐちに引き寄せられる。くしゃくしゃと髪かみを撫なでられて、そこにひたいをつけたまま「ごめんなさい」とようやく言えた。

「警察の人が探してくれてるんだろ？　だいじょうぶ」

「……うん……」

　身を起こして、警察官に説明したのと同じことを耀にも伝える。

　目を離した隙すきに、とよくニュースで聞くが、ほんの一分ほどの間のことだ。でも警察の人の話によると、一分もあれば子どもの足でも五十メートルくらいは離れてしまうらしい。あの人混みで五十メートル。見失うのは当然だ。

　浮かれすぎて、気もそぞろだった。迂う闊かつだった。スマホを弄いじっている間の一分を軽く考えていた。

「志真くん」

　耀が志真の手を握って、恐きよう怖ふで血の気が引いた冷たい指をさすってくれる。その耀の指を、志真は縋すがるように摑つかんだ。

「どうしよう……天ちゃん、どこに」

　ぎゅっと目を瞑つむり、心の中で夏南を呼ぶ。

　──夏南、天ちゃんを助けて。見つけて。きっと泣いてる。お願い……！

　耀が来てくれてからさらに十五分ほど経たったとき、「あ、見つかった？」と警察官が無線に向かって応答する声が届いた。







　大泣きしているかと思いきや、保護されて交番に連れてこられた天は涙なみだひとつこぼしていなくて、妙みようにきりりとした顔つきだったから、会った瞬しゆん間かんに耀は笑っていた。

「今思い出しても笑ってしまうな。天ちゃんよく泣かなかったな。えらい」

　耀に褒ほめられて、天はにこにこしながらご所しよ望もうの『天ちゃんスペシャルホットケーキ』をぱくぱくと食べている。

　衝しよう撃げきの迷子事件のあと、『月耀』には予定より二時間ほど遅おそく到とう着ちやくした。

　天は耀にそっくりな人を見つけて耀だと思い込み、その人を追いかけてしまったらしい。耀は『月耀』にいるのだからそんなはずはないのに。あまりにも耀に会いたかったせいかもしれない。

「あのときの天ちゃん、闘たたかいから戻もどった戦士みたいだった」

　耀も「ほんとそう」と笑った。こうやって笑い話になってよかった、とあらためて思う。

　勇ましく交番に入ってきた天は志真の顔を見上げて気まずそうに「やらかしたぁ」と言い、警察官を含ふくめて笑いを誘さそっていた。

　天が泣かなかったのは、志真とはぐれた怖さより、勘かん違ちがい暴走で迷子になるという失態からどう挽ばん回かいしようかと考えあぐねていたからだった。立ち尽つくして茫ぼう然ぜんとしていたら、親切な人が声をかけて保護してくれたらしい。

　それまでは涙ひとつ見せていなかった天だけど、耀に「おいで」と抱だっこされたら緊きん張ちようがとけたのか涙を浮かべて「パパ」としがみついていた。天にとって、耀はまだパパだった。

　そんな事の顚てん末まつもすっかり忘れたみたいに、天は志真の向かいでホットケーキの最後のひと口をあーんと食べている。

「天ちゃん意外と豪ごう傑けつだった」

　志真が苦笑いすると天は「おけつー？」とフォークを振ふり上げる。

「ご・う・け・つ。肝きもっ玉がすわってる、って意味」

　すると耀が「それも分かんないだろ」と笑った。

　無事に見つかったから笑い話になっているけれど、天が見つかるのを待つ間、いろんな悪い想像が頭をよぎった。待つしかない志真にはただただ恐怖の時間だった。

　楽しそうにしている耀と天を前に、あたらたまってきちんと座り直す。

「耀さん……今日は迷惑かけてしまって、本当にごめんなさい」

「いや。何事もなくてよかったよ」

　耀は横に座る天の頭をくしゃくしゃと撫でて微笑ほほえんでいる。

　しかし本来は真っ先に、家族である宮ノ下のほうに連れん絡らくすべきだった。なのに頭から完全に抜ぬけていて、事後報告になってしまった。

　宮ノ下の家に電話を入れた際、正直に「耀さんのところに来てて、今日はこちらに泊とまります」と話をした。迷子騒さわぎで天も志真も疲ひ弊へいしていたし、だいぶ時間をロスしてしまって、耀から「あちらがいいなら泊まってけば？」と提案されたからだ。

　電話に出た麻希が少し不安そうだったので、「始発でいったん家に帰ります」と言い添そえると『朝の登校前までに必要な荷物をドライバーさんに運んでいただくから、あとでメールしてね』と言ってくれた。持ってきてもらえるならありがたいので、そう礼を述べて通話を終えた。

　噓うそをつくのはよくないとつくづく感じる。あした帰ったらもう一度ちゃんと謝って、天の様子や自分の今の気持ちを正直に話してみようと思う。

　天は大人たちに調子を合わせてふるまっているけれど、まだ戸と惑まどって混乱していること。天が爆ばく発はつしたように大泣きしたこと。それで自分もどうしたらいいのか悩なやんでいることも。

　話して分かってくれないような人たちじゃない。家族を構築していく中でこんな基本的な部分で遠えん慮りよをしていたらいい関係を築けないから、天がちゃんと宮ノ下の家族になるために、こそこそ逃にげるんじゃなく、前向きな気持ちで向き合うべきだと反省した。

「それに耀さん、お店の時間だったのに……」

「ちょうど藤森さんがいたから、店番してもらえたし」

　耀は店をいったん閉めて駆かけつけてくれた。藤森にも迷惑をかけたのは申し訳なかったけれど、あいかわらず頻ひん繁ぱんにここにいるらしく、いよいよ本当に恋こい人びと同士なのではと思えてくる。

　カフェに客が入ってきた。耀が「いらっしゃいませ」と声をかけてテーブル席を立つ。

「泊まると決まったんだし、あとでみんなで夕飯の買い物に行こう」

　耀に提案されて、志真は「うん」と頷うなずいた。







　久しぶりの耀の手料理を天は「おなかがやぶれるぅ」というくらいに食べて、そのあとすぐにうとうとし始めた。

　お風ふ呂ろには先に入っていたから、半分寝ねている天の口を開けて半ば強ごう引いんに歯は磨みがきをし、リビングの隣の部屋に天を寝かせた。三人で暮らしていた頃ころも、志真と天の寝しん室しつとして使っていた部屋だ。

　耀とふたりで天の寝ね顔がおを眺ながめて、「ほんと天使だね」と微笑みあう。

「宮ノ下の家ではなかなか寝なくて……。それでも最近はだいぶ慣れたかなって思ってたけど、この寝落ちっぷりはひさびさに見た」

「あっちでの生活に、まだ慣れないかんじ？」

「最初の頃よりは落ち着いたなって感じてたんだけど……」

　宮ノ下家での生活について耀に話すために天の寝ね床どこを離はなれて、ローテーブルの前に戻った。

　リビングの明かりが漏もれないように、フットランプだけ。背後のローソファーを背もたれにして、耀と並んで座る。

　耀にこのひと月ほどの間にあったことをひとつひとつ話した。

　天は周囲の状じよう況きようをよく見ていて、本当に言いたいことやしたいことを我が慢まんしてしまう性格なのに、志真も新しい生活の不安から気が回らなくなっていたと思う。天が夏南や耀との生活を忘れて、宮ノ下の夫ふう婦ふに懐なついていると勘違いをしてしまった。

　焦あせっていたつもりはないけれど、天にはいろいろとプレッシャーだったのだろう。「がんばったもん！」と泣いた天の言葉がすべてを物語っている。

　天の中にはママもふたり、パパもふたりいる。耀はパパじゃない、という事実をまだ完全に受け入れきれていない。耀はそれについて「俺のことは『月耀にいるパパみたいな人』でいいんじゃない？」と言った。

「世の中にけっこういるだろ。父親代わりとか、父親みたいな人とか。『パパじゃない』って全否定するんじゃなくて、ちょっと和やわらげてやればいいかもな」

「あ……なるほど……そっか」

　噓もだめだけど、ただ真実ばかり頭ごなしに言えば、天の心がそれを受け入れきれない。焦らずゆっくり、天が無理をすることなく自然に受け入れられるまで、みんなで見守ってやりたい。

「宮ノ下さんにも、ちゃんと相談するつもり。耀さんに今話したようなこと」

「……そうだな」

　全部話したらいくらか気分がすっとした。

　ふうっとため息をついて膝ひざを抱かかえていたところに顔を伏ふせる。すると宥なだめるように後頭部をくしゃくしゃと撫なでられた。

「いつでも帰っておいでって言ったんだから、我慢しないでもっと早く連絡くれたらよかったのに」

「がんばんなきゃって思った。耀さんだって、ＬＩＮＥも電話もくれなかったじゃん」

「俺は、志真くんと天ちゃんががんばってるのに、こっちから水をさすのはよくないと思ったし。それに、我慢してた」

「我慢？」

　志真は顔を上げて隣となりの耀を見つめた。

　耀も会いたいと思ってくれたということだろうか。

「なのに、『天ちゃんが耀さんに会いたがってるから』ってさ。そこに志真くんの気持ちはないのかよって、ちょっと思いました。大人げないけど」

　クレームがついた。だけどそれは天を隠かくれ蓑みのにしただけだ。

「あ……会いたかった？」

「会いたかったよ。志真くんと天ちゃんが急にいなくなって、寂さみしかった」

　ふれようとするとすっと躱かわされるみたい。少し勇気が削そがれて、逆に反はん撃げきだ。

「耀さんはいつもどおりに見えたけどな。ていうか、むしろいきいき楽しそうに見えた」

「見えた？」

「道玄坂の料理教室、端はしっこから覗のぞいたとき」

「えっ、声かけてくれたらよかったのに」

「藤森さんといちゃついてたくせに」

　耀は目を瞬しばたたかせて「いちゃついてないし」と心外そうな顔をする。

「ほんとはふたり、つきあってんだ」

「つきあってないよ」

「じゃあ、エッチはしてる」

「してないよ。……ていうか、志真くんの口から『エッチ』とか出るの意外すぎて」

「どういう意味だよ。どうせろくに経験ないクソガキだけど、俺だって……」

　しゅわわわわと声が窄すぼむ。エッチはおろか、耀としたキスがはじめてだ。

「ろくに、ってことは、……ちょっとはあるんだ？」

「耀さんとキスしたじゃん！　あれだけだよ。分かってるくせに……言わせんな」

　再び声が勢いをなくす。でも藤森とつきあっていないし、特別な関係はないと分かったら不安は消えた。あとは耀がどう思ってくれているかだけだ。

　子ども扱あつかいでも、庇ひ護ご欲よくでもなくて、恋こいをしてほしい。

「あのときのキス……最初、耀さんに拒こばまれた。むりやり頼たのみ込んでキスしてもらうとか……最悪なのに、気持ちよくて……」

　──キスしてくれたら、ちゃんとするから。がんばるから。

　そんな言い方でなきゃ、キスしてもらえない。

　悲しくて心は乱れたのに、耀のキスは甘くて優やさしくて、思い出すだけで肌はだが粟あわ立だつ。

「拒んだっていうか……いやだったわけじゃないよ」

「引き剝はがそうとしたくせに。俺は『離れたくない』って言ったのに」

　離れなきゃいけないのは分かっていたけれど、そういう物理的な距きよ離りだけじゃなくて、心も傍そばにいたかったのだ。

「歯止めが利きかなくなるだろ……俺が」

「……え？」

「志真くんは高校生だし、夏南の弟だし。俺に頼たよる気持ちを何かと勘かん違ちがいしてるだけかもしれないのに、キスなんてしたら……俺のほうが暴走しそうで」

「……そ……」

　それはつまり、耀も好きでいてくれたということ──頭が真っ白で、茫ぼう然ぜんとしてしまう。

「……拒きよ否ひしたわけじゃなかったの……？」

「離れなきゃって話をしてるのに、大人の裁量で我慢しなきゃだめだろここは、って。なのに踏ふん張りきかずに、志真くんの『がんばるから』っていう言葉にのっかって、我慢できずにキスしてしまって……」

　じゃああのとき耀が肩かた口ぐちで苦しそうに呻うめいたのは、こらえようとしていたということだったのだろうか。

「ただ頼って頼られてっていう関係じゃなくて、俺がほしかったのは志真くんの気持ちだ。こんな寂しいからどさくさみたいな、慰なぐさめる行こう為いと、好きのキスがごっちゃみたいなの、だめだろって思ったんだ。俺は本気だから、志真くんの気持ちが本物なのか、志真くん自身がちゃんと分かるまで待ちたかった」

　まじめに、誠実に、耀は考えてくれていたのだ。それが伝わる言葉に胸が熱くなる。

「勘違いじゃないし」

「困ってるときにたまたま現れて傍にいた大人だったから、志真くんの想おもいはいっときのものかもしれない、とも思った」

「それミノっちにも言われたけど」

　耀は簑田の名前を出した途と端たんに、ぐっと眉み間けんを狭せばめた。

「きみたち普ふ段だん、どんな話してるんだよ」

「耀さんのこと好きすぎて、俺が藤森さんにすごく嫉しつ妬としちゃう話とか」

「今さらっと大事なこと言ったよな」

　志真ははっとして、耀のほうに身体からだを向け、正座してきちんと姿勢を正した。まっすぐに見つめて、ひとつ息を吸う。

「俺、ほんとに耀さんが好き。頭の中が耀さんでいっぱいになって、勝手に不安になったり、嬉うれしかったり、……エッチな想像もするし。だいぶ年下の高校生ですが、つきあってください」

　ごまかしや曖あい昧まいなのじゃなく、ちゃんとした返事が欲しくて、はっきりと口にした。

　ただでさえ「その恋は勘違いなのでは」なんて疑われている。こちらが高校生で恋に未熟だというのを気にして、志真がいつでも引き返せるように、耀のほうから逃にげ道など作ってほしくない。

　耀は嬉しさをこらえるように笑って「正座で告白は新しん鮮せん」と、志真の手を握にぎった。

「最後はなんか駆かけ足の『つきあってください』もかわいい」

「大事なとこ早く言わなきゃって思って」

　耀も正座の志真と向き合って、膝を突つき合わせて話すのかとちょっと笑ってしまったら、繫つないだ手を耀のほうに強く引かれた。

「わっ……」

　倒たおれ込む勢いで耀の胸むな元もとに抱だきしめられる。

　耀は志真の身体をしっかりと受けとめながら、ローソファーにもたれかかった。

　耀がかけていためがねを外してテーブルに置くと、志真の顔をじいっと見つめてくる。

　もしかしてあんまり見えないのかなと心配になっていたら、耀が「ううっ」と呻いた。離はなすまいとでもするように、ぎゅうぎゅうと両りよう腕うでに閉じ込められる。

「俺も、好きだよ。志真くんは一いつ生しよう懸けん命めいで、まっすぐで、優しいね。志真くんの喜ぶ顔が見たくて、俺の傍にいるの幸せだって思ってほしくて、好きになってほしくて必死でした。志真くんはがんばりやさんの我が慢まんしぃだから、俺の傍にいるときは甘やかしてかわいがりたい」

　耀から幸せをたくさん貰もらった。耀の優しさが詰つまったお弁当やごはんを食べて、頭の天てつ辺ぺんからつま先まで耀がくれた幸せがひたひたになるまで染しみ込んでいる。

「前に俺が、好いてほしい、って言ったとき、志真くんが『好いてます』って答えてくれたことあったろ。お互たがいそのときは恋って意味じゃなかっただろうけど、俺はあれにとてもどきっとしてしまった。自分から話振ふっておいて、意識する結果になったかも」

「俺も耀さんのあれ、どきっとした。好きって言葉には心を摑つかむ魔ま法ほうがあるって耀さんが言ってたけど、本当だね」

　でも惹ひかれてなければ流れてしまう言葉だ。琴きん線せんにふれる、ってリアルにそういうことなのかもしれない。

「あと、あの大量のおかゆ作ってくれたときも、かわいくて、萌もえた」

　耀に髪かみをぱくぱくと食はまれながら「それ今言う？」とぼやく。

「俺はごはんを作るの仕事だから、いろんな人にたくさん作ってきたけど、親以外に作ってもらうってのはじめてだったし。ほんとはできないのに俺のために必死なんて、刺ささるよあれは」

「風邪かぜひいて弱ってるときに俺ほんと最悪なことした。耀さんのはじめてが、いやがらせみたいなメシマズで。なんでそれで萌えるかな。耀さん変だよ」

　耀の唯ゆい一いつなのに、それがあの大失敗の茶色のおかゆ。申し訳なさすぎるだけなのに。

「俺のためにがんばってる姿見て、たまんなかった。それに志真くんは俺が傍にいないとごはんも食べられないのかって。俺がいないと生きてけないくらい幸せにしたいと思った、本気で」

　思い出したようにまたぎゅうううっと耀に抱きしめられる。

「志真くんがかわいくて、胸がぐずぐずに焦こげそう」

　埋うずめた胸元で、すうっと耀のにおいを吸いこんだ。そうやって身体の中に取り込むと、全身が鞣なめされた心地ここちになる。

「うん、耀さんの胸のとこからキャラメルみたいな匂においがする」

「ほんと？」

　顔を埋めていたところから少し離され、耀が自身の胸の辺りを覗いて……と思ったら、そのまま不意打ちみたいなキスをされた。ちゅっと音を立てるキスに照れたら、耀も喉のどの奥で短く笑っている。

「隙すきを突いてするのとか、耀さんやっぱ大人だ」

　再び耀にしっかりと抱き寄せられた。

　耀の首元に寄せた頭にキスをされる。嬉しさのあまり胸がきゅうっと絞しぼられて、うなじの辺りはざわっとした。

「ねぇ……俺さ、前に酔よっ払ぱらって寝ねぼけて、志真くんに悪さしなかった？」

「えっ、あ……あー……」

　天と三人で遊園地へ行った日だ。

　耀はちょうどこの辺りでごろ寝していた。

「俺も、その……寝てる耀さんのほっぺとか触さわって……だって触りたかったから。そしたら耀さんが寝ぼけて、わーって抱きしめられて、今みたいに髪にキスを」

「やっぱり……。あとなんか、すごく触った気がして、志真くんの身体に」

「触って、た……うん。おかげでやばかった。その前から耀さんのことは好きだなーって思ってたけど、ついに俺の中で決定的になったというか」

　なんとなくぼやけていた真相が分かったらしく、耀は「はぁ」とため息をついている。

「自制してるつもりで、ぜんぜん我慢できてなかったんだな、俺。こんな年下の子に夢中になったのはじめてで、今も、まだちょっと戸と惑まどってる」

　線引きされたくないのに、耀は大人の裁量とやらをちらつかせる。

　離れていた間に溜ため込んでいた想いが限界まで膨ふくらみ、出口を求めているのに、とめられても苦しいだけだ。

　会いたいと思っていた耀にやっと会えた。これほど近くにいるのに寂さみしい気持ちがふつふつと湧わいてきて、志真は耀の背中に腕うでを回すと手のひらに力を込めた。

「耀さん……好きだよ。ほんとに好きだよ。だから、けっこうつらい」

「え？」

「やばかったって言ったよね。今もやばい。苦しい、頭が変になりそう」

　ぐずぐずと耀の胸にひたいをすりつけた。比ひ喩ゆでもなんでもなく、本当に胸が苦しいのだ。言ってる傍そばから胸がきゅうと絞られて、涙なみだが浮うかんで、頰ほおはかぁっと熱くなる。

「どうにかして、耀さん」

「そういう……」

　耀は言いかけて吞のみ込み、何かが振り切れたみたいに、腕の中に閉じ込めていた志真の顔を片手で上向かせた。待つ間もなく唇くちびるを塞ふさがれる。

「んっ……」

　胸と胸を深く合わせてきつく抱きしめられて、ますます苦しい。

　息苦しさに薄うすく開いた唇の隙すき間まに耀の舌がすかさず滑すべり込んでくる。

「んぅっ……んっ……ふ……」

「舌……出して」

　唇がほとんどくっついた状態で命令されて、おずおずと差し出したらすぐさま搦からめ捕とられた。

　そういうキスをするものだと知識として知っているけれど、はじめてだからされるがままになってしまう。

「ふ、うっ……んっ」

　歯の裏側をこすられて、身体がびくっと跳はねた。背筋に甘い痺しびれが走り、首筋がぞくぞくする。舌が絡からまり、ほどけ、表面や側面がこすれあうと、肌はだのあちこちが粟あわ立だった。

　飽あきもせず、夢中でキスを続けた。他人の粘ねん膜まくとこすれあうのが信じられないほど気持ちよくて、やめられない。

　少し唇が離れただけで、荒あらい息いき遣づかいと一いつ緒しよに鼻声が漏もれてしまう。

　突とつ然ぜん、耀の手が股またの間を撫なでて、膨らみの部分を服の上から引っ搔かかれた。腰こしが砕くだけるほどの刺し激げきに「あっ」と高い声を上げてしまい、咄とつ嗟さに自分の口を手で塞ぐ。

「触ってあげるから、おいで」

　耀の誘さそう声にぞくんと背筋を震ふるわせた。　>>>♥

　促うながされて、耀に背を向ける恰かつ好こうで脚あしの上に座らされる。

「誰だれかに触らせたことある？」

「……ないよ。……こういうこと、したことないもん」

　うしろから回ってきた手がきつく膨らんでいるところを撫でて、それだけで志真は腰を震わせた。左手はシャツの裾すそから中に入り込んで、志真の右の乳ち首くびを弄いじりだす。

「や……う……」

　ズボンの上から柔やわく揉もみしだかれて、志真は呼吸を荒くすることしかできない。

　ゆるい刺激に、たまらず腰が揺ゆれる。気付いているはずなのに、耀は耳みみ朶たぶをしゃぶったり首筋を愛あい撫ぶするばかりで、志真は半泣きで呻うめいた。

「よ……う、さんっ」

「ん？」

「苦しい」

　ごめん、と腕の力を緩ゆるめられる。そういうことじゃないのに、と焦じれて、もどかしさを伝える声で「耀さん」と呼ぶ。なのに、窮きゆう屈くつで苦しいほどの昂たかぶりを爪つめで擽くすぐられて、ついに我慢できずに耀のその手を摑んだ。

「上からじゃなくて……さ、……さわってよ……中……」

　恥はずかしさより逸はやる気持ちが勝まさって、直接的な言葉でお願いをした。耀は喉の奥で笑っているから、これはいつもの「言わせたかった」ってやつだ。普ふ段だんだったら悔くやしがるけど、今はもうそれどころじゃない。

　やっとズボンのボタンを外して前を寛くつろげてくれて、膝ひざの辺りまで下着と一緒に下ろされた。

　長いディープキスと肝かん心じんな場所をさんざん焦らされたせいで、もうその段階でへろへろの腰こし砕くだけだ。

「すごい……びしょびしょ」

「耀さんがっ……、もっ……この下着、泊とまるからわざわざ買ったのに、あしたも穿はくのに」

　見れば、色がはっきりと変わるほど、先走りの蜜みつで下着が濡ぬれていた。

「たいへんだ。どうしよう、これ」

「学校に行く途と中ちゆうで買うから、いいよもう」

　すると耀は楽しそうに「こっそり下着を着き替がえるとか、ちょっと萌もえる」なんて笑っている。

「耀さんいやらしすぎる」

「男だから。もっといやらしいことだってするし」

　それまでじわじわと焦らされていたのに急にペニスを摑つかまれて、腰がこわばった。

　耀の右手が視線の先で上下に動きだす。ぬちっぬちっと音が響ひびいて、志真はそこから目を逸そらして瞑つむった。

「あっ……はっ……、あっ、やっ……」

　視界を塞げば意識が下腹部の刺激に集中する。

　ピストンのスピードが少し上がり、どんどん快感が積み上がっていく。

「やあっ、んっ、ん、あっ」

「先っぽのとこが好き？　この、くびれの、笠かさのとこ？」

「……っん、んぅっ、んっ……あぁっ……」

　答える余よ裕ゆうなんかない。左手で濡れそぼつ先せん端たんを弄られ、右手で竿さおをこすり立てられて、急激に限界が来た。強い快感に太ももをぶるぶると震わせながら射精する。

　声を上げないように手で口を押さえるのに必死で、自分の恰好に気を配れない。

　志真の白はく濁だくは耀が手で受けとめたのに、それを腹の上に広げられた。たっぷりと、濃こい精液は経験が少ない証しよう拠こみたいで恥ずかしい。

「足、上げて」

　膝の辺りでとどまっていたズボンと下着はいつの間にか下ろされていて、左の足首に引っかかった状態になっている。

　耀が志真の足首からそれを取り、邪じや魔まとばかりにそこらに放ほうり投げた。

　片かた膝ひざを立てて座っているから、陰いん部ぶがあらわになっている。その立てた脚を耀が背後から抱かかえてさらに開かせた。

「よ……うさん」

　耀の右手の中指と人差し指が、志真の口内に入ってくる。

「指、舐なめて。唾だ液えきをたっぷり絡ませて」

　どきっとした。それを今からどうするのか、想像がつく。

　蟀谷こめかみや耳にキスをされながら、耀の指をしゃぶった。口こう蓋がいや歯の裏側、頰の粘膜を指で撫でられるのも気持ちいい。

　志真の口の中をしばらく弄っていた指がそこを離はなれると、耀は「よいしょ」と志真を軽く抱え直した。

　緊きん張ちようで窄すぼまったところに触ふれられ、そこが自分の唾液で濡れていく。円を描えがくようにこすられているうちに、徐じよ々じよに力が抜ぬけてほころびはじめる。

「志真くん……キスしよ」

　右後ろから顔を覗のぞかせる耀に誘われて、志真は唇を寄せた。

　耀と唇を合わせて、擽るように食はまれ、舌を絡め合う。

　後こう孔こうの外側をゆるゆると撫でていただけの指が、ぬぷっと、志真の中に入り込んだ。はじめての刺激に腰が強こわ張ばる。

「志真くんと、したい。ここに、俺のを入れて」

　ぐうっと、秘ひ肉にくを搔き分けて指が入ってきた。

「あっ……あ……」

「こんなふうに」

　浅く深く出したり挿いれたりされて、中をそっと捏こねられる。

「やっ、あっ」

「したくない？　いや？」

　優やさしく訊きいてくれるのに、耀の指はだんだん容よう赦しやない動きになってきた。

「耀さっ……あんっ、ん」

　けっこう深いところまで突つっ込まれるのが、見える。見せられている。くちゅ、ぱちゅ、と音が響くのが恥ずかしいのに興奮しているのも事実で、自分が何をどうされているのか興味があるから目を離せない。

　耀は志真のおなかの上に残っていた精液も指で掬すくい、再び後孔に沈しずめてそれを塗ぬり込めた。自分の出したものをそんなことに使われるとは、志真にすると衝しよう撃げきだ。

「あとで……俺のと、志真くんのが、中で混ざるね」

「……中？」

「俺がここに、出すから」

　かあっと頰ほおが熱くなった。セックスになると、耀は普段と違ちがって少し強ごう引いんな気がする。

　本当にいやがったらやめてくれるんだろうけど──いつもは優しい人だから、すごく欲しがられているようで、むしろときめいてしまう。

「だいぶ、柔らかくなった」

　耀が根気強くほぐしているところは、感覚的にも徐々に広がっている。

「指三本、痛くない？」

　けっこうな太さに束ねられた指を抜き挿さしされても、痛みはない。その代わり、三本の指の腹でゆるやかに揉み込まれると、圧あつ迫ぱく感かんとともにじいんと疼うずくところがある。

「耀さん……あっ、あぁっ、やっ、あっ……」

　そこばかりを弄られているうちに、つま先まで電気が流れるような快感が走った。

　腰を浮うかせて、イきそうな感覚が逸れると、くたっと脱だつ力りよくする。

「……や、あ、何、……さっきの……とこ……」

「うしろの、こすられたら気持ちいいところ。今の……指で、もいっかいしてほしい？」

　耳元で耀に問われて、どきどきしながらこくんと頷うなずいた。さっきの気持ちよさがクセになって、もう一度と期待してしまう。

　耀が小物棚だなの引きだしからパウチの何かを手に戻もどると、すぐ傍そばのローソファーに志真を誘いざなってそっと押し倒たおしてきた。

　耀が前から志真に重なってくる。志真の左ひだり脚あしは背もたれに引っかけ、立てた右脚を耀は左手で押さえて、志真の表情を窺うかがいながら再び挿そう入にゆうした。

　パウチのジェルで、さっきよりずいぶん滑なめらかに指が入ってくる。

「やっぱ、こういうジェル使ったほうがいいか」

「え、えっ、なんっ……なんかっ……」

　ピストンされるたびにくちゃくちゃと激しい粘ねん着ちやく音は唾液のときの比じゃない。それより。

「やっ……や、耀さんっ……だめっ……なんかそれ、すごくっ……」

「気持ちいい？　ちょっと激しくされても痛くない？」

「や、あぁっ……あ、んんぅっ、んっ、んんっ……！」

　頭の中まで搔かき回されて、快感で全身が痺しびれているかんじがする。

「志真くんが感じるの、この辺り……胡桃くるみくらいの大きさらしいよ。たまんない？」

「耀っ……さっ……、あっ、んっ、あぅ、……き、もち、いい、ん……いぃよぅ……」

「もう……かわいいな」

　ソファーにしがみついて吞のまれそうな快感に抗あらがっているのに、無防備に開いた脚の間にいきなり耀が顔を埋うずめた。

「耀さっ……ああっ……んぅ……！」

　勃たちあがったものを口内に含ふくまれて咄とつ嗟さに耀の髪かみを摑むけれど、そのまま上下に動き出す。

　口こう淫いんされるのと同時に指を抜き挿しされたら快感が増ぞう幅ふくして、それしかないから志真はソファーに縋すがった。あのひどく感じる場所を捏ねられて半泣きになる。

　少し奥も、その先も。いちばん深いところの襞ひだや左側の壁かべを擽られたら、また新しい快感が生まれて、ぐずぐずの鼻声で耀に「そこも」と訴うつたえた。

「……ここも、こういうふうにされるの好き？」

「んっ、好き……ぁんっ……」

　耀に愛あい撫ぶされている全部が気持ちよすぎて、ソファーに縋りつく腕うでに顔を埋めて志真はいやいやと首を振ふった。訳が分からなくなりそうで怖こわい。耀の指を締しめ付けて、あの気持ちいい場所をぐっと押し上げられたらだめだった。

「また、イく……あ、やだ、やだ、耀さんっ……イっちゃう……」

　腰こしを揺ゆすりながら耀の口の中に再び吐と精せいする。尿によう道どうを[image: ]ほとばしる瞬しゆん間かんの快感に臀でん部ぶが震ふるえ、それを耀が吸い上げてくれるから、志真は仰のけ反ってひくひくと痙けい攣れんするほどだった。

　なかなか身体からだの震えが治まらずに、快感に朦もう朧ろうとなっていたら、耀が覆おおい被かぶさってきた。

　志真が茫ぼう然ぜんとしている間に耀はテーブルにあった水を飲んだらしく、口角を拭ぬぐっている。

「……耀さん……今の……今の飲んだ？」

「飲んだよ」

「ほんとに？　ほんとにそんなことするんだ……」

　あんなものを飲むのは、妄もう想そうの世界の話だと思っていた。

「出る瞬間が気持ちいいんだから、そのまま口の中で全部出したいでしょ」

　恥はずかしさのあまり目を合わせられずにいたら、耀が身体を這はい上り、嬉うれしそうに微笑ほほえみながら志真の髪や頰にキスをしてくる。

「もっと気持ちよくなりたい？」

「……もっと……？」

　これ以上の快感があるのだろうか。

　ぼんやりと耀を見上げていると、脚を抱え上げられた。

「これ、挿れていい？」

　耀のペニスの先せん端たんが後孔のふちに押し当てられている。頭を擡もたげて覗くとそこには、指三本なんて比にならないものが見えて息を吞んだ。

「よ、う……さん……。耀さんの……ふ、といよ……？」

「指と違って、気持ちいいとこぜんぶ、こすれる」

　気持ちいいとこぜんぶ、と言われて頭がかあっとなった。

「え、え、そ……そんなのむり、変になる、やばいよ」

「気持ちよすぎてやばいのだめ？」

　耀は志真を腕の中に閉じ込めて、たくさん宥なだめるようなキスをしてくる。

「したいな……志真くんと。志真くんを好きだから」

　もっと深く繫つながりたい。全身、耀のものになりたい。奥深くまで、耀で満たされたい。耀にも同じように、よくなってほしい。

「耀さん……」

　唇くちびるの上でもう一度「好きだよ」なんて囁ささやかれたらきゅんとして、目を瞑つむって頷いていた。

「摑つかまって。しがみついてていい」

　言われたとおりに耀の首筋に摑まると、間を置かずに志真の中に先端を押し込んできた。

　指とは比べものにならない質量と圧迫感に、志真は小さく悲鳴を上げる。

「ちょっと、苦しい？」

　うんうんと頷いているのに、乳ち首くびを弄いじったり、首筋を唇で愛撫したり、耳じ孔こうに舌を突っ込んだりして、一いつ瞬しゆん気が逸それる隙すきに繫がりを深くされて、最終的に耀の全長を受け入れさせられた。

「よ、う……さんっ」

「だって、挿れたものは引っ込められない」

「もっ……何それ」

　ちょっと笑ってしまった。笑った隙にまた最さい奥おうまで。

「やぁっ……耀さっ……」

　耀も眉まゆを寄せ、荒あらい息いき遣づかいでぶるりと震えて、「んっ……」と短く呻うめく。

　熱っぽい眸ひとみの耀に見下ろされて、志真はそっと、結合部分に目をやった。

「……ぜんぶ？　あれぜんぶ、挿れた？」

「うん。ごめんね。びっくりした？　痛い？」

　ぜったい全部は無理、と思っていたのに。痛くないけど苦しくて、少しびっくりしたのだ。

　それを伝えたら、耀に優しく「志真くん」と呼ばれて彼を見上げた。

「ごめん、嬉しい。こうしたかったから」

　耀はちょっとすまなそうに、そして歓よろこびが滲にじみだすように微笑んでいる。

「……俺も、嬉しい」

　しばらくはそのままでくちづけをかわして、繫がったところが違い和わ感かんなく馴な染じむのを待った。

　キスをしていたらときおり、志真の中で耀のものがびくびくとして、耀は少し苦しそう。でも志真がだいじょうぶになるまで、動かすのを我が慢まんしてくれているのだ。大事なものを扱あつかうように髪を撫なでられたり、頰や瞼まぶた、鼻先にもたくさんキスをしてくれる。

　耀の腕の中でめいっぱい甘やかされて、志真はうっとりとした心地ここちで大好きな人を見上げた。

「耀さん……幸せ。すごく」

「うん……俺も……」

　好きな人から求められて、それを受け入れて、繫がった歓びに胸が震える。耀が自分の中にいるんだと思うと、それをもっとはっきりと感じたくなってきた。欲よく望ぼうを受け入れているふちも、ひくひくと喘あえいでいる。

「耀さん、たぶん、動いてもだいじょうぶ」

　耀は欲よく情じようの顔つきで志真を俯ふ瞰かんした。

　それからゆるやかに抽ちゆう挿そうが始まり、志真は耀の腕に縋った。だんだんストロークが大きくなって、耀の動きに全身が翻ほん弄ろうされる。

「よう、さんっ……あっ、あっ……」

　耀の言うとおり、指の愛撫で知ったいいところ全部をペニスでいっぺんにこすられ、刺し激げきが強すぎて目を開けていられない。

　ゆっくり舐なめるように抜ぬき挿さしされたり、煽あおるように搔き回されたり。激しくされているわけじゃないのに、そのどれもが濃こい快感となって溜たまっていく。

　ゆるやかに上じよう昇しようしていくうちに、ある一点から急激に強い愉ゆ悦えつとなって脳を痺れさせ、それまで小さくこぼれていた声が途と端たんに甘く跳はねた。

「あぁっ、んぅ……！」

　つま先が引き攣つって、あちこちがじわっと汗あせばむ。奥に嵌はめたまま小刻みに揺すられ、腰ががくがくと震えた。後こう孔こうがきゅううと収しゆう斂れんして、耀のかたちと熱さををまざまざと感じる。

「……っ、はぁ……中が……」

「よ、うさんっ……耀さん、あ、あっ、あぁっ……！」

　耀の名前を呼んでその背中に腕を巻き付けてひしっとしがみついたら、搔き抱いだかれたままひとしきり擦こすり上げられたのち、耀が覆い被さってきた。

　ふたりの荒い呼吸音だけ、薄うす暗ぐらい部屋の静せい寂じやくに響ひびいている。

　内襞が痙攣し続けているみたいで、志真は「ン……」と鼻を鳴らした。耀と繫がっているところはずっとじんじんと疼うずいている。

　耳元で耀が息を弾はずませ、「志真くん、もう……すごい、気持ちいい」と呻いた。自分の身体で耀が感じてくれているのが嬉しい。

「……俺も……なんか、すごくて……」

「志真くん、イきそうだったろ」

「俺……今の、イきそうだったんだ？　耀さん、分かるの？」

「志真くんと繫がってるから」

　頰ほおにキスされて、動いてなくても重なっているだけで気持ちよくて、嬉しくて、切なくて、頭の中は好きな人の名前と「好き、好き」という言葉でいっぱいになっている。

「好き……好きだよ、耀さん」

　全部伝われと、耀の背中に回した手のひらにきゅっと力を込める。

「俺も、好きだ。うんと気持ちよくしてあげて、志真くんをイかせたい」　>>>♥

　耀はそう宣言して身を起こすと、蜜みつで先っぽがとろとろになっている志真のものを右手でこすり始めた。同時に乳首を弄ったり、舐めたりされて、快感が走るたびに後孔に埋うめられているだけの耀のペニスを締め付けてしまう。そうするとあの感じすぎる胡桃くるみに何度もきつく当たって、うしろは動かされていないのにじわじわと絶頂感がきた。

　身体からだの奥から何かがくる感覚と、性器をこすられてイきそうな感覚は別物で混乱する。

「志真くん……腰揺れてる」

「あっ、や……、やっ」

　そんなつもりはなかったのに、勝手に。

「よ、耀さん……耀さんっ……」

「このままイく？　いいよ。イって」

　その瞬しゆん間かん、耀のどこかにふれていたくて、耀の膝ひざ裏に指を引っかけて縋すがった。

　腰こしを浮うかせて震ふるわせながら吐と精せいする。耀の指でしごかれて残ざん滓しまですべて、とぷとぷと溢あふれさせて腹を濡ぬらした。

　性器をこすられる気持ちよさを上回る性感が耀と繫がったところからも湧わいて、身体ごと攫さらわれるような絶頂だった。

　すべて出しきっても、まだぞくぞくする。昂たかぶったまま下りてこられない。

「耀……さん、……んんっ……」

　胸が忙せわしなく上下する。うしろもちゃんとこすってほしくて、志真は苦しげに呻いた。

「耀さん、……今、イったのに、変だよ……あ、あ……」

　耀の硬かたいものが当たっているだけなのに、また身体が粟あわ立だってくる。ぞわぞわと背筋がわなないて、中がうねっている。

「まだ、イけそう？」

「耀さん、が、入ってるとこっ、熱い……ふ、あっ、……やっ……」

　くちゅうっと音が響くくらい、後退する耀のものを内うち襞ひだが絡からみついて追いかけるのが分かる。

「や、やあっ、耀さんっ」

「おいで」

　繫がったまま抱だきかかえられて膝の上に座らされ、耀の首筋に両りよう腕うでを巻き付けた。顔を覗のぞいてくる耀にキスをされて、楽しそうな目で見つめられる。

「耀さん……めがねなくても、見える？」

「見えてるよ。志真くん、なんかいつもと違ちがってとろとろの、えっちな顔してる」

　自分でもなんとなく分かっているけど恥はずかしい。耀の首元に顔を隠かくして「耀さんは……えっちだけど優やさしくて、すごくかっこいい」と素す直なおに口に出した。耀はくすりと笑うと、またくちづけてくる。愛いとしいものをかわいがるようなキスに心がきゅんとしたら、うしろが欲しがるみたいに蠕ぜん動どうした。

「耀さんっ……」

　我慢ができずにむずかると、耀によしよしと髪かみや肩かたをあやされたあとに、腰をしっかりとホールドされて奥まで捏こね回される。

「んっ、んんっ、あ、んっ……」

「……ん……気持ちいいね」

「き、もちいいっ……、耀さんもっ……？」

「志真くんのどこも……気持ちいい……とまんない。もっと、好きにしていい？」

「あ、あぁ、あぁっ、して、……んっ、耀さん、……あぁっ」

　首筋を唇くちびるで愛あい撫ぶされ、耳じ孔こうに舌を突つっ込まれながら、ひっきりなしに後孔をぐちゃぐちゃにされて、未知の快楽で意識が混こん濁だくしていく。甘ったるい喘あえぎ声がやまない。

「あ……ああっ、んっ……耀さっ……だめ、あぁ、う、んっ……！」

　抽挿されっぱなしの後孔が痙けい攣れんしている。もうあまりの気持ちよさに、志真はそんなつもりはないのにぼろぼろと泣いてしまった。その頰の涙なみだを唇で拭ぬぐわれてキスされ、たっぷりかわいがられるから胸は甘く絞しぼられて、ますます耀のことが好きになってしまう。

「耀さん好き、んんっ、好き……好きぃ……」

　腰を大きくグラインドされて、快感に搔かき回された頭も朦もう朧ろうとする。自分をコントロールできずに涙を溢れさせて縋ると、耀の大きな手に髪を撫でられて安あん堵どした。

「俺も好きだよ、志真……志真がかわいい」

　急に名前を呼び捨てにされて、こんなことにもどきっとする。

「耀さん、耀さん……離はなれるのいやだ……もっと、ずっとして」

　耽たん溺できするほど幸せを感じながら、なのにあしたになったら帰らなきゃならない、と一いつ瞬しゆんよぎって、それを払はらいのける。耀も分かっているはずだけど、「離さないから」と応こたえてくれた。それは心のことでもあるし、もっとずっと先まで見み据すえたことと信じられる。

「志真、志真……イくよ？　奥に出すよ」

　そういえば中でふたりのを混ぜるんだと、耀が言っていた。

　耀と混ざり合う。自分の身体の奥深いところで──そう思うと繫つながったところがきゅんとして、耀が果てるのと同時に志真も前を弾はじけさせた。







　◇　８　◇







　宮ノ下の家族と耀も交えて話し合いが行われ、「大人の都合を押しつけるばかりじゃなく天の気持ちを汲くんで、将来についても、自己主張できる年ねん齢れいになってから本人の意見を訊きこう」ということで全員納なつ得とくした。

　とりあえず平日は宮ノ下家ですごし、週末の土曜から月曜の朝までは耀のところですごす生活をしばらく送ることになった。

　いずれ天は宮ノ下家での生活に完全シフトするかもしれないし、耀のもとに戻もどるかもしれない。それを天自身が決める──というのが最終的な目標だ。

「ようさん、はい」

　二階のリビングで天が耀に手て渡わたしているのは『うんどうかい　しょうたいじょう』だ。十月に行われる保育園での運動会のプログラムが書かれてあり、保護者である宮ノ下家にはきのう渡しておいた。だからこれは天が耀のために特別に作ったものだ。

「おお、ありがとう。天ちゃんは何に出るの？」

「あかいまるのとこ。かけっこでしょ、いろべつリレーでしょ、……」

　耀は「色別リレーって対たい抗こうリレーのこと？」と志真に問いかける。

「そう。天ちゃんは黄色チームの五歳児代表なんだって」

「わっ、天ちゃんすごいな。かっこいい！」

　耀にかっこいいなんて言われて、天はかわいいドヤ顔で嬉うれしそうに頭を撫なでてもらっている。

「でも、にちようびで、ようさんはお仕事だよね……」

「休む休む。年に一回の行事なんだから。あとね、じつは麻希さんからお弁当頼たのまれたんだよ。今年はうちで作って、来年は宮ノ下さんのほうで準備しましょうって話になって」

「ようさんのおべんとっ！」

　天はばんざいで喜んでいる。志真も「そっか。よかったね天ちゃん」と微笑ほほえんだ。

「天ちゃんには『ほんとのパパ』と、『ようさん』がいるから楽しいこと二倍だね」

「おとくだね～」

　天はあの迷子事件の日を境に耀のことを、本当のパパじゃないけど『月耀にいるパパみたいな人』とちゃんと理解するようになった。『パパみたいな人』じゃ呼びづらいので、『ようさん』という呼び名を決めたのは天だ。本人が決めた呼び名だから、環かん境きようの変化を含ふくめて天自身すんなりと受け入れられたのかもしれない。

　その話をしたとき天は志真に「しまが『ようさん』ってよぶから同じにしたけど」と耳打ちしたあと、「ようさんはしまのこと『しまくん』ってよばなくなったねぇ」と鋭するどく突っ込まれたので、笑ってごまかしておいた。

「志真」

　ローソファーに座っていた耀に呼ばれてそちらへ行くと、耀がソファーの背もたれの陰かげから紙かみ袋ぶくろをひとつ取り出した。

「新しい練習着とシューズ」

「えっ」

「スカッシュの」

　袋を開けてみると、白地に青と赤のトリコロールが洒落しやれたスカッシュシューズと、同じメーカーの練習着がひと揃そろえ入っていた。

「これ貰もらっていいの？」

　一年のときに退部したスカッシュ部に、来月から再び復帰することにしたのだ。

　耀は「もちろん」と頷うなずいている。

「……ありがとう。大事に使う」

「ところで部活ってさ、土日もやるの？」

「試合前とかは、日曜もスポーツクラブのスカッシュコート借りて練習することあるけど、基本的には休み。だけど……なんで？」

　耀は一瞬ぐっと言葉を吞のみ、「会える時間が減る」と遠えん慮りよがちにぼやいた。いつも耀に「今すぐ会いたい」とか言われると、年上の恋こい人びとを夢中にさせているようで嬉しくなる志真だ。でも志真だってもっとたくさん会いたいと思っている。

「自分だって日中は仕事じゃん。それに夜は練習ないよ？　部活がない平日の学校帰りだって、ここに寄ろうと思えば寄れるし」

　すると耀はうっすら微笑んで「うん」と頷いた。

「ほんとは耀さんに毎日でも会いたいよ。どんな夜中でも。学校以外の時間ならいつだって」

　耀とくっついていたいのだ。当然だ。

　すると耀は志真の手を摑つかんで引き寄せ、隣となりに座らせた。

「だいぶ先の話だけど、どこからか邪じや魔まが入らないうちに言っとく」

　耀がまじめな顔をしてるので「うん？」と目で問いかけた。

「天ちゃんが自分の将来を考えられるようになって、志真が宮ノ下の家を出ることになったら、ここで一いつ緒しよに暮らそう。天ちゃんもここがいいって言ってくれたら、そのときは三人で」

　どう？　と耀に問われて志真は迷うことなく頷くと、確約が取れた耀は満足そうな顔でソファーに深く凭もたれた。

「耀さん」

　耀はお絵え描かきしている天を愛しげに見つめながら「んー？」と返してくる。

　ふたりだけに聞こえる声で志真が「大好き」と告げると、耀は天に見つからないように陰でこっそり志真の指に指を絡からめて繫ぎ、「俺も」と答えた。







　あとがき







　こんにちは。角川ルビー文庫さんではお久しぶりでございます、川琴ゆい華です。

『パパのしあわせごはん』をお手に取っていただき、ありがとうございます。イクメンの料理本みたいなタイトルですがご安心ください。隅すみから隅までＢＬです。男子高校生が優やさ男おとことともに子育てしています。レシピは載のっていないですがおいしそうなものをたくさん出したかったので、そのあたりも含めてお楽しみいただけたら嬉しいです。

　じつはずっと書きたかった高校生。だいぶ前にこそっと自分のブログでもらしたことはあるのですが、担当編集さんにはたぶん直接お伝えしてなかったはず。ルビーさんからいつも「大学生以上の主人公」をお願いされていたので、今作の打ち合わせの際に「高校生はどうでしょう」と訊たずねられて、「ええっ、書いていいんですかっ？」と座っていた椅い子すから立ち上がり前のめりになりました。

　好きな子に会うために車じゃなくて自転車を立ち漕こぎで飛ばすとか、並んで飲むのがお酒じゃなくて紙パックのジュースとか。高校生って初うい々ういしくてかわいいな。

　というわけで、念願叶かなって高校生を書かせていただき幸せです。

　イラストはみろくことこ先生がつけてくださいました。もうもうもうめっちゃかわいいですよね！　志真とぷにってる天ちゃんはもちろん、草食系を通り越こしてほんわか癒いやしの若草系攻せめ・耀を素す敵てきに描いてくださいました。口絵ラフを拝見したところヤサメン若草くんがオスの顔つきになっていまして（こういう変化は大好きです！）、そこも含めて挿さし絵えが今から楽しみです。このたびはありがとうございました。

　担当様、高校生主人公ほんとに楽しかったです。いつか高校生同士が書きたいです（直球）。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　最後に読者様。お読みくださり本当にありがとうございました。この本のご感想をツイッターやお手紙などでいただけたら嬉しいです。お手紙にはささやかですがお礼ペーパーをお送りします。

　では、皆みな様さまにまたこうしてお目にかかれますように。


二〇一六年　六月　　川琴ゆい華
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